




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　contents








プロローグ



第一章　私、異世界転職しました！

第二章　商人隊をマネジメント！

第三章　冴えない推しキャラをマネジメント！

第四章　私にも絆ポイントありますか？

第五章　私たちにしかできない仕事！


エピローグ

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編　「義勇軍の宴にようこそ」





























本文イラスト／藤松　盟











[image: プロローグ]




　小さな教会の控ひかえ室に、一組の男女がいた。

　男性は、褪あせた赤い長ちよう髪はつ、グリーンの瞳ひとみ、その眼光をより鋭するどく見せる眼鏡めがねをかけている。いつもならば、戦せん闘とう着に剣けんという出いで立ちをしているのだが、この時は髪かみを片方に寄せ、緩ゆるくリボンでまとめていた。さらに、身に纏まとっているのは、シックなダークチョコレート色のタキシードで、濃こい赤色のネクタイが綺き麗れいに映はえていた。

「あれはどこにいった？　……そうか、お前が持っていてくれたのだな」

　男性が女性から受け取ったものは、白い花で作られたブートニアだった。そして、男性はそのブートニアを胸ポケットに差し込むと、穏おだやかな笑えみを浮うかべ、女性に手を差し出した。

「っと！　お前はいつも転びそうになるな」

　男性に手を引かれ、女性は躓つまずきそうになりながらも立ち上がる。

　女性の顔は見えなかったが、後ろ姿だけは確かく認にんすることができた。彼女は、セミロングの黒髪をハーフアップにし、編み込み部分には男性のブートニアと同じ白い花がちりばめられていた。そして、衣い装しようは純白のウエディングドレスだ。

「もう泣いているのか？　気の早い奴やつだ。……いきなり花はな嫁よめを泣かすような真ま似ねをしたら、俺が皆みなにどやされるんだが」

　男性が女性の目元を軽く拭ぬぐってやると、女性は照れくさそうに男性に腕うでを絡からめた。二人の間には幸せそうな空気が満ちて溢あふれそうだ。

「ああ。お前には笑っていてほしい。……分かった分かった。今日は俺も笑顔に努めよう。せっかくの晴れの日だからな」

　赤髪の男性は、眼鏡を押し上げながら、愛いとおし気に女性を見つめた。

　間ま違ちがいない。二人は新しん郎ろう新婦であり、今まさに、結けつ婚こん式が始まろうとしているのだ。

　ゴォォォンと荘そう厳ごんな鐘かねの音が響ひびき、新郎新婦を迎むかえる温かい拍はく手しゆが聞こえてきた。

「行こう。皆が待っている」

　愛し合う二人が歩き出し、教会の扉とびらが開く──。




　　　　[image: ]




「待って！　ヴァルド様！　その女の人、誰だれ？」

　清きよ原はらしいなは男性に向かって大声で叫さけび、手を伸のばした瞬しゆん間かん、目を覚ました。少し暑くなってきた春物の掛かけ布ぶ団とんが身体からだに絡みついており、身動きが取れずにもがもがしてしまう。

　もしかしなくても、今いる場所は自分のベッドであり、自分の部屋である。つまり、夢オチというやつだ。

「うわ……。入社式の朝から、なんて夢見てるの。私」

　清原しいな、二十二歳には、高校生の頃ころから大好きな人──否いな、推おしキャラクターがいる。それは、ＲＰＧゲーム《ユグドラシル・サーガ》のキャラクター、ヴァルドロイだ。

　しいなにとっては初はつ恋こいであり、理想の人だ。《ユグドラシル・サーガ》をプレイし終わった後も、友人の勧すすめでイケメン武将や美男子アイドルの乙おと女めゲームに手を出してみたが、好きになるのはクールな長髪キャラや眼鏡キャラばかり。そうであれば、やはりヴァルドロイが一番かっこいい！　と、しいなは再び《ユグドラシル・サーガ》に舞まい戻もどってくるのだ。

　幸い、ゲーム内課金システムや、ドラマＣＤや書しよ籍せき、フィギュアなどの派生グッズは比ひ較かく的てき少なく、しいなの財さい布ふは守られている状じよう況きようである。

　唯ゆい一いつ、しいなが予約購こう入にゆうしたものといえば、数年越ごしに発売されたファン待望の設定資料集だ。これは、大学に合格した自分へのご褒ほう美びとして購入し、イラストやテキストが瞼まぶたの裏に焼き付くほど、何度も何度も読み返した。

　とくに、ヴァルドロイの初期デザインや、服の構造、身長や体重の詳しよう細さいな設定には、興奮せずにはいられず……。

　あぁ……。こんな調子だから、恋れん愛あいができないんだろうなぁ。

　しいなは、先さき程ほどまで見ていた夢の内容を振ふり返りながら、重たいため息をついた。

　強きよう烈れつにとまでは言わないが、恋人が欲しいと思うことも、結婚をしたいと思うことも、もちろんある。しかし、夢に出てくる理想の男性がゲームのキャラクターというのも、むなしい話だ。そのうえ、最愛のヴァルドロイの相手役が、どこの誰とも分からない女性であり、彼を盗とられたくないという気持ちが全開になってしまったのだ。

「う～ん。でも、タキシードヴァルド様ってば、最高にかっこよかった！　我われながらナイスな想像力」

　寝ね取とられ感が半分あるものの、総合的に見ると、悪くない夢だったかもしれないなと、しいなは独り言を呟つぶやきながら、ベッドから身を起こした。

　きっとこれは、「仕事を頑がん張ばれ」というヴァルド様からのメッセージに違いない。新社会人としての初日の朝に、大好きなキャラクターが夢ゆめ枕まくらに立ってくれるなんて、心底幸せなことだ。愛する推しキャラは、不安や緊きん張ちようを吹ふき飛ばしてくれるから、ありがたい。

　そして、しいなは掛布団をポーンッと投げ出すと、立ち上がって出掛ける支し度たくを始めた。

　今日は、しいなの初めての出勤日。優ゆう生せい会かい山やま川かわ病院という総合病院の事務職に採用され、入社式とオリエンテーションが控えているのだ。

　しいなは初めての仕事に、期待と不安の入り混じった気持ちを抱いだきながらも、気合い十分に身支度を整える。仕事用に新しく購入した化け粧しよう品、すっきりと見える黒髪のショートボブ、下ろしたてのビジネススーツ……。

　やってやる！　ヴァルド様みたいに、戦い抜ぬくんだから！

　しいなは就職活動の面接で、「目標としている人物は誰か」と聞かれれば、心の中ではヴァルドロイのことを思い浮かべていた。彼は、しいなの憧あこがれであり、目指している人物像でもあった。

　ヴァルドロイは決してゲーム内で目立つキャラクターではない。主人公でも、その宿敵でもなければ、強力な武器やスキルを持っているわけでもない。いわゆる、主人公の仲間の一人。しかも彼は、登場時期も遅おそいため、仲間その十くらいの立ち位置にいる。

　しかし、しいなはそれでも構わなかった。目立たなくても、誰かの力になろうとする。そして、自分の信念だけは絶対に曲げない。

「たとえ国から憎にくまれようとも、俺は、俺の国のために戦う！　俺の、信念を貫つらぬく！」

　というヴァルドロイの台詞せりふは、もはやしいなの座右の銘めいだ。

「いってきます、ヴァルド様！」

　しいなは、本ほん棚だなに立てかけてある《ユグドラシル・サーガ》のゲームパッケージに向かって敬礼すると、元気よく家を飛び出していった。
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「私を、こちらで働かせてください！」

　黒髪のショートボブが、頭を下げると同時に彼女の顔にパラパラとかかった。この国──、エルバニア王国では滅めつ多たに見ない、黒くて美しい髪だ。

「私は、エルバニア王国だけでなく、シュヴァリエ王国も救いたい。このユグドラム大陸のために戦う、義勇軍の力になりたいんです。私にできることは……、事務仕事がメインになるかと……！」

「わ、そんな！　頭を上げて！」

　濃のう紺こんの髪色の青年は、爽さわやかな笑みを浮かべて、彼女を見み据すえた。まだ二十歳はたちにもなっていないであろう若い青年だが、彼には人を雇こ用ようする権限があった。何を隠かくそう、彼はユグドラム大陸の平和のために戦う義勇軍のリーダー、勇者フォルテである。

「クリス様が連れて来たんだ、間違いないよ。それに、瞳を見たら分かるよ。君はいい人だ」

　勇者フォルテは、根こん拠きよはないが自信に満ちた言葉を発した。

「これからよろしくね。えっと、名前は……」

「清原しいなです！」

　清原しいなが新社会人となってから三年後──。しいなは異世界で、転職の採用面接を受けていた。エントリーしたのは、義勇軍の商人隊のマネジャー職だ。

　エルバニア王国、シュヴァリエ王国、それらの大国を擁ようするユグドラム大陸といえば、しいなが大好きな《ユグドラシル・サーガ》──、剣けんと魔ま法ほうが溢れる架か空くうのゲームの世界だ。

　しかも今、目の前には、馴な染じみ深いゲームのキャラクターたちがいる。広がる景色も、狭せまいアパートや白しら壁かべの事務室ではなく、疑いたくなるくらい爽やかな青空と、鮮あざやかな緑の草原に立ち並ぶ天幕だ。そう、ここは日本ではなく、ゲーム異世界なのだ。

　何故なぜ、しいなが異世界で転職活動をしているかというと、それには不思議な縁えんと導きがあったからである。
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　元々、清原しいなは、小さな町の総合病院である優生会山川病院の事務員であり、用度課という、物品管理の部署に所属していた。新卒から勤務を続けて三年経たち、ようやく仕事の要領を掴つかみ、院内のシステムに馴な染じみ人間関係も築けてきて、戦力として数えられるようになってきたと感じていた。「真面目まじめに堅けん実じつに頑張れば、誰かの役に立てる」というのがしいなの掲かかげるモットーであり、それはこの三年間ぶれてはいないつもりだった。

　しかしある日、予想外の出来事が起きた。

「当院は、天羽あもう会かい病院に吸収されます」

　用度課の課長の言葉に、しいなは耳を疑った。

「え！　うちの病院、なくなるんですか？」

「なくなるのではありません、吸収合がつ併ぺいです。理事や経営方針は変わりますが、私たちがリストラされる訳ではないですから。これまでと同じように、頑張ればいいわけだから」

　診しん療りよう科かをいくつか閉科したり、入院病びよう床しようを減らしたりと、山川病院がコストカットに尽じん力りよくしていたことは知っていた。また、しいなの所属する用度課も、できる範はん囲いでより安い資材の仕入れや、院内の職員への物品使用の節約の促うながしなど、理事たちから指示を受けていた。

　だが、その努力もむなしく、山川病院は別の法人に経営を委ゆだねることになったのだ。そのことは、平職員のしいなにとっては全く実感がわかない出来事で、まるでドラマや映画の中の話のように感じていた。

「そう、ですよね。私たちが患かん者じやさんのために仕事をするのは、変わらないですもんね」

　その時のしいなは、素す直なおに課長の言葉を信じていた。入社してから面めん倒どうを見てくれた上司を、しいなはそれなりに慕したっていたからだ。

　しかし、この課長はひと月の内に、逃にげるように転職していった。おそらく、病院が吸収されると分かった段階から、準備していた転職だったのだろう。退職や転職の権利は誰だれにでもあるが、ギリギリまで知らされなかった部下としては、衝しよう撃げきは小さくなかった。

　しいなは、なんだか捨てられたような気持ちと、早い者勝ちみたいに逃げて無責任だと怒おこりたくなる気持ちが入り混じり、胸中はモヤモヤとしていた。

　だからこそ、しいなは病院吸収後も、変わらず真面目に堅実に働こうとした。そうすれば、新しい環かん境きようでもやっていけると信じていたからだ。

　だが、新しい上司にとっては、そんなことは関係なかったようだった。

　用度課の新しい課長は、天羽会病院の元総務課係長であり、物品管理に関しては完全に素人しろうとだった。そのため、業務に関する指示やフォローは皆かい無む。代わりにあるのは、天羽会病院から連れてきた部下との私語と、山川病院組への過か剰じような説教や、無視といった嫌いやがらせの数々だった。

「耐たえろ、耐えろ、私」

　しいなは、日々自分に言い聞かせながら、作り笑え顔がおを仮面のように貼はり付けて仕事をこなした。つらくても、上司からの冷たい視線や陰かげ口ぐちは、その人のキャラクターとして我が慢まんしようと、見えないふりと聞こえないふりを続けた。

　そうして、心を閉とざした機械のように仕事をしているうちに、しいながホッとできる時間は、高校生の時から大好きなＲＰＧゲーム、《ユグドラシル・サーガ》をプレイしている時と、隣となりに住んでいる栗くり栖すおばあちゃんからの差し入れのおかずを食べている時だけになってしまっていた。

「最近、元気がないね。しいなちゃん、何かあったのかい？」

　職場の同どう僚りようや先せん輩ぱいも次々に退職し、誰にも不満や悩なやみを相談できないしいなに、栗栖おばあちゃんだけは優やさしく接してくれた。しいなが残業で帰りが遅いにもかかわらず、温かい笑顔で「おかえり」と言いながら、おかずのぎっしり詰つまった容器を差し出してくれるのだ。それは、自宅と職場を淡たん々たんと往復するだけのしいなにとっては、とてもありがたいことだった。

　そして、美味おいしいおかずを食べながら、大好きなゲームをする──、とくに、最愛の推おしキャラであるヴァルドロイを強く育成する時間が、しいなにとっての至福の時だった。

　ヴァルドロイは、ゲームを始めた当時高校生だったしいなの初はつ恋こい相手といえるキャラクターであり、その姿、そのボイスは癒いやしそのもの。エネルギーの源であり、心の支えだった。好きすぎて、もうゲームを何周プレイしたかは覚えていない。

「えへへ。仕事が忙いそがしくって、ちょっと疲つかれたみたい。栗栖おばあちゃんの差し入れと、ゲームで元気回復するから、大だい丈じよう夫ぶだよ！　ありがとう」

　と、しいなは明るいけれども、ぎこちない笑顔を栗栖おばあちゃんに返した。

　しかし、正直に言うと、しいなはギリギリの状態だった。毎日毎日、膨ぼう大だいな量の仕事と格かく闘とうし、仕事をしない上司からは圧力を掛かけられ、居場所はないに等しかった。ただ、しいなが仕事を辞やめなかったのは、上司や職場に対する意地と、自分はもっと頑がん張ばれるはずという呪のろいのようなプレッシャーだった。

　そんな緊きん張ちようの糸がピンと張りつめた状態が続き、残業でどんどんゲームをする時間もなくなってきた頃ころ、しいなは上司に呼び出された。

「清原さん。看護部からの物品依い頼らいリスト、提出してないよね？」

「えっ？　私、先週末に課長にお渡わたししました。課長はその場で引き出しにしまわれていて……」

「いや、知らないし。俺が、清原さんから受け取った覚えがないって言ってるんだから、ないんだよ」

「そんな……。私、たしかに……」

　しいなは嫌な汗あせをかきながらも、必死に頭を回転させた。そして思い出したのは、念のために課長の受け取り印を押してもらい、その書類のコピーをファイリングしていたことだ。

「そうです！　控ひかえを取っています。そこの青いファイルの中にあるはずです！」

「はぁ？　あーりーまーせーんけど？　ほら、君の言ってたファイルすらない」

　しいなは、不自然に空になっているファイル棚だなを見せられ、上司の態度に憤いきどおりを感じずにはいられなかった。これは、意図的にしいなを陥おとしいれようとしているとしか思えなかった。

　悔くやしい！　悔しい！

　しいなは、そんな言葉を飲み込もうとしたが、課長のストレートな言葉だけは、耐えることができなかった。

「清原さん、責任の取り方はさすがに分かるよね？　君の馴染みの同僚も、先輩も辞めてるよ。君の代わりは他ほかにもいるから、安心して」

　それはまさしく、山川病院出身者を退職に追い込みたい、という意図が透すけて見える発言だった。

　しいなには一いつ瞬しゆんだけ、心を殺して耐えるという選せん択たく肢しが浮うかんだが、とうとう我慢の限界に達してしまった。

「そんなこと分かってます！　わざわざ言われなくったって！」

　しいなは吐はき捨てるように言うと、そのまま病院を退職することを決意した。

　もう、自分がいなくても、いや、むしろいない方が良かったのだ。自分にしかできない仕事なんてありはしない。機械や歯車のように仕事をしていたのだから、当然だろう。入社当初に抱いだいていた熱意や希望も、今となっては幻まぼろしのように感じてしまう。

　そして、次に襲おそってきたのは、今後への不安だ。「やってしまった」と思うことはもちろん、事務職にとって就職難のこのご時世に、先の見通しなく無職になってしまったことは、生活的に非常にまずい。

　課長には明日あしたから来なくていいと言われ、キリのいいところまでは有給休きゆう暇かを充あてることになったが、それも一週間程度の話だ。身の振ふり方を早急に考える必要がある。

　その一方で、自分でも、あのように突とつ発ぱつ的に退職を決めてしまったことに驚おどろいていた。勢いで退職するほど、自尊心が大きかったのか。誰かに認められたい、必要とされたい、自分の中でそんな承しよう認にん欲よつ求きゆうが、ここまで燻くすぶっていたとは思っていなかった。

「《ユグドラシル・サーガ》みたいにはいかないなぁ」

　ゲームのキャラクターは、誰かのためを思い、仲間と信しん頼らいし合って、自分にしかできないことを成していく。その人の代わりなんていないということは、今のしいなには心底羨うらやましかった。

　そしてしいなが、鉛なまりのように重い足取りでアパートの階段を上っていると、お隣の栗栖おばあちゃんが現れた。

「おや、今日は帰りが早いね。早退かい？」

「栗栖おばあちゃん、ただいま。違ちがうんです、仕事、辞めることにして……」

　無職になるんです、と力なく笑うしいなだった。が、栗栖おばあちゃんは逆に嬉うれしそうに、目を輝かがやかせていた。

「へぇ、しいなちゃん、あの病院辞めたのかい！　吸収されてから、評判悪かったしねぇ。そうだ。良かったら、わたしの知り合いに口をきこうか？　二十人そこそこの会社なんだけどね、物品の管理者を募ぼ集しゆうしてるのさ！」

「ぶ、物品の管理だったら、今までの仕事の経験を活いかせるかもしれないけど……。おばあちゃん、そこは何ていう会社なの？」

　ぐいぐい迫せまってくる栗栖おばあちゃんに圧あつ倒とうされつつも、しいなはその話に食い付いた。

　どうせ転職先のアテがないのなら、信用できる人の紹しよう介かいというのも悪くない。今は、一つでも可能性を広げておきたい気持ちだった。

「ギユウグン株式会社さ。今ちょうど、わたしの家に責任者が来てるからね、会っていったらどうだい？」

「ギユウグン株式会社？　初めて聞く企き業ぎよう名なんだけど、どういう会社……、って、おばあちゃん！　待って！　面接の準備なんて、ぜんぜんできてないから！」

　慌あわてるしいなをよそに、栗栖おばあちゃんはどんどんと自室へと、しいなを引っ張って行った。老人とは思えない力の強さだが、老人らしく耳が遠いのか、しいなの言葉は丸っきり無視である。

「さぁ、しいなちゃん。入って入って」

　せめて化け粧しようくらい直させてくれ！　と叫さけびたかったしいなだったが、栗栖おばあちゃんの部屋に入って、改めて叫んだ。

「えぇ！　嘘うそでしょ？」

　そこは、自分の部屋と間取りが違うというレベルではなかった。映画や歴史の資料集で見るような、布でできた天幕の中だったのだ。

「え、栗栖おばあちゃん、リフォームしてるの？」

　絞しぼり出した言葉は、しいな自身も的外れだとは思った。なぜなら、目の前にいるギユウグン株式会社の責任者は、ゲーム《ユグドラシル・サーガ》に登場する主人公──、勇者フォルテだったからだ。

「うそ？　フォルテがいる！」

　しいなは信じられない光景に、気絶する想おもいだった。

　濃のう紺こんの髪かみ、爽さわやかな笑え顔がお、秩ちつ序じよを超こえた威い力りよくを持つという無法の剣けんイリーガルソードが、しいなの記き憶おく内のフォルテと一いつ致ちした。どこからどう見ても、ゲームで見慣れたキャラクターだ。

　どうして私の前に、二次元イケメンがいるの？　《ユグドラシル・サーガ》は、いつの間にＶＲゲームになったの？　と、しいなは混乱せずにはいられない。

「あれ、これは幻げん覚かく？　それとも私、死んだ？」

「僕が見る限り、幻術異常もないし、ＨＰの減りもなさそうだけど……。魔ま女じよ様、彼女はどこか具合が悪いのかい？」

　フォルテは栗栖おばあちゃんを、「魔女様」と呼んだ。そのことにしいなは驚いて、栗栖おばあちゃんを振り返った。

「びっくりさせちまったね。わたしは、ここいらじゃ、【導きの魔女クリス】、なんて呼ばれてるんだ。エルバニア王の相談役でね、義勇軍を助けるように命じられているよ」

「えぇぇぇぇっ？」

　栗栖おばあちゃんが、魔女！　ゲームには登場しなかったよねっ？

　でも、肩かた書がきとフォルテの反応的に、すごく偉えらい人なんじゃない？

　しいなは単純な情報しか捌さばききれず、口をぱくぱくさせた。

　ここは夢の中ですか？　ゲームの中ですか？　それとも……。

「ここはユグドラム大陸のエルバニア王国。あんたにとっては、見知った異世界ってところさ！　どうだい？　心機一転、義勇軍に住み込みで働いてみないかい？」

　全力で戸と惑まどうしいなに対し、クリスは、肩をポンと叩たたきながら笑いかけた。

「異世界ぃっ？　働く？」

　正直、訳が分からない。お隣となりさんが魔女で、付いて行ったら大好きなゲームの世界で、しかも住み込みで働かないかと勧かん誘ゆうされている。

　異世界って、トラックに引かれたり、謎なぞの魔ま法ほう陣じんで召しよう喚かんされたりして行くものかと思ってた！　あくまでも、小説とかアニメの話だけど……。でも、まさか私が？　信じられない。

　クリスから提示された就労条件は、勤務時間が八時三十分～十七時三十分、休きゆう憩けい一時間。週休二日。衣食住保障あり。物品管理なので前線で危険に晒さらされることはないが、命に関して絶対の保証はなし。給料はやや少ないが、エルバニア王国から安定して給付される。大陸のための仕事なので、やりがいと達成感は計り知れない……、というものだった。

　そこでしいなは、ハッと我われに返った。

　理り屈くつは全く分からないが、これはチャンスに違いないのだ。新しい世界でリスタートを切るためのチャンスが、目の前に転がっている。しかも、企業研究はばっちりだ。

　異世界転生？　違う、異世界転職だ！

「私を、こちらで働かせてください！」

　しいなは、ガバッと頭を下げて叫んだ。ほとんど反射的なスピードだった。

「私は、エルバニア王国だけでなく、シュヴァリエ王国も救いたい。このユグドラム大陸のために戦う、義勇軍の力になりたいんです。私にできることは……、事務仕事がメインになるかと……！」

　今度こそ、自分にしかできない仕事がしたい。代わりがいるなどと、言われたくないと、しいなは強い想いで転職を志願した。

　そして、その熱意が伝わったのか、フォルテは力強く頷うなずきながら「ぜひ頼たのむよ」と、採用を決めてくれた。

「これからよろしくね。えっと、名前は……」

「清原しいなです！」

「そうか、シイナだね。危険な旅になるけど、僕たちが守るから後方支し援えんは頼むよ」

「無事に、面接終しゆう了りようだね。良かった良かった」

「ありがとうございます！」

　フォルテとクリスの言葉に、しいなはホッと胸を撫なで下ろしたものの、ドキドキした気持ちは収まらないままだった。なにしろ、ここは憧あこがれの《ユグドラシル・サーガ》の世界であり、どこかに初はつ恋こいのあの人がいるはずなのだ。

　ヴァルドロイ。しいなの最愛の魔法剣士だ。
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《ユグドラシル・サーガ》は、ユグドラム大陸を舞ぶ台たいに、主人公フォルテとその仲間たちが戦いを繰くり広げるＲＰＧだ。

　物語は、田舎いなかの村で暮らすフォルテが、腐ふ敗はいした貴族の圧政に立ち向かうために、仲間と共に立ち上がるところから始まる。それが義勇軍の誕生であり、この時はまだ規模が小さいのだが、徐じよ々じよにその活かつ躍やくや偉いぎ業ようは国内外に広まっていく。

　その後、若き王が即そく位いしたばかりのエルバニア王国の内乱、そして隣りん国ごくのシュヴァリエ王国との戦争、さらには悪魔族の復活……。

　義勇軍には、エルバニア王国の守護の要かなめである聖せい騎き士し団や魔法師団、さらにはシュヴァリエ王国のレジスタンスなど、大陸を救いたいと思う者たちが集つどい、心を一つに戦っていく。王道的なストーリーだが、差別問題や貴族制度への疑問、貧困問題など、重たいテーマも盛り込まれており、ファンの間では、その重じゆう厚こうな内容への評価が高い。もちろん清原しいなも、そのファンの一人だ。

　そして、現時点は、シュヴァリエ王国との戦争の真っ最中というところらしい。しいなは、面接後の、フォルテとクリスの会話から推察したのだ。

　現在、義勇軍が拠きよ点てんを置いているのが、エルバニア王国とシュヴァリエ王国の国境にある、キャワベ砦とりでで、先日仲間として加入したのがランスロットという聖騎士だ。

　どうやら、概おおむねゲームと同じシナリオが進行しているようである。ならば、しいな最愛の推おしキャラであるヴァルドロイは、このしばらく後、シュヴァリエ王国に侵しん攻こうした際に加入するはずだ。

「ということは、今は十八章、【聖なる誓ちかい】の直後ね！」

　しいなは心の中で言ったつもりだったが、口に出ていたらしい。フォルテが不思議そうな顔をして、こちらを見ていた。

「えっと、そのぅ……」

　しまった！　と、しいなは心の中で慌てた。どこまでメタ発言が許されるのか分からず、言葉を濁にごすしかなかった。そして、一いつ瞬しゆん考えて、「ストーリーを乱すような異分子にはなりたくない、順応しよう！」という結論に至った。

　大好きな《ユグドラシル・サーガ》の世界を、異世界から来た自分が、必要以上に踏ふみ荒あらしたくはなかったのだ。

「い、今のは、私の故郷の格言です」

「へぇ！　そうなんだ！　十八章が【聖なる誓い】なら、格言はいったい何章まであるんだい？」

「序章から終章までで、全三十二章。私の人生の縮図と言っても過言ではないかもしれないですね！」

　取り繕つくろった笑顔で、しいなはゲームの章数を答えた。もちろん、全すべての章のタイトルを空で言うことは可能だったが、細かい意味を聞かれるとネタバレになってしまう可能性がある。

　しいなが、「勇者様、あまり掘ほり下げないでください！」とヒヤヒヤしていたところ、クリスが助け船を出した。

「これ、フォルテ。せっかくシイナが働くと言ってくれたんだ。拠点の案内くらいせい」

　しいなは助かったと思う一方で、いつの間にか、おばあちゃんが自分のことを「シイナ」と名前だけで呼んでいることに気が付いた。彼女は偉い魔女様のようだし、こちらも「クリス様」と呼び方を変えた方がいいのだろうかと思った時──。

　しいなが何気なく天てん井じようを見やると、何やら白く透すき通った小画面が、頭上に浮ういているではないか。

「な、なにこれ？」

　と、しいなは思わず裏返った声をあげた。よく見ると、フォルテとクリスの頭上にも同じような画面があるではないか。

「何って、メニュガメじゃないか！　君の故郷にはないのかい？」

　フォルテは右の人差し指で、白い小画面を引っ張り下ろす動作をした。まるで、タッチスクリーンを操作する動作であり、彼の胸むな元もとまで降りてきた小画面には、【フォルテ 勇者Lv.50 HP3000/3000 MP800/800】という文字が表示されていた。

「メニュガメ……」

　つまり、ゲームでよく見るメニュー画面だ。キャラクターのステータスや装備品、スキルの習得などを確かく認にんする画面だ。まさか、この世界では、こんな見え方をするとは驚おどろきだが、ゲームっぽくて面おも白しろい。そして、これがどういった原理でできているかは、まったく見当がつかないが、これがあれば相手の名前と顔が一いつ致ちしなくて困る、ということはなさそうだ。

　その一方、クリスのメニュガメは【クリス 導きの魔女】で、しいなは【シイナ 商人隊マネジャー】となっていた。レベルや体力の表示がないのは、ＮＰＣ扱あつかいか、それとも非ひ戦せん闘とうキャラクターということだろうか。

「あの、私の商人隊マネジャーって、どんなジョブなんですか？」

　シイナが自分のメニュガメをタッチしてみても、商人隊マネジャーの説明は出てこなかった。入っている情報といえば、装備品がブラウスとスラックスであることだけで、興味深いことに、それらは装備品扱いのようだった。

「わたしは、用度課だと思うとるよ。義勇軍の商人隊を、より効率的に、より能率的に動かす仕事だよ。ただ、メニュガメに説明がないということは、自由解かい釈しやくの部分もあるだろうね」

　クリスに言われ、「自由解釈って、そんなのアリ？」と、シイナは首を傾かしげずにはいられなかった。つまり、自分で仕事を見つけて、組み立てていく必要があるということだろうか。

　そして、困こん惑わくするシイナを置き去りに、クリスは「外に行こうか」と、天幕の入り口の布を捲まくり上げた。

「うわぁ！　素す敵てき！」

　天幕を出ると、空の蒼あおと草原の緑が眩まぶしかった。「綺き麗れいだなぁ」と、思わずため息が出てしまう。

「私、ほんとに《ユグドラシル・サーガ》の世界に来たんだ……」

　太陽の光が暖かい。爽さわやかな風が気持ちいい。しゃがみこんで地面に触ふれれば、湿しめった土が手に付くし、辺り一帯には、武器や防具の鉄の匂においも感じられる。

　今、自分が見て感じている世界は、日本ではない。ましてや、画面越ごしのゲームでもＶＲでもない。

　非現実的でありながら、まさしく現実。ここが、新しくシイナが生きる場所であると思うと、自然と心が弾はずんでしまう。

　嬉うれしい！　こんな夢みたいなことってあるっ？

「外に出ただけで、こんなに嬉しそうにするなんて。シイナって不思議だね。もしかして、今までの職場は、地下帝てい国こくみたいな場所だった？」

　フォルテは、しゃがんで草を撫でていたシイナに手を差し伸のべ、立たせてくれた。

　その手は温かく、やはりリアルなのだとシイナに実感させた。

「ここが、憧れの場所だったので……。前の職場は、地下帝国ではなかったけど、生きた心ここ地ちはしてなかったです」

「そっか。大変だったんだね。ここでは、何か困ったことや、分からないことがあったら、すぐに相談してくれたらいいから」

　なんて良いい上司なの！　と、シイナは打ち震ふるえた。

　かつての上司と違ちがい、フォルテになら、ふとした疑問や、他愛たわい無ない会話も聞いてもらえそうだ。

「天幕って、こんなにたくさん張るんですね。それだけでも大変そう、ですね」

　さっそく見たままの景色についての話をしたシイナに、フォルテは宣言通り寛かん容ようだった。

「敬語はいいよ。僕はこだわらないから。……義勇軍も、人数が増えてきたからね。数日前からは、エルバニア王国の聖騎士団の一隊も加わってくれたし」

　シイナはフォルテの言葉に納なつ得とくしつつ、草原にいくつも並ぶ天幕を見ていると、モンゴルの遊牧民にも似ているのでは、と思えた。ゲーム内では確か、「キャワベ砦は戦闘被ひ害がいが大きく、寝ね起おきする拠点にはできない状態」、というテキストがあった。だから、砦前に天幕を張るほかないのかもしれない。

　そんなことを考えていると、シイナはふと、一つだけ異様に目立っている天幕を見つけた。

「ねぇ、あの天幕だけ作りが違うみたいだけど？」

　天幕群の中に、唯ゆい一いつ赤い布で張られた天幕があった。サイズも他ほかの天幕の四倍ほど大きく、一ひと際きわ目を引くものだった。そして何より、その天幕の前で、何人かの男女が揉もめていることが、最も目立っている要因だった。

「あれは、なにごと？」

「シイナよ、あれはまさしく商人隊と、商人隊に対するクレーマーさ！　まったく、何回揉めたら気が済むんだい」

「うーん、今日だけで三回目かな」

　と、クリスは呆あきれ顔、フォルテは苦笑いを浮かべながら言った。

　その一方で、シイナは驚きを隠かくせない。ゲームの中での商人との関かかわりといえば、表示されているアイテム内から、欲しいものをボタン一つで選せん択たくする……、だけだった。いったいこの異世界では何を揉めているというのか。

「おーい！　今度はどうしたんだい？　また回復薬が売り切れた？　それとも、武器の値段が法外かい？」

　フォルテは爽やかに、にこやかに、揉めている中心へと割って入っていった。そのダッシュ力は、さすが主人公といったスピードであり、シイナとクリスは、彼に遅おくれて小走りで続いた。

「ちょ～！　フォルテっち！　店に矢が入にゆう荷かされてないの！　あたしにどうやって戦えって言うわけ？」

「オレはグローブの錬れん成せいを頼たのんだら、下位互ご換かんに錬成されたんだぜ？　なのに、金払はらえとか、おかしいだろ！」

　天幕の前で、ピンク色の髪かみの少女と、オレンジの髪の青年が、一いつ生しよう懸けん命めいに不満を訴うつたえていた。

　この二人は義勇軍の戦闘員である、弓きゆう射しや士しのレオナと、格闘家のアストールだ。両者共に日本にいたら非常に目立つであろう髪色をしているのが特とく徴ちよう的だ。

　きゃあーっ！　二人とも尊い！

　シイナは、フォルテに会った時もそうだったが、不思議な幻げん覚かくを見ているような高こう揚よう感かんに包まれていた。ゲームで散々世話になったキャラクターが、見たことのない表情をしている。というか、クレームをつけている。可愛かわいがっていた我が子の、新たな一面を見つけた気分で、是ぜ非ひとも写真に収めたくなってしまう。

「二人の言いたいことは分かった！　今回は仕入れと錬成についてだから、モンドとマートンだね？　理由を聞いていいかい？」

　と、フォルテは慣れた様子で、商人隊に話を振ふった。しかし、名前を呼ばれたモンドとマートンは、如何いかにも徹てつ底てい抗こう戦せんの姿勢という様子で、フォルテまで睨にらみつけていた。

「おめぇらは、このご時世の武器調達の苦労を知らねぇんだ！　矢の一本だって、貴重なんだぞ！　レオナ、おめぇ、もっと燃費のいい武器にしろ」

「僕は仕事したさ！　アストールが適当に頼む、って言ったから、オーダー通りさ！　文句を言われる筋合いはないさ」

　中年の商人モンドは、大声で吠ほえ、若い鍛か冶じ師しマートンは、大人気なく拗すねている。そんな彼らの反応を見て、レオナとアストールは「ふざけんな！」と声を揃そろえて叫さけんだ。

　レオナたちの不満はもっともだろう。こんな説明では、客は納得できるわけがない。「この商人隊は、なかなか癖くせがありそうな部署かもしれないな」、とシイナは軽い頭痛を感じた。

　そんなシイナの存在に、揉めている当人たちもようやく気付いたらしい。一同の視線がシイナに、そしてシイナのメニュガメに注がれたのが分かった。

「お姉さん、初めて見るね。シイナっち、っていうんだね。あたしと名前似てるから、親近感だな～。よろしくね！」

　レオナは、先さき程ほどまではムッとした表情だったが、一変して人ひと懐なつっこい笑えみをシイナに向けた。

　彼女は、話し方こそギャルっぽいが、出身は田舎いなかの村という田舎コンプレックスを抱かかえている女の子だ。ちなみに、人一倍お洒落しやれであり、ダサいと判断した仲間に対しては、徹底的に指導をしていくというイベントがあった。

「はい！　シイナです。栗栖おば……、クリス様の紹しよう介かいで来ました。今日から働かせていただきます！　よろしくお願いします！」

　シイナはつい、「いつもお世話になってます！」と言いたくなったが、その言葉は心に留めておいた。一方、アストールは何も言わなかったが、軽く会え釈しやくをしてくれた。もしかして、初対面だからだろうか。ゲームでは、彼は陽気でノリのいい性格であるため、なんだか可愛いところを見てしまった気分だ。

　対して、苦情を寄せられていた商人と鍛冶師は、シイナのジョブ名を指差している。

「アンタ、ジョブが商人隊マネジャーって……」

　シイナは、モンドの眉み間けんに皺しわが寄ったのを見て、罵ば倒とうされるのかとヒヤリとした。如何にも、「こんな小こ娘むすめが生意気に！」と言い出しそうな雰ふん囲い気きだったのだ。しかし──。

「商人隊ってことは、俺たち側の新入りってことか！　ははは！　魔ま女じよ様も、たまには粋いきなことしてくれるな」

「そうだよね。戦せん闘とう員ばっかり増えて、裏方は定数だからさ。手伝ってくれるなら、嬉しいさ」

　意外にも、モンドもマートンも好反応を示してくれたため、シイナはホッとした。二人とも、先程までの険悪な表情が嘘うそのように、笑みを浮うかべている。

　思い出すと、ゲーム内では、義勇軍がほんの数名の時から、大軍勢に膨ふくらんだ時も、商人の数は一定だった。まさか人手不足など、ゲームをしている時は考えもしなかったのだが、単純に、この商人たちが雑な仕事をしているというわけではないのかもしれない。

　これは業務の見直し甲が斐いがありそうだと、シイナは仕事に対して久々に燃えた。商人たちも、せっかく歓かん迎げいしてくれているのだから、期待に応こたえたい。

「モンドさん、マートンさん。お力になれるように頑がん張ばりますね！」

「おうよ！　まぁ、お互たがい頑張ろうや」

「せいぜい、僕に楽させてよね」

　モンドとマートンは、話してみるといい人そうな印象だ。職場の仲間としては、うまくやっていけそうで、まずまず安心だ。

　そんなシイナの心中を読み取ってか、クリスは満足そうに微笑ほほえんでいた。

「では、今回の揉め事は、一いつ旦たんシイナに預けるとしようかのぅ。フォルテたちもそれで良いか？」

「僕は構わないけれど、レオナとアストールはどうだい？」

「クリス様が言うなら、了りよう解かいっしょ！」

「オレも、いいぜ。その代わり、次はきっちり頼むぜ」

　レオナとアストールも頷うなずき、クレーム騒さわぎはひとまず収まった。しかし、当のシイナには、さっそく取り組むべき課題が課せられたわけである。これは、早急に解決したい。

[image: ]

「シイナよ、わたしは一度国王の元へ帰るが、また顔を出す。それまで皆みんなと仲良くの」

「えっ！　おばあ……クリス様、もう行っちゃうの？　私、お礼も何もできてないのに……」

「礼なら、仕事の結果ということにしようかね。なぁに、楽しくやってくれたらいいよ」

　こうしてシイナは、難のありそうな商人隊のマネジャーとして、勤めることとなった。もちろん、やるからには堅けん実じつに、誠実に、全力だ。そして同時に、シイナはもう一つの目標を掲かかげた。

　愛いとしのヴァルドロイが加入するまでに、みんなのニーズに応えることができる商人隊にしてみせよう！　そして、ヴァルドロイに褒ほめてもらえるような、有能な商人隊マネジャーになろう！
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　異世界に転職したその日から、シイナは天幕の一つを借りて暮らすことになった。あるのは簡素なベッドとテーブルと椅い子すだけだが、初任給が出たら家具を増やしたい……、などと考えていると、なんだか新社会人になった頃ころを思い出して楽しくなる。

　そして、翌日。初出勤日に、シイナが商人隊の天幕を目指して移動していると、フォルテと魔術師ガーナが立ち話をしているのを見かけた。

　彼らの話によると、義勇軍は、エルバニア王国とシュヴァリエ王国の国境にある、キャワベ砦とりでにしばらく留とどまるらしい。ガーナの軍略では、次に進軍するチェバ城が、シュヴァリエ王国を攻せめる足あし掛がかりとして非常に重要であるため、入念な戦いくさ準備が必要とのことだった。

　そして、そのチェバ城で待ち受けるのが、シュヴァリエ王国の暗殺師団──、ヴァルドロイが率いる暗殺部隊だ。

　ゲームのストーリーでは、ヴァルドロイは暗殺師団を抜ぬけて、義勇軍の仲間となる。そのため、ヴァルドロイ推おしのシイナは、彼らの会話を聞き逃のがすことができなかった。

「チェバ城は難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいなんだ。しかも、港や川も近いから、物資や兵を運びやすい。ここを落とすことができれば、今後の戦略がかなり練りやすくなるはずだよ」

　そう話すガーナは、フォルテと同郷の出身で一番の親友。義勇軍の初期メンバーの少年であり、いわゆるショタ枠わくだ。しかし、他者の追つい随ずいを許さない魔法の才能だけでなく、用兵術にも長たけていることから、義勇軍の軍師としての信しん頼らいも厚い。もちろん、今回も彼の意見に従って、進軍準備が進められている。

「チェバ城を攻こう略りやくしたら、きっと戦の流れもボクらに傾かたむくし、敵の士気も一気に下がるよ。フォルテは義勇軍の旗印として、先せん陣じんを切ってもらいたいから、しっかりレベルアップしておいてよね！」

「あぁ。そのつもりさ。たしか、陣を構えているのは暗殺師団だったね？　手て強ごわい相手だから、気を引き締しめないと……」

「い、今、暗殺師団って？」

「やあ、シイナ。君も知っていたんだね」

「暗殺師団はシュヴァリエ王国の二大勢力なんだし、知ってて当然じゃないの？　知らない方が変だよ」

　ガーナは仲の良いフォルテとの会話を邪じや魔まされたことにムッとしたのか、少し棘とげのある言い方だった。

　しかしシイナは、《ユグドラシル・サーガ》名物である、フォルテにだけ「デレ」、それ以外には「ツンツン」なガーナを見ることができたので、それはそれで悪くない気分だった。

「でも暗殺師団って、今は本当に強いかどうか、ボクは怪あやしいと思うよ」

「え！　どうゆうこと？」

　ヴァルド様が弱いわけがないでしょ！　と声をあげそうになったシイナだが、ぐっと堪こらえて、ガーナに理由を尋たずねた。フォルテも不思議そうな顔をしている。

「数か月前に、暗殺師団が反乱を起こしたんだよ。シュヴァリエ王のやり方についていけなかったのかな。フォルテ、覚えてない？」

「そういえばあったね。でも、たしか速すみやかに鎮ちん圧あつされていたような……」

　そこで、シイナも設定資料集に載のっていた、ヴァルドロイの説明文を思い出した。

　ヴァルドロイは二代目の暗殺師団長であり、処しよ刑けいされた初代の意志を継ついでいる、と。

「初代暗殺師団長──、【闇やみの刃やいば】って呼ばれてた人がいなくなってから、暗殺師団員も総入れ替かえになったんだよ。ほとんど王様の息のかかった兵士だろうけど。古参って、新しい師団長くらいしかいないんじゃないかなぁ。で、そんな信頼も絆きずなもないような一団が、強いのかなっていう疑問。多分、城のスペックに頼たよっているところが大きいんじゃないかな」

　ガーナの解説に、シイナはぐうの音も出ない。ゲームをしていた時は、暗殺師団の詳しよう細さいな背景と、チェバ城戦を結び付けて考えたことなどなかったのだ。やはり、この子はただ者ではない。

「じゃあ、城の構造もしっかり調べ上げておいた方がいいね」

「そうしよう。ボク、他ほかにも策があるから、軍議の招集をかけてよ。フォルテ」

　フォルテとガーナは力強く頷き合い、打だ倒とう暗殺師団の策についての話し合いを続けるようだった。そしてシイナは、もっと二人の話を聞いていたかったが、長居しても邪魔だろうと判断し、

「二代目の暗殺師団長なら、話せば仲間になってくれたりしないかなぁ～」

　という希望をたっぷり込めた言葉を残して、その場を後にした。

　内心では、信頼できる仲間を失ったヴァルドロイのことを想おもい、早く、そして無事に義勇軍に入ってほしいと、胸が締め付けられる気持ちだった。しかし、シイナはその一方で、ただヴァルドロイを待つだけではダメだと自分に言い聞かせていた。憧あこがれのヴァルド様に相応ふさわしい、敏びん腕わんキャリアウーマンになってやろうじゃないかという意気込みのもと、商人隊マネジャーとして、仲間たちの役に立ちたかった。

「私にできることって、何だろう。レベルもスキルもないし……」

　見慣れた戦せん闘とうキャラクターたちは、装備品を見直したり、レベルアップのための経験値稼かせぎに出で掛かけたりしている。

　ちなみに、ゲーム《ユグドラシル・サーガ》でのレベル上限は99と統一されており、どうやらこの異世界でも、それは同様らしかった。それは、経験値稼ぎに行こうとするアストールが、「目指せ！　レベル99マックス！」と気合いの入った雄お叫たけびをあげていたために分かったことである。

　しかし、大切なことはレベルだけではない。どのジョブにもある汎はん用よう術技やスキルの他に、ジョブに就ついて修しゆ行ぎようをしなければ習得できない術技・スキルが存在するのだ。

　術技というのは、いわゆる、【なんとか斬ぎり】とか【なんとかファイア】というような、戦いで使う技わざや魔法のことだ。

　一方スキルというのは、攻こう撃げき力がアップしたり、コンボ数が増えたりする、戦いに役立つ特とく殊しゆ能力である。

　そしてシイナは、戦うことができないジョブ──、商人隊マネジャーであるため、レベルと術技は初めから存在していなかったのだが、なんとその時、メニュガメを操作していると、スキルのページが見つかったのである。

「ある！　スキルがある！」

　それは、ゲームをプレイしている時には、お目に掛かかったことがないものだった。

　スキル、【エグセル】。

　エグセルといえば、表計算やデータ集計に長けたソフトウェアとして有名だ。もちろん、シイナも嫌いやというほど職場で使ってきたものだ。これは、使い慣れたスキルがあって喜ぶべきか、それとも情報処理事務の呪じゆ縛ばくが続くことを嘆なげくべきか……。

　シイナは、苦笑いせずにはいられなかったが、唯ゆい一いつのスキルを使わないわけにもいかないだろう。元の職場では、エグセルのスキルは重宝されたが、商人隊では、どのように活いかしていくべきか。

「まずは課題整理よね！　現状把は握あく開始よ！」

　シイナは新しい職場に胸を躍おどらせながら、メニュガメをちょいっと閉じた。
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　シイナは、オリエンテーションとして一日ずつ、商人隊のメンバーの仕事を手伝って回っていた。しかし、誰だれも、パソコンで情報処理しているような様子はない。

　初日は、商人モンドに同行して、町に武器や道具の仕入れに行ったのだが、その方法はまさに感覚と感情によるものだった。ちなみに彼のスキルは【鑑かん定てい眼がん】。文字通り、品物の良し悪あしを見定める能力だ。

「俺は、勇者たちがいらねぇと言ったレアアイテムを買い取って、それを町の武器商人や薬師に売る。珍めずらしい品は、そりゃあ、喜ばれる。その利益から、新しい武器や道具を仕入れる。それを勇者たちに売る。格安でな。この戦争ばっかりのご時世、道中を護衛してもらえるわけだから、それだけでありがてぇもんだ。国のために戦うあいつらを、俺らが支えてやらねぇとな」

　と、豪ごう快かいに笑いながら語るモンドの仕事のモチベーションは、相手が喜ぶこと、のようだった。昨日彼は、レオナやアストールと言い争いをしていたが、根は優やさしい、仲間想いの人なのだ。

「でも、モンドさん。昨日は、矢がない、ってレオナが言っていたけど、どうして？」

　シイナは、モンドに素そ朴ぼくな疑問をぶつけた。

　義勇軍のためにと思うのなら、必ひつ須すというべきアイテムに不足が出てくるのは不思議だ。しかも、矢といえば弓きゆう射しや士しの絶対必ひつ需じゆ品だ。

「そりゃあ、お前。町の武器商人が、足あし下もとを見てきやがったんだよ！　いくらだったかは忘れたが、考えられねぇ値段だったな。だから腹が立って、その日は矢を買うのをやめたんだ。まだ俺の店にも、矢が残ってたような気もしたからよ」

「で、実際は矢の在庫がなかったわけね」

「まぁ、そういうこった」

　モンドの決まりの悪そうな顔を見て、シイナは苦く笑しようした。一応、レオナに対して申し訳ない気持ちはあるようだった。

「おら、無む駄だ口ぐち叩たたかねぇで、荷物持て！　シイナ！」

「はいはい！　持ちます！」

　モンドに回復薬をどっさりと渡わたされ、シイナは、よろけつつも踏ふん張った。しかし、

「これ、買いすぎじゃない？」

　と、思わず口に出さずにはいられなかった。モンドの反省はどこへやら、だ。
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　その翌日は、義勇軍の武器や防具のカスタマイズを担当している、鍛か冶じ師しマートンの鍛冶場の手伝いにやって来ていた。

　ゲーム内では、プレイヤーが特定の組み合わせのアイテムや素材を提供することで、別のアイテムを創つくり出してくれる職人だ。シイナもゲームをしていた時には、ヴァルドロイのために、強い錬れん成せい剣けんや防具をせっせと注文していたものだ。

　そしてその行こう為いは、ボタン一つでできてしまうのだが、この異世界ではそうはいかない。最短でも半日はかかる。

　しかし、仲間たちの話によると、実は半日で仕上げる職人というのは、なかなかいないらしく、作業スピードに関しては評価が高かった。マートンは若いが──、といってもシイナと同い年なのだが、才能のある職人であり、迷いのない仕事をするため、納品が早いそうだ。

　そしてシイナは、その辺りをとっかかりにしてマートンに話しかけてみた。

「マートンって、仕事がすごく早いって聞いた！　私と同い年なのに、すごいな～って」

　しかし、マートンは気だるそうに一いち瞥べつをくれただけで、ため息をつきながら素材置き場を漁あさっていた。そこには、貴重な水すい晶しようや鉱石が乱雑に置かれており、マートンは、なんだかとても面めん倒どうくさそうに仕事をしている印象だ。

「僕をおだてたら、真面目まじめに仕事すると思った？　いや、別にいつも不真面目ではないんだけどさ」

「おだてたつもりはないけど……。素す直なおに手に職があるっていうのが羨うらやましくて」

「ふうん。ま、一応それなりの修行はしてきたからね。ただ、今、面おも白しろいとは思ってないけど」

　シイナは、マートンの言葉が、日本の社会人の多くに当てはまりそうだなぁ、とぼんやりと思った。大学や専門学校で学び、社会に出たところで、仕事に楽しさや面白さを見み出いだせる人が、いったいどれほどいるだろうか。

「錬成って、だいたい未知の組み合わせでやるんだよ。日々研究。だから、失敗したってしょうがないと思うんだ。一昨日おとといなんかは、アストールがなんとなく強そうな素材を寄よ越こしてきて、適当に頼む、ってオーダーだったからさ」

「その結果が、下位互ご換かんのグローブだったのね」

　そのまま依い頼らいを受じゆ諾だくしてしまうマートンもマートンだが、適当過ぎる注文をしていくアストールもたいがいな気がしてしまう。

「まぁ、そんなかんじさ。とりあえず言われた通りに仕事して、適当にお金貰もらって、僕は寝ねたいだけさ」

　マートンは、鉄の匂においが鼻をつく工こう房ぼうで、フォルテの白銀の盾たてを眺ながめ回しながら言った。それは、フォルテから錬成を頼たのまれた品だ。

「う～ん、オリハルコンがあれば、防ぼう御ぎよ力を２ランクアップさせられるんだけど。フォルテからはオリハルコン預かってないし、まぁ……、いいか。耐たい久きゆう性だけ上げとこう」

「フォルテに教えてあげたらいいんじゃない？　オリハルコン持ってきたらいいよ、って」

「シイナ。僕は仕事を増やさない派なんだ。最初に金額はこれくらい、って示してるし。追加金を計算するのも面倒だ」

　シイナ自身、「仕事は増やすな」、という言葉は、用度課にいた時も上司によく言われていた。その点は、たしかに間ま違ちがっていないと思う。しかし、何だかもったいない。マートンの【錬成知識＋】という、知識倍増スキルが活かしきれていない。個人の能力を活かすには、活かす場がなければならない。

「シイナ。そこの箱から、魔ま獣じゆうの牙きばと白はつ光こう石せきと……あと、黒曜石取って」

　何か案を考える暇ひまもなく、マートンからシイナに指示が飛んだ。

「えぇっと。はい！　これとこれとこれね！」

　シイナは、素早く素材をかき集め、マートンの目の前に持ってきた。マートンはそのスピードに驚おどろき顔である。

「ありがと。難しいのに、見分け完かん璧ぺきだ。僕の助手になってくれたら、楽なんだけどな」

　シイナは、「素材コンプ、やり込んだからね！」と、心の中で思いながら、得意げに笑ってみせた。
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　そして、その次の日は、三人目の商人隊メンバー、キャンディという少女の工房を訪おとずれていた。

　彼女は、ダメージ軽減や属性付ふ与よなど、特とく殊しゆな効果を持つ装そう飾しよく品を作るアクセサリー職人だ。しかし、工房にいたキャンディは、今にも倒たおれそうなほど、ボロボロになっていたのである。

「えええ？　ど、どうしてそんなにボロボロなの？」

「誰……？」

　小こ柄がらなキャンディは、だぶだぶとしたローブを引きずっており、ふらついた拍ひよう子しにその裾すそを踏んづけて、本当に倒れてしまった。そして、自力で起き上がる気配がまったくない。

「うそ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　シイナは大おお慌あわてでキャンディに駆かけ寄り、彼女を抱だき起こしたのだが、その顔色がめっぽう悪い。目もほとんど閉じかけており、今にも意識が飛びそうな様子で、具合が悪いことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「君……、誰だれ？　久々に戻もどったら、知らない人、増えてる……」

　キャンディは消え入りそうな声で言った。

「私はシイナ。数日前に就職したんだけど……、今はそれどころじゃないって！　治ち癒ゆ術使える人、呼んでくるから！　ちょっと待ってて！」

　シイナは、キャンディをそっと床ゆかに寝かせると、工房を飛び出した。

「アイリス、いる？　キャンディが倒れたの！　お願い、みてあげて！」

「まぁ、キャンディさんが、また？　すぐに行きます」

　アイリスは、お淑しとやかで可愛かわいい治癒術師だ。義勇軍の中で、治癒術において彼女の右に出るものはおらず、よほどの縛しばりプレイをしない限りは、ゲームプレイヤーたちはアイリスをスタメン起用する。そして、ファンの間では【天使】と呼ばれている、《ユグドラシル・サーガ》のメインヒロインだ。

　シイナがそんなアイリスを連れて工房に駆け戻ると、アイリスは、すぐにキャンディに治癒術を施ほどこし始めた。一方シイナは、落ち着かず、飲み水やタオルを持ってウロウロしていた。

「キャンディは、大丈夫？　もしかして、酷ひどいダメージなの？」

　シイナは不安になって、アイリスの顔を覗のぞき込んだ。

　キャンディのメニュガメは、シイナと同じくＨＰの表示がない。もしかして大きな傷か、それとも状態異常か、見た目だけでは分からない状態だった。

「いえ。傷は浅かったので、術で十分治ります。後は、休息が必要ですね。キャンディさんは、低栄養と疲ひ労ろうで倒れてしまったようです」

「はぁ～、ちょっと安心した。じゃあ、ゆっくり休ませてあげなきゃね」

「お食事も、お腹なかに優やさしいものを、少しずつ食べていただきましょう」

　あぁ、白衣の天使だ。笑え顔がおに癒いやされる。

「でも、キャンディは、どうしてこんなボロボロに？　そういえばアイリス、また、って言ってたけど。前にもあったの？」

　しばらく経たって、シイナはアイリスに尋たずねた。するとアイリスは頷うなずきながら、

「えぇ。キャンディさん、とても仕事熱心な方なんです。でも、それが過か剰じよう過ぎて、アクセサリー作りに必要な素材を、自分だけで探しに行かれるので……」

　と、困り顔になった。

「じ、自分だけで？　そんなの危なすぎる！」

　戦せん闘とうスキルもないのに、素材を探しに行くなど無む謀ぼうすぎる。しかも、こんな華きや奢しやな少女が自分で行くなんて。

　これは何とかしなければならない。何か情報はないだろうかと、シイナはキャンディのメニュガメに触ふれた。すると、彼女のスキル【プロ意識】のテキストが表示された。

【こだわりの逸いつ品ぴんを作る職人専用スキル。作られたアイテムは、通常の一・五倍の性能となる】──、なるほど、このスキル、マートンにも分けてやりたい。
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　ヴァルドロイが加入するまでに、商人隊の業務改革をすること──、それがシイナの目標である。どんな仕事であっても、期限や納期は守らなければならない。たとえ、自分で決めた期限であっても、計画性を持って取り組むべきだ。その方がメリハリも出る。

「よしっ！　やるぞ！」

　シイナは、自らの頬ほおを両手でぱちんと叩たたき、気合いを入れた。自分なんかに何ができるんだろうと不安だったが、オリエンテーションを通して、色々考えたことがあった。これは、今後の義勇軍と商人隊のために、そしてまだ見ぬヴァルドロイのために、どうしても形にしたい。

「商人隊の皆みなさん。今日は、集まってくれてありがとうございます。今から業務の見直し会議を行います！　目標は六十分以内です」

　シイナが改まった口調で言うと、モンド、マートン、キャンディは戸と惑まどった様子を見せた。天幕内で机を囲んで向かい合っているのだが、彼らは三人とも不思議そうな表情を浮かべている。

「おいおい。えらく他た人にん行ぎよう儀ぎじゃねえか。どうした、シイナ」

「い、一応司会進行役なので！　でも、提案や意見は気軽に言ってくださいね！　あ、飲み物も自由に飲んでいいので」

　シイナは、不慣れな会議の進行役に緊きん張ちようしながらも、できるだけにこやかな表情でいるよう努めた。なあなあな話し合いではダメだが、固過ぎる会議も議論は弾はずまない。その中間を目指したかったのだ。

「ねぇ、シイナ。ボク、アクセサリー作りに戻りたい……」

「よせよ、キャン子。一昨日おとといから、みんなで予定合わせたじゃねぇか。勝手言うな」

「まぁ、今より仕事が楽になるなら、会議しといた方がいいんじゃないの」

　そして三人は、「それで？」という顔をシイナに向けた。その視線にシイナは思わず身が縮こまりそうになる。

「じ、実は、それぞれの仕事について提案があって。まずはモンドさんの仕入れです」

「俺のやり方に文句あるってのか？」

　モンドは瞬しゆん間かん的に喧けん嘩か腰ごしになったが、すぐに冷静になったようだった。思い当たる節は、レオナの矢事件だけではないはずだ。シイナが来てからも、回復薬を仕入れ過ぎて、倉庫を圧あつ迫ぱくしている。ちなみに、義勇軍内で装備者がアストール一人しかいないのに、竜りゆう鱗りんのグローブの在庫が五個も倉庫で眠ねむっていることも確かく認にん済みだ。

「需じゆ要ようと供給を記録するのはどうかな、と。せっかく仕入れた物が売れ残るのはもったいないし、必要とされる物がお店にないと困りますよね」

「そりゃあ、まぁなぁ。具体的にはどうするってんだ？」

「案は三つです。初めにやりたいのは、義勇軍のジョブと装備品の確認です。理由は、もちろん必要なアイテムを揃そろえるため。例えば、物理職ばかりの脳筋パーティーなら、ＨＰ回復薬が多く必要になりますよね？　じゃあ、治癒術師が加わったらどうなると思いますか？」

　丁てい寧ねいに、丁寧にシイナは話を進めた。少しでも分かりやすく伝えなければ、と。

　そしてモンドもそれを理解してくれたのだろう。少しの間、目を閉じて思案した上で、彼は口を開いた。

「治癒術使いがいたら、ＨＰ回復はそいつに頼たのめるわけだよな。だったらＨＰ回復薬は、そこまでいらなくなるってことだ」

「そうです、モンドさん！　でもそれだけじゃなくて、今度は治癒術師のＭＰ回復薬が必要になるんです。何がより必要とされるのかを予測するために、義勇軍のパーティーバランスの把は握あくは重要というわけです」

　モンドだけでなく、他ほかの二人からも「なるほど～」、と感かん嘆たんの言葉が出た。掴つかみは上々だ。

「その次は、顧こ客きやくの所得調査です。顧客の収入に見合った価格帯の品を並べないと、買ってもらえない。まぁ、これは、マートンさんとキャンディさんにも共通することです。適正価格の設定の大切さは、商売をしている皆さんなら、分かってもらえると思います」

　シイナは、三人が頷いたことを確認して続けた。

「三つ目は、市場調査──、仕入れ先での販はん売ばい価格の統計を取ります。私たちは旅をしているので、特定の町で仕入れをすることができません。ある町では矢が高額かもしれないし、グローブが格安かもしれない。そういった価格を控ひかえていって、相場価格を割り出します。この相場価格は、仕入れの時の判断基準にできるし、値下げ交こう渉しようにも使えるかもしれない」

　シイナの経験上、物品の需要を把握し、予算内で業者と交渉する点は、病院の用度課と共通している。その交渉こそが、モンドの腕うでの見せどころのはずである。

「なるほど。面おも白しれぇじゃねえか」

　モンドの反応もよく、シイナは少し安心した。次は、やる気が欠けるマートンである。彼は、完全に受け身姿勢で、のんびりとコーラを飲んでいた。

「どうぞ、シイナ。僕はどうしたらいいのかな？」

「鍛か冶じ屋やは現在、客側が、これらのアイテムを使って錬れん成せいしてほしいとオーダーを出しています。しかし、お客は錬成の知識はほとんどなく、オーダーの内容が曖あい昧まいになりやすいです」

「みんな適当だからさ、変な組み合わせのアイテムを持って来たりもするよ。僕はオーダー通り錬成するから、変な物ができるけど」

　如何いかにも客のせいだと言いたそうなマートンに、キャンディは冷ややかな視線を送りながら、

「マートン、プロ意識が低い……」

　と、呆あきれ気味に呟つぶやいた。

　すると、さすがに年下の少女からの批判は不ふ愉ゆ快かいだったようで、マートンは、ムッとした視線をキャンディに送り返してみせた。

「僕だって、職人だし。伝説の武器みたいなやつを作ってみたいさ。でも、それは別に求められてないし」

　シイナが思うに、マートンには隠かくれた自尊心がある。知識も技術もあるのに、活いかす場がないからと、熱意を削そがれているように見えるのだ。そしてその気持ちを、シイナは理解できる。他者から求められないと、モチベーションはどんどん下がっていくものだ。

　しかし《ユグドラシル・サーガ》ガチ勢のシイナは、マートンが凄すごい鍛冶師だということを、よく知っていた。

「マートンさんは、伝説の武器を作れる鍛冶師です！」

「え……。シイナ、そんな言い切られても。僕、実績ないけど」

「やり方を変えませんか？　依い頼らい者との事前面談を設けて、どんなアイテムにしてほしいのかをよくよく聞くんです。それを受けて、マートンさんが構想を練ります。錬成に必要な素材も、依頼者に伝えます。材料が揃ってから、作業に入ります」

「それじゃあ、時間がかかり過ぎるよ。僕の手間が増えて、割に合わないしさ」

　シイナは、「マートンなら、そう言うと思った！」と、心の中でニヤリとした。彼の抗こう議ぎは想定済みだったのだ。

「時間に関しては、予約制にして、面談と作業の時間を確保するんです。で、面談ですが、面談料を錬成費用に上乗せするのはどうでしょう？　マートンさんの仕事には、それだけの価値があります！」

「面談料？　そんなの、誰だれも僕に払はらうわけないさ！」

　マートンは驚おどろいて首をぶんぶんと横に振ふった。しかし、ここでモンドとキャンディの援えん護ご射しや撃げきが加わった。

「マートンよぅ。おめぇがもっと良いい仕事できるってこたぁ、俺も思ってたぜ。義勇軍の奴やつらも、結果を見たら納なつ得とくするだろうよ」

「ボクは、丁寧な仕事が好き……。マートン、一回じっくり頑がん張ばってみたらいいと思う。みんな、きっと喜ぶ……」

「えぇー……。そんな簡単に、上手うまくいく？　まぁ、楽じゃないけど、クレーム対応の時間は減るんだろうね」

　二人の援護もあり、マートンは捻ひねくれた言葉を吐はきつつも、真しん剣けんに考える表情になった。

「次は、キャンディさん。あなたは逆に、作業を簡易化した方がいいと思います」

　シイナの言葉に、キャンディは不満そうな顔をした。しかし、モンドとマートンは納得の顔だ。

「ボクは……、完かん璧ぺきな品しか作りたくない」

「作るところはそのままで。素材集めを、義勇軍に依頼するんです。クエストです！　報ほう酬しゆうとして、完成したアクセサリー料金を割り引くとか、賃金報酬もアリではないかと」

　クエストならば、この異世界にも馴な染じむ手段のはずだ。きっと義勇軍の面々ならば、経験値稼かせぎとセットで、快くクエストを受けてくれるだろう。

「そっか……。それなら、アイリスに迷めい惑わくかけなくていいかも。ボク、もっとお店でアクセサリーをたくさん作れるね」

　キャンディは小さく微笑ほほえんだ。

　ボクっ娘こ可愛かわいいな！　と、シイナは思わずキャンディを抱だきしめたくなったが、我が慢まんした。しかし、会議が終わったら、せめて頭を撫なでさせてほしい。

　そして会議は、シイナの案にまとまっていった。その手て応ごたえに、シイナは胸が高鳴って仕方がない。

　考えを聞いてもらえることが嬉うれしい。意見を交こう換かんして、案を構築していくことが楽しい。

　こんな感覚は、日本で機械のように淡たん々たんと働いていた時には、感じたことがなかった。

「最後に、モンドさんの仕入れ・売上げ統計リスト、マートンさんの予約表、キャンディさんのクエスト広報ですが、私がやらせていただいてもよろしいでしょうか？」

　シイナが言うと、三人は異論なしと頷うなずいた。

「もちろん頼みてぇよ。だが、どうするつもりなんだ？　帳ちよう簿ぼかぁ？」

　と、モンドは首を傾かしげながら言った。

　ここで、ついにシイナのスキルが登場だ。

「【エグセル】です！」

　三人とも、初めて聞く単語にきょとんとしている。

　シイナ自身、ここ数日で発見し、研究した機能だ。メニュガメを調べるうちに、【エグセル】を立ち上げ、操作する方法が分かったのだ。しかも、他者のメニュガメにデータを送信することも可能という優すぐれものだった。

　シイナは三人に、そのスキルを簡単に説明し、試作品が完成次し第だい、データを送ると伝えた。

「数式とかデータとか、小難しいことはよく分からねぇ。とにかく、シイナに任せてみるか！」

「うん。僕もそれでいいさ。やってみないと、分からないし」

「ありがと……。商人隊マネジャーさん」

　シイナは、彼らの笑えみにホッとした。

　受け入れてもらえた、懸けん命めいに考えて良かった！　と、全身の力が抜ぬけるような想おもいだった。まだまだ課題は山積みだが、任せてもらえたことが嬉しくてたまらない。

「私の方こそ、ありがとう。私、頑張るから！」
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　会議の後、シイナは義勇軍のリーダーであるフォルテへの報告や、【エグセル】作業、市場調査の同行、職人との打合せなど、目まぐるしく働いた。その生活は、かつて、真面目まじめに誠実であっても、機械のように家と職場を往復していた時とは違ちがっていた。今は、やりがいと充じゆう実じつ感かんが溢あふれている。

「やぁ、シイナ！　商人隊の業務改革は順調みたいだね！」

　新しいシステムが稼か働どうし始めて数日後、シイナはフォルテに呼び止められた。レオナ、アストール、アイリスも一いつ緒しよだ。

「えへへ、ありがと。まだ細かい見直しはいるけどね」

「でもでも～、シイナっちが来てから、モンドの店で揉もめなくなったよ？　ちゃんと矢が売ってるし」

「マートンも変わったぜ。ちゃんと話したら、武器のこと、めっちゃ考えてくれるんだ。こないだなんて、攻こう撃げき力と回かい避ひ力の両方がアップする武器を作ってくれたんだぜ！　アイツって、すげぇのな」

「キャンディさんも、無む茶ちやをされなくなりましたよ。お店にいらっしゃるので、わたしたちも買い物しやすくなりましたし」

　これは、期待通りの結果が出ている、とシイナの顔は思わずにやけてしまった。そして、商人隊メンバーの頑張りが嬉しかった。

　みんなにフィードバックしなければ、と思った時、フォルテの一言がシイナの胸に響ひびいた。

「君にしかできない仕事だ。ありがとう。シイナ！　今後も頼たのむね」

「……！」

　それは、今までシイナが欲しくてたまらなかった言葉だった。

　強い風が吹ふき抜けたような、目の覚める感覚が体中を走り、あの日上司に言われた「代わりは他ほかにもいる」という呪のろいの言葉が、スゥッと消えていく。なんだか、涙なみだが出そうになった。

「シイナ、大だい丈じよう夫ぶかい？　具合でも悪い？」

　フォルテは、なかなか言葉が返せないシイナを心配し、顔を覗のぞき込んできた。初めて会った時と似ている状じよう況きようだ。

「うぅん、大丈夫！　ステータス異常なし！」

「そっか。よかった。でも、働きすぎはよくないからね。覚えておいて」

「うん、分かった」

　シイナが笑ってみせると、フォルテは安心したようだった。

「じゃあ、僕らはチェバ城へ進軍するよ。シイナたちは、戦いが終わるまで、ここにいてね」

「えっ！　もうチェバ城？」

　チェバ城──、それは二十章の舞ぶ台たいとなる城。ヴァルドロイ率いる暗殺師団が待ち構えている場所だ。シイナが仕事に没ぼつ頭とうしている間に、いつの間にかストーリーが進行していたようである。

「先せん遣けん隊は、ガーナとモネとランスロット。城の東から侵しん入にゆうして、内側から開門してくれる手はずになっている。僕らはそこから合流。残りの義勇軍とエルバニア聖せい騎き士し団には、城の外に敵を引き付けておいてもらう。現地に着いたら、いつもの陣じん形けいで行こう！」

　フォルテの後に、レオナたちが続き、シイナはその後ろ姿を見送った。

　しかしシイナは、今のフォルテの言葉は聞き逃のがせなかった。

「いつもの陣形……」

　つまり、フォルテ、レオナ、アストール、アイリス、ガーナ、モネ、ランスロットの七人は、固定化された戦せん闘とうメンバー──、スタメンということだ。果たして、その「いつもの陣形」に愛いとしのヴァルドロイが入るスキがあるのだろうか。

「ヴァルド様。大丈夫、だよね？」

　シイナは、先日加入したばかりのランスロットが、早くもスタメン入りしていることに驚いた。だがその一方で、彼のバランスのいい攻撃と防ぼう御ぎよ性能、そして治ち癒ゆ術が使えるという強みを考えると、頷ける結果かもしれない。

　シイナは、まずはヴァルドロイが無事に仲間となってくれることを祈いのり、そして彼の今後の活かつ躍やくを強く願っていた。しかし、戦場に同行できないシイナは、最愛の推おしキャラに会える喜びと不安を抱かかえて、義勇軍の帰き還かんを待つほかなかった。
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　チェバ城。エルバニア王国義勇軍とシュヴァリエ王国暗殺師団の戦いの最さ中なか──。

　褪あせた赤い長ちよう髪はつ、グリーンの瞳ひとみ、眼光を鋭するどく見せる眼鏡めがねを掛かけた男がいた。彼は、糸が切れた人形のようにぐったりとしており、石造りの壁かべに身を預けている。その身体からだは鮮せん血けつで濡ぬれていたが、ほとんどは彼の血ではなく、斬きり捨てた元部下たちの返り血だった。

　いや、部下などではなかったか。

　部下とは名ばかりの、反乱分子である彼への監かん視し役だ。彼は初代暗殺師団長亡なき後、シュヴァリエ王の命令で、新たな師団長になった。しかし、それは従わなければ命はないという脅おどしのもと、単なる捨て駒ごまとしての兵士に過ぎなかった。

「あの人には死ぬなと言われたが、俺に何ができるというんだ……」

　男は天てん井じようを見つめながら、ぼんやりとつぶやく。

　復ふく讐しゆうも、弔とむらいも、ただ生きているというだけでは成すことができない。力なく振ふるう剣けんは、シュヴァリエ王には届かない。

　それを理解してしまった彼は、いつの間にか死に場所を求めていた。

　だがせめて、あの人のために、一いつ矢し報むくいたかった。

　そのため男は、エルバニア王国の義勇軍との戦いの最中、城内外の魔ま法ほう防ぼう御ぎよ壁へきやトラップを解除し、再作動不能になる術式を施ほどこしたのだ。これで、後は義勇軍が自分たちを殲せん滅めつしてくれる──、シュヴァリエ王国を力の支配から解放するための一歩となる。そう確信したのだ。

　しかし、もちろん、監視役たちがそれを許すはずがない。

「やはり裏切ったか。構わん、貴様程度の代わりなど、いくらでもいる！」

　だろうな、と男は心の中で自じ嘲ちようしながらも、剣を抜いた。我われながら身勝手ではあったが、シュヴァリエ王の息のかかった者たちを道連れにすることを、ささやかな復讐にしたかったのだ。

　そして、剣と魔法をひたすらに振るい続け──。男はすっかり静かになったチェバ城の廊ろう下かで、ひとり義勇軍を待っていたのである。

「これは……。敵が、もう……」

　遠くから複数名の近づいてくる音が聞こえ、ようやく義勇軍が到とう着ちやくしたことが分かった。そして、勇者と思おぼしき青年は、襲おそい掛かってくる敵がいないという、予想外の事態に戸と惑まどっているようだった。

「いや、フォルテ君。一人いるぞ。あれは、【魔剣】だ。始末しよう」

　金髪の聖騎士が、男の存在に気が付いて、鋭い槍やりを向けてきた。

　当然の行動だろう。男は、応戦する気はもちろん、逃にげる気もなかった。「自分の代わり」に、義勇軍がシュヴァリエ王国を解放してくれるのならば、それでよかった。

　しかし、勇者は首を横に振って、聖騎士を止めた。

「ランスロット、待ってくれ。彼がシュヴァリエ王を止めたいと思っているのなら、僕たちに協力してもらうのはどうだろう？」

「馬ば鹿かな、何を甘いことを。何故なぜ急に、そんなことを言い出すのだ」

　聖騎士だけではない。男自身も、勇者の発言に耳を疑った。敵軍の将を仲間に引き入れるなど、前ぜん代だい未み聞もんである。

「そうだね。僕も少し前なら考えなかったと思うんだけど……。シイナが言っていたんだ。『二代目の暗殺師団長なら、話せば仲間になってくれたりしないかなぁ～』って。なんだか、僕もそうしたい、そうできると思って。どうだろう、【魔剣】の師団長さん」

　いったい何者だ、そのシイナという奴やつは、と男は眉み間けんに皺しわを寄せながら、立ち上がった。

　しかし、当の勇者にはすっかり戦意がない。つまり、男は死に場所を失ってしまった。ならば、生きざるを得ない。

「ヴァルドロイだ。この命、好きに使ってくれ」
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　義勇軍は無事に暗殺師団を退け、チェバ城制圧に成功した。その報しらせを受け、後方支し援えん部隊であるシイナたちも、数日後にはチェバ城に入城を果たしたのだが、シイナは単純に勝利を喜んでいたわけではない。

　戦いを終えたフォルテから、

「二代目の暗殺師団長──、ヴァルドロイが仲間になってくれたよ。シイナの読み通り、話したら理解してくれたんだ」

　という嬉うれしい報告を受けたのだ。

　フォルテによると、ヴァルドロイはチェバ城の守備を引き受けてくれており、しばらくは仲間たちの元には顔を出さないかも……、ということだった。

　ヴァルド様がいる！　大好きなヴァルド様に、もうすぐ会える！

　最愛のキャラクターに会えると思うと、胸の高鳴りが一向に止やまない。しかし、その一方で不安もあった。その理由は、義勇軍に同行しているエルバニアの聖騎士団員の一人が、商人隊が管理している武器・防具倉庫に、ヴァルドロイの装備品を預けにやって来たためである。

「すいませーん。しばらく使わない装備なので、預かってもらえますかー？」

　聖騎士団員の間延びした言葉に、シイナは寧むしろ震ふるえ上がった。

「こ、これは、二軍落ちフラグ！」

　シイナは、認めたくなかったが、ゲームを何周もプレイしてきたファンとして、彼の置かれている状じよう況きようを想像せざるを得なかった。

　ヴァルドロイは、ゲームでは、シュヴァリエ王国暗殺師団から寝ね返がえって加入する、【魔剣】という異名を持つ魔法剣士だ。寝返り兵という魅み力りよく的な設定もさることながら、褪せた赤色の長髪を背中に垂らし、眼光をより鋭く見せる眼鏡が、最高にクールだ。シイナは、いつだってスタメンとして使ってきた。

　ただ、それはシイナの場合であって、世間一いつ般ぱんでは、ヴァルドロイの使用率はとても低かったのだ。

　その理由は、二つある。一つ目は、加入時期が遅おそいこと。二十章の時点では、既すでにお気に入りのスタメンキャラがいることが多いのだ。

　二つ目は、彼の初期職業である魔法剣士が、敬遠されがちということだ。魔法剣士は、剣術・魔法・治癒術の三種類をも使うことができる反面、どれも中ちゆう途と半はん端ぱな威い力りよくに留とどまるのだ。ステータスも尖とがった部分がなく、器用貧びん乏ぼうになりやすい。

　そんな悲しみを背負ったヴァルドロイは、ファンの間では【ゲーティアアーマーさん】と呼ばれている。理由は、彼がレア防具であるゲーティアアーマーを装備して加入するからである。

　しかし、加入するや否いなや、彼は身ぐるみを剥はがされ、防具はスタメンに渡わたるパターンが非常に多いのだ。ネットの交流サイトなんかでは、「【ゲーティアアーマーさん】からのプレゼントに感謝！」などというコメントは、日常茶さ飯はん事じであり、【魔剣】の異名が号ごう泣きゆうしてしまう……と、シイナはいつも嘆なげいていた。

　その事態が、今、起こっている。

　この異世界では何としても、彼に活躍してほしいというシイナの願いも虚むなしく、ヴァルドロイのゲーティアアーマーは、目の前に来てしまっている。

「やっぱり脱ぬがされてるし！　他ほかの装備も全部あるし！」

「さっきから独り言ばっかり、どうした。そのレア装備が気になんのか？」

　商人隊で使うことになった大部屋の真ん中で騒さわいでいたシイナに、モンドが話しかけてきた。マートンとキャンディもそれぞれの作業場から顔を出している。

「あ、ごめん。うるさくて」

「ずっとソワソワして何なのさ。仕事に差し支つかえるくらいなら、抜ぬけてもいいからさ」

「で、でも、公私混同はよくないから！　就業時間は守るよ、私は」

「もう、お昼休み……。ボクも休きゆう憩けいするから、シイナもお休みして……」

　実際は、昼休みには少しだけ早かったのだが、シイナは有り難がたく、同どう僚りようたちの気き遣づかいに甘えることにした。

　早く、会いたい。

　その一心で、シイナはチェバ城外を駆かけ抜けた。しかし途と中ちゆうで、ヴァルドロイが城のどこを守っているのかを、フォルテから聞くのを忘れていたことに気がつき、とにかく、城の入り口を片っ端ぱしから回るしかないという結論に至った。

「はぁ、はぁ……。し、しんどい。事務員には、ハード、過ぎる……！」

　さすがは城というだけあり、北から東、東から南へと移動するだけで、シイナはフラフラになっていた。広いうえに、足場もごつごつとした石が多く、ぺたんこパンプスでは走りにくいのだ。

　シイナは日ひ頃ごろの運動不足を呪のろいながらも、同時に推おしキャラに会えるというドキドキ感と緊きん張ちよう感かんに胸を躍おどらせ、城の角を曲がった。

　すると勢いよく、ドンッと、背の高い男性にぶつかってしまった。

「わっ！　ごめんなさい！」

　シイナは男性に抱だき留められ、ギリギリのところで転ばずに済んだ。そして、視界いっぱいに広がっていたのは、レア装備ゲーティアアーマーだ。

「ヴァ、ヴァル……」

「シイナ君、そんなに慌あわててどうしたのだ。気をつけたまえ」

　低音のいい声が頭上から降ってきた。シイナが見上げると、声の主は金髪に蒼あおい瞳ひとみの優やさ男おとこ──、聖せい騎き士しランスロットで、ヴァルドロイではなかった。

　少女漫まん画がでは、曲がり角で衝しよう突とつする相手は、意中の男性であるのが鉄板なのに……、とシイナは思わずがっかりしてしまった。ランスロットにはたいへん申し訳ないが、端たん整せいなイケメンは、シイナの好みではないのだ。

「えっと……。ヴァルドロイを捜さがしてて」

「ヴァルドロイか。彼なら先さき程ほど、西門で見かけたよ」

「西ね！　教えてくれてありがとう、ランスロット！」

　シイナはランスロットに礼を言い、その場を去ろうとした。だが同時に、「待てよ？」と、気付いてしまった。

「ランスロット、今装備してるのって……」

「これか？　ゲーティアアーマーといって、とても珍めずらしい品だ。呪じゆ術じゆつダメージを半減する効果があるそうで、先程倉庫で見つけたのだよ」

　それは知っている。親切に説明してくれるランスロットに罪はない。だがシイナは叫さけびたかった。

　それは、ヴァルド様のやつ！
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　シイナが走って西門へ向かうと、一人の男性が、城じよう壁へきにもたれるようにして立っていた。褪あせた赤い髪かみをした、眼鏡めがねの男性。シイナの初はつ恋こい、最愛のキャラクターが、リアルに目の前にいるのだ。間ま違ちがうはずがなかった。

「ヴァ、ヴァ、ヴァルド様っ！」

　シイナは、生ヴァルドロイの破は壊かい力に圧あつ倒とうされた。想像していたよりも、長身に見える。髪は少しグラデーションがかかっていて美しい。グリーンの目は、目付きが悪いが、そこがいい。総合すると、非常にかっこいい。そのためシイナは、喜びと緊きん張ちようで震えが止まらず、カクンと足がへたってしまった。

「いたた……！　あの、えっと、こんにちは……」

　シイナは生まれたての小こ鹿じかのような足取りで立ち上がると、ヴァルドロイに声を掛かけた。

「誰だれかは知らないが、俺に様付けなどするな。ヴァルドとも呼ぶな」

　あぁぁぁっ！　かっこいい！

　ヴァルドロイの声に、シイナはこれまたシビれた。意識が飛んでしまいそうだ。

　しかし、そんなシイナを見て、ヴァルドロイは訝いぶかしげな表情を浮うかべている。初対面なのだから、当然だろう。引かれてしまった、気持ち悪いと思われたのではないかと、シイナは焦あせった。

「ごめんなさい、ヴァルドロイ。わ、私、商人隊マネジャーのシイナといいます」

「シイナ……？」

　ヴァルドロイは、シイナの名前に聞き覚えがあったのか、ほんの少し興味を示したように見えた。そして、彼はシイナを一いち瞥べつすると、再び口を開いた。

「で、俺に何の用だ」

「ヴァルドロイ、私、あなたに会いたかったの！」

　絶対に顔が赤くなっていると確信できるほどに、シイナは熱くなっていた。

　ヴァルドロイに会えて嬉うれしくてたまらない。ヴァルドロイと仲良くなりたかった。

　しかし、ヴァルドロイの反応は、とても冷めたものだった。

「俺なんかに会いたいなど、分かりやすい虚きよ言げんだ。それ程に、敵国の寝返り兵を嘲あざけりたいか」

「虚言だなんて！　私は本当に……」

　初めて《ユグドラシル・サーガ》をプレイしたときから大好きで。

　祖国を裏切ることになっても、自らの信念を貫つらぬくあなたに憧あこがれて。

「あなたに、最後まで戦い抜いてほしい！」

　シイナの、心の底から出た言葉だった。

　だが、ヴァルドロイの瞳の光は、曇くもったガラス玉のように鈍にぶかった。どんな言葉も届かない、人形のように諦あきらめた瞳だった。

「俺は、シュヴァリエ王の、弱者を切り捨てる思想が許せなかった。強い国を創つくるために、民たみが蹂じゆう躙りんされていいものか。だから俺は、義勇軍と共に、祖国と敵対する道を選んだ。……だが、今の俺には何もない」

　ヴァルドロイの沈しずんだ声に、シイナは息を吞のんだ。

　物理的に装備やお金がない、というだけではない。力がない、心を支えるものがないという悲鳴が聞こえたような気がして、シイナは胸が苦しくなった。

「何もできないんだ。そんな俺に、初対面のお前が何を期待している？　前線の戦いなら、他に優すぐれた奴やつがいる。俺の代わりはいくらでもいる」

　代わりはいくらでもいる。

　呪いの言葉だ。シイナはその言葉が、重く苦しい鎖くさりで縛しばってくることを知っている。

　今のヴァルドロイは、かつて自信を失っていたシイナにそっくりだ。だが、シイナはクリスや義勇軍、商人隊の仲間のおかげで、それを取り戻もどすことができた。再び、前を向くことができたのだ。

　じゃあ、ヴァルドロイを救うのは誰？

「私に、あなたをマネジメントさせて！　あなたの代わりなんていないことを、私が証明してみせるから！」

　私があなたを終章へ連れて行くから！　あなたにしかできない戦いがあるから！

　シイナは、ヴァルドロイを真正面から見つめ、力強く言った。いつだって、シイナの心の支えとなってくれたヴァルドロイを、今度はシイナが助けたかった。力になりたかったのだ。しかし──。

「断る。慈じ善ぜんか偽ぎ善ぜんか知らんが、俺に構うな」

　返ってきたのは辛しん辣らつな言葉と冷たい視線だった。そして、胸を鋭するどいナイフに貫かれたかのような痛みが走り、シイナはよろよろと後ずさった。

「ご、ごめんなさい……。私、そんなつもりじゃ……」

　初対面で、でしゃばり過ぎた。失敗した。きっと嫌いや味みだと思われた。気持ち悪いと思われた。嫌きらわれた。空回りしてしまった。

「…………っ」

　シイナは、ヴァルドロイにそれ以上何も言えず、彼にくるりと背を向けて、逃にげるように走り去った。泣いている姿など見られたら、さらにヴァルドロイに嫌われてしまうのではないか──、そんな想おもいがシイナをひたすら走らせた。
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　ヴァルドロイと初めて会ってから、シイナはひたすらに働いていた。八時三十分ぴったりに商人隊の仕事場を訪おとずれ、鬼おにのような形相で【エグセル】を稼か働どう。昼休みも最低限に、外回りに駆かけ回る。そして、勤務終しゆう了りよう時刻になると、干ひからびた抜ぬけ殻がらのように退勤。

　理由はもちろん、ヴァルドロイに拒きよ絶ぜつされたショックから、目を背そむけるためだ。仕事を頑がん張ばれば、仲間たちの力になれるし、喜んでもらえる。きっと、間接的にヴァルドロイの役にも立てるはずだ。そのことが、シイナの気持ちをかろうじて安定させていた。

　もちろん、逃げること──、退職を少しも考えなかったわけではない。

　人生で自分の心の支えとなっていたヴァルドロイに、全力で拒絶されてしまったことは、シイナから仕事のモチベーションを奪うばうには十分過ぎた。もちろん、ヴァルドロイの知るところではないのだが、今まで彼のために義勇軍を良くしようという目標を立てていたシイナにとっては、大ダメージだった。

　本当は、個人的な憧れや恋心を職場に持ち込みたくはなかったが、世の中の退職理由の多くは、「人間関係」だ。気まずい、居づらいという気持ちはストレスだし、仕事の効率も落ちてしまう。

　帰りたい。消えたい。でも、クリスおばあちゃんはエルバニアの王都に帰っちゃったし、元の世界に戻る方法も分からない……。

　だから、前向きに働こうと、シイナは心に決めたのだ。大好きな義勇軍と、この世界のために、自分にしかできない仕事を探し続けることは諦めない。

　そんなある日、抜け殻状態のシイナは、チェバ城の裏で、独りで朝食を食べていた。食堂に行くと、もしかしてヴァルドロイに会ってしまうのではないかという不安があり、シイナは食事時間を変則的にしたり、場所を変えたりしていたのだ。

　とはいえ、この場所は大きいスミレのような美しい花が咲さいており、景色としては悪くない。戦城の中の、癒いやしスポットとでも言うべきか。なんだか、フィッシュサンドもいつもより美味おいしく感じられる気がして、シイナは緩ゆるいため息を漏もらした。

「ヴァルドロイと一いつ緒しよに食べれたら、最高なんだけどなぁ……」

　やはり、生まれてこの方、恋の駆け引きをしたことがない自分には、好きな人とまともに話すことすら無理だったのだ。勉強不足どころではない。

　シイナは、そんなことをぼんやりと思いながら、傍かたわらのバスケットに入れていた、新しいフィッシュサンドに手を伸のばした。しかし、予想外なことに、シイナの手はスッと空を切ったのである。

「あ、あれ？」

　驚おどろいてバスケットの位置に目をやると、すぐ近くでシイナのバスケットを抱かかえている少年がいるではないか。薄うす汚よごれたぼろ着を纏まとった少年で、ガリガリにやせ細っている。

「だ、誰だれ？」

「チッ！　見つかった！」

　少年はシイナに見つかると、バスケットを引っ提さげて、大おお慌あわてで逃げ出した。

「きゃっ！　待って！」

　シイナは、バスケットの中に、クエストの広報紙を一緒に入れて持ち歩いていたことを思い出し、「取り返さなければ！」と立ち上がった。あれは、朝礼前に訓練所に貼はりに行きたいのだ。

　しかし、少年の走るスピードの速いこと。彼は非常に身軽なようで、ひょいひょいと茂しげみや石を飛び越こえていき、どんどんシイナを引き離はなしていく。

「誰か！　その子止めて！」

　有り難がたいことに、少年が走り抜けた先には、城外の見回りを行っているエルバニア聖せい騎き士し団がいた。そして、その中で最も素す早ばやく反応したのが、聖騎士ランスロットだ。

「こそ泥どろか！　止まりたまえ！」

「げっ！　エルバニアの騎士かよ！」

　少年は慌あわてて方向転てん換かんしようとしたが、歴戦の騎士の前では牛歩と同じだった。あっという間に、ランスロットが繰くり出した槍やりの穂ほ先さきに服の襟えりを引っかけられ、宙ぶらりんに吊つるされてしまったのだ。

「あ、ありがとう、ランスロット！」

「私は構わないよ。この少年が、君の私物を盗ぬすんだのだな？」

「うん。広報紙と、朝ご飯を」

　ランスロットは、「下ろせ！　放せ！」と暴れる少年からバスケットを奪い取ると、息を切らして追いついたシイナの手に戻した。

「用心することだ。この辺りには、盗人ぬすつとが多い」

「そうなの？　知らなかった」

「シュヴァリエ王国には、戦争によって身寄りを亡なくした者や、住すみ処かを失った者が数多くいる。そこから這はい上がれない者は、盗人や賊ぞくに身を落としやすい。……少年、君の親は？　生まれた地はどこだ？」

　ランスロットは厳しい口調で少年を問いただした。すると少年は、悔くやしそうに、

「父ちゃんは戦争に連れていかれて死んだ！　母ちゃんは戦争に巻き込まれて死んだ！　オレの村──、ヤシマナ村は、戦場になって焼けた！」

　と、大声で叫さけんだ。

　ヤシマナ村とは、この近くにあるシュヴァリエ王国の村だ。先日、エルバニア兵とシュヴァリエ兵の戦いに巻き込まれ、義勇軍が村人たちの救出と鎮ちん火か活動を行った村である。ゲーム画面では数名の村人を助ければいいのだが、現実には村人は五十名近くおり、助けることができた命と、そうでない命があった。少年は、その中の生き残りというわけだ。

「シイナ君。この少年は、私が預かろう。さすがに、君の目の前で殺すのは気が引けるからね」

　ランスロットの非情な言葉に、シイナは驚いた。ゲームでは真面目まじめで厳格な性格と認にん識しきしていたが、ここまで厳しいとは思っていなかったのだ。子どもに対する罰ばつにしては、いくらなんでも重過ぎる。

「待って待って。何も、命を取る必要はないって！　相手は子どもだし、私は無傷だし」

「今日はそうでも、明日は違ちがうかもしれない。この少年が、いつ君や我われ々われに刃やいばを向けてくるか分からないのだから。どちらにせよ、力のない者は、害悪だ。強く生きる者の足あし枷かせにしかならないのなら、始末しておいた方がいいだろう」

「そんなの、極論過ぎるよ」

　もしかしたら、戦争を知っているランスロットの考え方は、とても現実的なのかもしれない。しかし、シイナは少なくとも今は賛同できなかった。無む茶ちやをしてでも困っている人を助けるのが、義勇軍の魅み力りよくなのだから。

「とにかく、その子は放してあげて。お願い」

「まったく、つくづく甘いな。君も、フォルテ君も……」

　ランスロットは納なつ得とくのいかない顔のまま、槍の先にぶら下がっている少年を地面に下ろしてやった。一方少年は、悔しそうにこちらを睨にらみつけている。

「なんだよ！　殺さないのかよ！」

「物ぶつ騒そうなこと言っちゃダメ！　はい、これ。あげるから」

　シイナはバスケットからフィッシュサンドを取り出すと、少年の手にポンッと載のせた。

「え？　姉ちゃん、くれるのか？」

「そ。私は、仕事道具を取り返したかっただけだから。いいよ、持って行って」

「あ……、ありがと」

　シイナは、にこっと笑いながら、少年の頭を優やさしく撫なでた。本当は、こんなことしかしてあげられないことが、心苦しくもあったのだが、これが今の精せい一いつ杯ぱいだった。

「姉ちゃん、ありがと！　バイバーイ！」

「うん！　じゃあね～」

　シイナは手を振ふりながら去っていく少年を見送ると、ふと、誰かの視線を感じたような気がした。そして同時にお腹なかがグゥと鳴った。

「シイナ君。朝食が足りないのなら、食堂に行って来たまえ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！　私、ダイエット中なのよね～。だから今の、聞かなかったことにして！」

　シイナは恥はずかしさを隠かくすために、早口でまくし立てた。ランスロットは、やれやれと苦く笑しようしている。
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　そしてシイナは、謎なぞの視線のことはすっかり頭から抜ぬけてしまったのだが、木こ陰かげからシイナたちのやり取りを覗のぞいていた人物がいた。

「慈じ善ぜんか、偽ぎ善ぜんか、それとも馬ば鹿かなのか……」

　褪あせた赤い髪かみの男性──、ヴァルドロイは、手元の麦パンと、お腹を鳴らしているシイナを見比べながら、「俺は何を考えているんだ」と、一人首を横に振った。

　かつて、自分にパンをくれたあの人と、どこの馬の骨とも分からない商人隊マネジャーを重ねるなんて、まったくもって安易過ぎる。騙だまされてはいけない。

　ヴァルドロイがそう考えているうちに、シイナとランスロットは城の中に入っていった。そして残ったヴァルドロイは、味気ない麦パンに噛かじり付き、そのパサパサ具合に顔をしかめずにはいられなかった。
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　その後、シイナが商人隊の大部屋に行くと、朝礼で突とつ然ぜんモンドが吠ほえた。

「決めたぞ！　今日は昼から休みだ！　異論はねぇな？」

「え？　モンドさん、急にどうしたの？　今日は、昼から決算報告会の予定があるのに」

「うるせぇ！　だってお前さんよぅ。最近えらく思い詰つめた顔してるじゃねぇか。見てられねぇんだよ」

「え……。そ、そうかな」

　モンドは、シイナの様子をよく見ていたようだ。彼が、まるで父親のような表情をしていたため、シイナは思わず泣きそうになってしまう。元の職場では、こんな風に気き遣づかってくれる人はいなかった。

「いいじゃん。半日休きゆう暇か。僕は、午前中の面談しか個別の予定入ってないしさ。義勇軍も安息日なんだし、僕らも休もうよ」

「ボクも、いいよ。たまには……。決算報告は、明日でもいいんじゃない……」

　マートンとキャンディも、頷うなずいている。しかし、シイナとしては公私を混同させて、職場の仲間を心配させてしまったことが情けなく、そう簡単には首を縦には振れなかった。

「ごめん！　私、本当に平気だから。ちゃんと切り替かえるよ」

「えぇい！　つべこべ言うなってんだ。今日は、お前さんの歓かん迎げい会かいってことにして、昼からやりたいことに付き合ってやるよ。メシでも酒でもリクエストしろ！」

　モンドに圧あつ倒とうされ、最終的にシイナは「はい」と返事をした。そして、歓迎会とはいい響ひびきだなと、思わず笑えみをこぼした。
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「で、なんで歓迎会に屋台なのさ」

　マートンは、木製の屋台車の後ろを押しながら、不満そうにぼやいていた。

　屋台車は、パワフルなモンドと器用なマートンが作っただけあって、その出来は素す晴ばらしいものだった。ともすれば、彼の不満は屋台に対してではなく、その目的に向けられている。

「私のやりたいことが、村の復興支し援えんだったから！」

　シイナが歯切れよく答えると、マートンは呆あきれたため息をついた。

「それはさっき聞いたさ。でも、せっかくの歓迎会なんだから、食事にでも行けばいいじゃないか」

「ボク、シイナが元気になるなら、何でも手伝うよ……。それに、復興支援はいいことだよ」

「モンドにおぶられている奴やつに言われても、説得力ないんだけど」

「まぁ、文句言うなよ。キャン子には、村に着いたら、この屋台で頑がん張ばってもらうからな！」

「絶対だからね」

「マートンしつこい。ボク、分かってるよ……」

　三人のやり取りを眺ながめていると、まるで本当の家族のように見えてきて、なんだか面おも白しろくなってくる。そして、そんな彼らが自分のわがままを聞いてくれたことが、シイナはとても嬉うれしかった。

　シイナのわがまま──、それは、ヤシマナ村の復興支援だ。今朝の泥どろ棒ぼうの少年の一件があり、何か自分にできることはないかと考えた結果である。

　ゲームでは、いくつかの村や町の復興イベントがあったのだが、それは主に寄付金によるものだった。寄付金額が一定値を超こえるたびに、民家や橋、学校や教会が修しゆう繕ぜんされ、徐じよ々じよに住民たちが戻もどってきて、最終的には商店でレアアイテムが売られるという流れだ。

　しかし、戦えば戦うほど稼かせげる戦せん闘とう員ではないシイナには、まとまった寄付など不可能だった。そのため、少しずつ、復興の手伝いができればと思ったのだ。

　ヤシマナ村に辿たどり着くと、シイナは村長に事情を話し、復興支援の協力を申し出た。

　まだ焼けた臭においの残る村には、崩くずれ落ちた瓦が礫れきや、焼け落ちた家々が多い。そして、どうしたらいいのか分からず、うずくまっている村人たちの姿も見受けられた。

　何とか力になりたいという気持ちが込み上げ、シイナの言葉は力強くなる。

「義勇軍専属の商人隊です。民家の建て直しと、炊たき出しをさせていただきたいです」

「なんと！　義勇軍の！　先日は村の者を救ってくださり、今日はご支援までいただけるとは……。有り難がたいことですじゃ」

　老村長は心の底から嬉しそうに笑うと、シイナたちひとりひとりの手を握にぎって、礼を述べた。

「炊き出しは……、焼け落ちてしまいましたが、教会の前でお願いできますかの。井い戸どは枯かれてはおりませんで、使ってくだされ。民家は、村の若い衆が東側から取り掛かかっていて……。そういえば先刻、義勇軍のお方が一人いらっしゃって、手伝ってくれていますじゃ。お仲間ですね？」

「義勇軍の？　誰だれかしら」

　シイナたちは見当がつかず、首を傾かしげていると、

「おい、村長。瓦礫はどこに固めて置くんだ？　適当に除よけているだけでは、一生作業は終わらんぞ」

　という、刺とげ々とげしい口調だが、シイナにとっては痺しびれる声が飛んできた。

「ヴァルドロイ！」

　振り返ると、煤すすだらけになっているヴァルドロイが立っていたのだ。長ちよう髪はつは一つにまとめて背中に垂らしており、服の袖そでは肘ひじまでたくし上げられていた。もしかしなくても、村の手伝いに来ていたのはヴァルドロイに違ちがいなかった。

「何故なぜ、お前たちがここに」

「えっと、私たちも復興支援を……」

　気まずい！　気まず過ぎる！

　シイナは、髪を束ねて力仕事をしているヴァルドロイの姿を目に焼き付けたくてたまらない一方で、先日の会話を思い出し、いったいどんな顔を彼に向けたらいいのかが、さっぱり分からなかった。そして、ヴァルドロイも同じだったらしく、互たがいに次に続く言葉はなかった。

「おうおう！　奇き遇ぐうだな。せっかくだから、一いつ緒しよにやろうじゃねぇか。おい、村長。瓦礫置き場決めちまうから、来てくれや」

　気まずい沈ちん黙もくを破ってくれたのは、モンドだった。

　モンドは強ごう引いんにヴァルドロイの肩かたに手を回すと、そのままヴァルドロイと村長を連れて、東に向かって歩いて行った。「やめろ、触さわるな」というヴァルドロイの言葉は無視され、半ば、強制連行に近い形となっていたが、シイナは少しホッとしていた。ヴァルドロイとの距きよ離り感かんについては、改めて考えたかったのだ。







「じゃあ、私たちは炊き出しね！」

「おかしい。マートンが、こっちにいる……」

「いいじゃん。あっちにはヴァルドロイがいるんだしさ。僕、力仕事は苦手なんだよ」

　当初の予定とは異なるが、シイナ、キャンディ、マートンの三人で炊き出しの準備を始めた。作るのは、おにぎりと豚とん汁じるだ。

　ユグドラム大陸には、日本食という概がい念ねんはないのだが、それに相当するジャンルは存在している。それが、ワコク料理であり、エルバニア王国のワコク領という領地に根付いている料理だ。そして有り難いことに、料理法や食材は、たくさんの他領にも広まっている。

　不器用なシイナだが、日本食と違わないワコク料理ならば、上手うまく作れるのではないかと考えたのだ。

「おにぎりとか、安易すぎない？　ピザの方がウケるって」

「それは、マートンの好物でしょ。それに、私たちにピザ作りなんて難しいし」

「たしかに。おにぎりなら、さすがの僕たちでも作れ……。って、シイナさ。そのでかい爆ばく弾だんは何さ？」

「え？　何って、おにぎりだけど」

　シイナは、チェバ城で炊いてきたお米を、屋台でせっせと握り始めていた。ワコク領産の梅干しにシャケに昆こん布ぶ、おかかの具材と海苔のりも並べて、ご機き嫌げんに作業をしていたのだが、開始数分でマートンからのストップがかかってしまった。

「いやいやいやいや！　綺き麗れいな三角にしろとは言わないけど、その丸過ぎるフォルムとでか過ぎるサイズはない。食しよく欲よくが失うせるさ」

「えぇっ！　ひどい言われよう。私、前の職場にはいつもこれくらいのおにぎりを持って行ってたから、てっきりこんなもんかと」

　シイナが、ぎっちりみっちりとした爆弾おにぎりを掲かかげてみせると、マートンとキャンディは可笑おかしそうに吹ふき出した。

　まぁ、言われてみれば、少々ごっついかもしれないなと、シイナは照れ笑いを浮うかべた。これは、後で自分が食べよう。

　そして、不器用なシイナを見み兼かねて動き出したのはマートンだ。彼は、分厚い木のブロックを取ってくると、カンナやらヤスリやらを荷物から引っ張り出してきた。

「僕、おにぎり型を作ってみるさ。その方が大量生産できるし、衛生的さ」

「マートンすごっ！　そんな物まで作れちゃうの？」

「すごいね、マートン……。おにぎり屋さんになれるね」

　シイナとキャンディにキラキラとした視線を向けられ、マートンはまんざらでもない顔で、「専門外だけど、作れないことはないさ」と、器用に木もく片へんを加工し始める。以前はやる気のなさが全開だったのだが、最近のマートンはいきいきしているように見え、シイナとしても嬉しい限りだ。

「じゃあ、ボクたちは豚汁だね……」

「うん。仕込みはしてきたし、美味おいしく仕上げよう！　キャンディ」

　シイナとキャンディは、屋台に積んできた鍋なべを取り出し、最後の味付けと温めに取り掛かった。シュヴァリエ王国は寒冷な土地であり、身体からだの冷えた村人たちを少しでも温かい気持ちにできればいいなと、シイナは願いながら鍋をかき混ぜる。

「後で、モンドとヴァルドロイにも持って行ってあげなきゃ……」

　キャンディの何気ない言葉を聞いて、それまで楽しい気持ちだったシイナの心が、一いつ瞬しゆんだけ重たい鉛なまりのようになった。

　もちろん、ヴァルドロイのことだ。彼と話す方法すら、まったく思いつかないのだ。せめて、勝手に理解できる気になって、気持ちを押し付けてしまったことを謝りたい。

　しかし、自信や自尊心を失なくした者に対しては、どんな言葉も薄うすっぺらい皮肉に聞こえてしまうのではないか。そして、ずっと憧あこがれてきた、大好きな人だからこそ、シイナはどう接していいのかが分からないのだ。

「シイナ、お鍋煮にえてる……」

「うわっ！　ほんとだ！」

　気が付くと、豚汁の鍋がぐつぐつと煮えていた。ぼんやりしている場合ではない。ヤシマナ村の人たちが待っているのだから。
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　一方、ヴァルドロイとモンドは、村の男たちと共に民家の修繕作業を進めていた。焼け焦こげた瓦礫を撤てつ去きよしたり、崩れかけの屋根や柱を補強したりと、やることは山ほどある。

「お前さんが来てるとは思わなかったぜ。この村に縁えんでもあんのか？」

「俺は、シュヴァリエの人間だ。裏切った身ではあるが、気に掛けてもおかしくないだろう。寧むしろ、エルバニア人のお前たちが、何故ここにいる」

　モンドの問いに、ヴァルドロイは愛あい想そなく答えた。視線は、炭となってしまった柱に向けられており、どう運ぼうか思案しているようだった。

　するとモンドは「そっち持て」と、柱の一方を担かつぎ、もう片方をヴァルドロイに持つよう促うながした。

「義勇軍には、国境なんざ関係ねぇだろ。……ってのは、かっこよすぎるか？　がはは！　今日はな、シイナがこの村に来てぇって言ったんだ。ほんとは歓かん迎げい会かいでメシでも行こうかと思ってたんだが、変な奴やつだよなぁ」

「あの女マネジャーがか？」

　ヴァルドロイは驚おどろいて聞き返したが、すぐに、今朝のシイナと泥どろ棒ぼうの少年のやり取りを思い出した。きっかけは間違いなく、あの一件なのだろうが、実際に彼女が復興支し援えんにまで乗り出すとは思っていなかった。

「あの女は、憐あわれな人間に手を貸すのが趣しゆ味みなのか？」

「おいおい。ひでぇ言い方するなぁ、ヴァルドロイ」

　モンドとヴァルドロイは、瓦が礫れき置き場に柱を置くと、今度はそれぞれ、瓦礫を担ぎ上げた。ガタイのいいモンドに負けず、ヴァルドロイも軽々とそれを持ち上げる。

「シイナはよう、誰だれかに喜ばれるのが好きなんだろうな。相手への同情じゃねぇ。俺たち商人隊のためだって、必死に頭使って、息切らしながら市場について来るんだ。正直、あいつの給料じゃ、割に合わねぇだろうに。と思ったら、今日はボランティアだ。まぁ、そこんとこは義勇軍魂だましいを持ってるわけだよな」

「……見返りがなくとも、誰かのために何かをしてやりたいと思える気持ちは、分からんでもない」

　そう言いながら、ヴァルドロイは「俺も同類か」、と腰こしに差している安物の剣けんに目を落とした。

　祖国のために剣を取った理由、戦いに身を投じた日々、恩に報むくいたいと悩なやんだ時間、祖国のために祖国を裏切ったあの日──。

　自分も、大切な人や国のために、何かしたい。だが、力のない自分を恨うらみ、何もできないと悲観し、諦あきらめてしまった。いや、諦めきれず、ここにやって来たのだ。まだ、誰かの役に立てる可能性を求めて、自分はヤシマナ村を訪おとずれたのだ。

「俺には、何ができるだろう……」

　少なくとも、あのマネジャーは、やりたいことやできると思ったことに、果か敢かんに挑ちよう戦せんしているように思える。ヴァルドロイに対するマネジメントの申し出も、純じゆん粋すいに、心の底から、力になりたいという想おもいがあったのではないだろうか。

「あぁん？　なんか言ったか？　声が小せぇぞ、ヴァルド」

　独り言が、モンドに聞こえていたらしい。それに対し、ヴァルドロイは、「よせ」と短く鋭するどい声を発した。独り言に口を出されたからではない。「ヴァルド」と呼ばれたことに対してだ。

「その呼び方は、大切な人間以外、されたくない」

「せっかく、呼びやすくしたんだがなぁ。案外、可愛かわいいこと言うじゃねぇか」

　モンドは豪ごう快かいに笑うと、ヴァルドロイの肩かたをバシバシと力強く叩たたいた。ただの商人とは思えない、戦せん闘とう員ではないかと疑いたくなるパワーだ。

「さては、彼女だな？」

「その話題は拒きよ否ひする」

「おーおー。怪あやしいこった」

「…………」

　ヴァルドロイは、不ふ機き嫌げんになり、モンドに背を向けた。すると、彼が向いた方角──、村の西の方から、なんだか食欲をそそる匂においが漂ただよってきたではないか。

「おっ！　あいつらの料理ができたみてぇだな。食いに行くか、ヴァルドロイ」

「まぁ、腹は減っている」

　ヴァルドロイは正直、朝食がパサパサのパンだけだったために、空腹だった。しかし、ここで復興支援に来た自分が、積極的に炊たき出しの列に並ぶのも気が引ける。そのため、彼はモンドの襟えり首くびを掴つかんで、列の最さい後こう尾びに並ぶことにした。

「村人優先だ」

「分かった分かった。にしても、なかなか評判良さそうじゃねぇか。あいつらのメシ」

　モンドが感心している通り、教会の前に設置された屋台の周りには、村人たちが人だかりを作っており、明るく嬉うれしそうな姿が見受けられた。老ろう若にやく男なん女によが「ありがとう」、「助かるよ」と礼を述べながら、炊き出しの料理を受け取っている様子は、見ているこちらの心まで温かくなる。

　そしてヴァルドロイは、その村人たちの中に、今朝シイナの朝食を盗ぬすんだ少年が交ざっていることに気が付いた。少年は、屋台にいるシイナから、握にぎり飯と温かいスープの入った器うつわを受け取っている。

「姉ちゃん、ありがとう。村にまで来てくれるなんて、思ってなかったよ！」

「一人じゃ難しかったかもしれないけど、仲間が一いつ緒しよに来てくれたからね！　これ食べて、元気をチャージしてね！」

　少年だけでなく、シイナまで無む邪じや気きな笑えみを浮うかべていた。相手が喜んでくれたことが嬉しいという、屈くつ託たくのない笑顔だ。

「明日あしたも頑がん張ばろう、って思ってくれたら何よりだな」

　シイナのその言葉が、ふと、ヴァルドロイに過去の出来事を思い出させた。

　十五年前になるだろうか。ちょうど、自分もあの少年のように戦争で家族を失い、ひとり貧民街を彷徨さまよっていた頃ころだ。

「これ、やるよ。食って、明日も生きようって思えたら、何よりだね」

　と、あの人はポンッとヴァルドロイにパンを投げて寄よ越こしたのだ。言動は粗そ暴ぼうだったが、自分に生きる希望をくれた。ほんの気まぐれだったとしても、その行こう為いは結果的に自分を生かしてくれたのだ。

　あの人がくれたのはパンだったし、言葉の中身も女マネジャーが言ったものとは少々異なる。しかしヴァルドロイには、今目の前にある光景と、過去で最も大切な出会いとが重なって見えたのだ。

　誰かに希望や勇気を与あたえられる人間というのは、高貴な身分や組織のリーダーであるとは限らない。もしかしたら、一見平へい凡ぼんに見える彼女には、そんな資質があるのかもしれない。だとしたら──。

「お前のことを、信じてみたくなった」

　列が進み、シイナを目の前にした時、ヴァルドロイはそう口にした。

　そして、唐とう突とつな彼の言葉にシイナは驚いたようで、「んんんっ？」と瞳ひとみを大きく見開いて、首を傾かしげている。

「えっ？　なんで？　どういうこと？」

「お前の申し出を受けると言っている。マネジメントとやらで、俺の代わりがいないことを証明してくれるのだろう？」

　ヴァルドロイは、混乱気味のシイナに対し、畳たたみかけるように言葉を投げ掛かけた。それと同時に、シイナの顔がパァァッと明るくなり、次には瞳からぽろぽろと涙なみだが溢あふれていく。

　その様子を見ていた商人隊の三人からは、「泣かしたな」、「泣かしたね」、「泣かしちゃった……」とヤジが飛び、これにはヴァルドロイも大おお慌あわてだ。

「おい！　何故なぜ泣く？」

「ご、ごめん。私、嬉しくて……。ヴァルドロイの気持ちを考えずに、無神経なこと言っちゃったから。嫌きらわれたと思って……」

「嫌うほど、お前のことを知ってはいない。あの時は、すまなかった」

　ヴァルドロイは、涙を指先で拭ぬぐうシイナを直視できず、俯うつむきながら言った。彼女が自分のせいで思い悩んでいたと想像がつき、申し訳ない気持ちになったのはもちろん、元々女性の涙には不慣れだったからである。

「おい。よく分からねぇが、シイナがヴァルドロイもマネジメントすんだな？　なんか揉もめてたが、とりあえず丸く収まったってことだな？」

　モンドは事態をなんとなく察したようで、シイナとヴァルドロイに向かって問いかけた。さすがは腕うで利ききの商人だけあって、鋭い観察力だ。

「本当にいいの？　私がマネジャーになって」

　シイナはまだ信じられないといった顔で、念押しの言葉を投げた。

　無理もない。知らぬ間に、ヴァルドロイの気持ちが動いたのだから。

「あぁ。お前に賭かけてみたくなった。……まぁ、商人隊の仕事に支障が出るようなら、断ってくれても構わんが」

　ヴァルドロイの言葉を受け、シイナは不安げにモンドたちの方を見た。すると三人は、

「お前さんならできるぜ！」

「働きすぎはお勧すすめしないけど、やりたいんなら、やってみればいいさ」

「ボクたちのマネジャーは優ゆう秀しゆうだから、ヴァルドロイもきっと強くなれるよ……」

　と、力強いエールをくれた。

「ありがとう！　私、ヴァルドロイのマネジャーになる！　あなたに、最後まで戦い抜ぬいてほしいから！」

「頼たのむぞ。マネジャー」

　ヴァルドロイは、シイナのキラキラした視線と、嬉しそうに緩ゆるみ切った顔を見て、やっぱり変な奴やつだなと思いながら、右手を差し出した。そしてシイナは、また泣きそうになりながら、その手を両手で包み込むように握る。

　二人が、共に歩み始めた瞬しゆん間かんだった。
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「仲良くなったのはいいことだが、俺は腹が減ったぞ」

　シイナは、モンドの不満そうな声を聞き、ハッと我われに返った。憧あこがれのヴァルドロイと握あく手しゆまで交かわすことができ、今にも天に召めされそうな気持ちになっていたのだ。

「そうだった！　モンドさんとヴァルドロイに、おにぎりと豚とん汁じるを……」

「ごめん。思ったより人気で、おにぎりが一個しか残ってないさ」

　マートンが申し訳なさそうに、綺き麗れいな三角形のおにぎりを一つ差し出した。モンドは「おいマジか」と、がっかりした様子である。

「そこの黒い塊かたまりは、違ちがうのか？」

　ふと、ヴァルドロイが屋台の作業台に隠かくすように置かれていたモノ──、シイナが作った爆ばく弾だんおにぎりに気が付いた。

「あっ。これは、私が作ったおにぎりなんだけど……。うまくできなかったから、除よけてたの。おいしくなさそうだよね、あはは」

　シイナはいびつなおにぎりを見られるのが恥はずかしく、慌あわてて隠そうとしたが、ヴァルドロイがそれを制した。

「腹が減っている。差し支つかえなければ、俺が食べてもいいか？」

　マートンとキャンディが少し心配そうな表情を浮かべていたものの、ヴァルドロイは返事を待たずに爆弾おにぎりを手に取った。

　手の平よりも大きい代しろ物もので、彼は肉を食いちぎる勢いでかぶりつく。つまり、米の密度がものすごい。作った本人であるシイナも、見ていてハラハラしていた。そして──。

「うっ！　これは、毒か？」

　ヴァルドロイは突とつ然ぜん、眉み間けんに皺しわを寄せ、苦しそうな声を出した。

「うそ！　私、毒なんて入れてない！」

「異様に酸すっぱいぞ。なんだ、これは」

　酸っぱいと聞き、シイナはヴァルドロイが毒と勘かん違ちがいしたものの正体が分かった。

「それ、梅干し！」

　どうやら、シュヴァリエ王国には梅干しが、もしくはそれに近い食べ物がないらしい。村人たちの何人かも、珍めずらしそうな反応を示していたことを思い出し、シイナは「はぁ～」とため息をついた。美味おいしいと言ってほしかったため、少々落らく胆たんした気持ちだ。

「毒だなんて失礼ね！　梅干しは身体からだにいいんだから」

「そ、そうなのか。すまん」

　ヴァルドロイは、申し訳なさ半分、感心半分といった顔で、初めて食べた梅干しを見つめていた。

　シイナは思わず、なんだか可愛かわいいと思ってしまう。ゲームをプレイしていた時は、ただただクールでかっこいいところが好きだったが、ヴァルドロイの新しい一面を知れたことが嬉うれしかった。

「ふふふ。豚汁もあるから、あったかいうちにどうぞ！　モンドさんも、食べて食べて」

「うめー握にぎり飯だよな！　うめーうめー」

「うわっ、モンド！　寒い。これだからおじさんは嫌いやなんだよ」

「ボク、そんなレベルじゃ笑わないよ……」

「おいおい。からいな、お前さんたち」

　モンドのおやじギャグにマートンが顔をしかめ、キャンディは厳しい一言を返していた。いつもながら、愉ゆ快かいな家族漫まん才ざいだ。一方、ヴァルドロイはきょとんとしている。

「あっ！　もしかしてヴァルドロイ、分かってない？」

「すまん。何が寒くて、何のレベルが低いのか、解説を頼む」

「そ、それは勘かん弁べんしてくれねぇか」

　真面目まじめに意味を考えるヴァルドロイに、モンドはたじたじである。

　そんな様子を見守りながら、シイナはご機き嫌げんに微笑ほほえんでいた。

　この異世界で、第二のスタートラインに立つことができたからだ。推おしキャラのマネジメント──、最愛のヴァルドロイを最強にするというノルマ達成に向けて、シイナのやる気はフツフツと湧わき上がっていた。
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　シイナは、商人隊マネジャー兼けんヴァルドロイマネジャーになった。ジョブ名こそ、商人隊マネジャーだけだが、心の中では掛け持ちをしている。

　たとえ仕事としてであっても、最愛のキャラクターをマネジメントできることは非常に嬉しい。しかし、そのプレッシャーは重大だ。何としても、ヴァルドロイを最強にし、終章までにスタメンに入ってもらわなければならない。

　ヤシマナ村の復興支し援えんを行った翌朝、シイナは商人隊の大部屋の片かた隅すみ──、自身の事務スペースで、メニュガメ内の【エグセル】を起動させ、マネジメントプランを思いつくままに打ち込んでいた。

「今のスタメンは、勇者フォルテ、攻こう撃げき方法、剣けん。治ち癒ゆ術師アイリス、治癒術・光魔ま法ほう。魔術師ガーナ、火水土風雷かみなり魔法。弓きゆう射しや士しレオナ、弓。格かく闘とう家かアストール、体術。盗とう賊ぞくモネ、暗器。聖せい騎き士しランスロット、槍やりと治癒術。うーん、ジョブも術技も、バランスよくパーティー組んでるなぁ。そろそろ誰だれかが転職しそうな感じだけど、空きそうなポジションはないかしら」

《ユグドラシル・サーガ》では、レベルが55以上になると、ジョブチェンジ──、転職が可能になる。そのためには、オパールリングというアイテムが必要になるのだが、他ほかの職業のスキルを習得できたりパーティーバランスを考こう慮りよした育成ができたりと、必要度と貴重度は高い。

　とくに、スキルの習得は重要で、戦術の幅はばをグッと広げることができる。

　例えば、フォルテは、自身と仲間のパラメータを上げる【リーダーシップ】、戦せん闘とう中自分と仲間のスキル効果・発動確率を十パーセント増加させる【スキルアップ】、イリーガルソード装備時、条件を満たした仲間のスキルを自身も使用できる【イリーガル】という、主人公限定のとんでもチートスキルを持っている。これらのスキルが有るのと無いのとでは、彼が戦闘メンバーにいる価値が、大きく変わってくるのである。

　ところが、ヴァルドロイの初期職業である魔法剣士では、取り立てて便利なスキルが習得できない。

　敢あえて挙げるならば、ＭＰを自動回復させる【オートマジック】、術が発動するまでの時間を短縮する【クイックスペル】、受けたダメージを三倍にして返す【カウンター】だろう。

　しかし、いかんせん地味なのである。他のジョブだと、分かりやすく攻撃性能や防ぼう御ぎよ性能が上がるスキルが多いのだが、魔法剣士のそれは、中ちゆう途と半はん端ぱなステータスを物語っているかのような、習得優先順位の低いものばかりなのだ。

　そんな風にシイナが悩なやんでいると、商人隊の大部屋にヴァルドロイが現れた。しかし、買い物をするような気配はない。

　シイナは、マネジメントされに来てくれたに違いないと気がつき、慌ててヴァルドロイを事務スペースに招き入れた。

「どうぞ、座って座って」

「ここがお前の仕事場か。随ずい分ぶんと殺風景だな」

「前の職場では、デスクマットに犬の写真を挟はさんだりしてたんだけど……。ここだと、癒いやし要素がいっぱいあるから大だい丈じよう夫ぶなの」

「義勇軍に癒しアイテムなどあったか？　定期的に治癒術でもかけてもらっているのか？」

「うぅん。違うけど、秘密」

　主に、あなたの存在に癒されていますとは言えない。

　そしてシイナは、いそいそとコーヒーを準備し、ヴァルドロイに差し出した。彼がブラックコーヒーを好むことは、ゲームで予習済みである。

「すまんな」

　と、ヴァルドロイは短く礼を述べると、美味しそうにコーヒーを口にした。

　推しが私の淹いれたコーヒーを飲んでくれるなんて、幸せ過ぎる！

　眺ながめているだけで、本当に癒される。しかし、彼を楽しく見守るのが、シイナの仕事ではない。

「うぅん。来てくれてありがとね。具体的な打合せ……させてもらっていいのかな。一応、色々考えてみたんだけど、まずヴァルドロイの希望があれば教えてほしいの。こういう風になりたい、っていうようなヴィジョンとか」

　シイナが聞くと、ヴァルドロイは間を置かずに一つだけ答えた。

「闇やみ魔法への耐たい性せい強化、だろうか」

　予想外の答えに、シイナはピンと来なかった。ヴァルドロイは元々魔法剣士なので、それなりの魔法耐性は持ち合わせているはずなのだが、何故なぜ闇魔法なのか。

「理由を聞いてもいい？」

「シュヴァリエ王国には、闇魔法を得意とする手て強ごわい将がいる。……以前、戦う機会があってな。かつては辛しん酸さんを舐なめさせられたが、俺の手で討うち取れれば、と」

「シュヴァリエ王国に、そんな敵将が？」

　ヴァルドロイの深刻な顔を見つめながら、シイナはゲームに登場していた敵将の面々を思い出していた。たしか、闇魔法を使う呪じゆ術じゆつ師しと、闇属性の武器を扱あつかう竜りゆう騎き士しがいたはずだが、そのどちらかだろうか。いずれにせよ、具体的な目標があることはいいことだ。

「じゃあ、闇魔法への耐性強化もプランに入れるね」

　闇魔法は、毒や麻ま痺ひ、パラメータの弱体化などの状態異常の付ふ与よが特とく徴ちようだ。それを回かい避ひ軽減するためのスキルは、治癒術師にジョブチェンジしたら習得できるのだが、その道のりは長過ぎるうえに、アイリスと同じポジションを争うのはリスキーだ。となれば、レアな武器防具やアクセサリーを手に入れることが望ましいだろう。

「私、アイテムについてもけっこう詳くわしいから、期待してて」

「有り難がたい。次は、お前が考えた案を聞かせてくれ」

「ええ！　私が考えてたのは、剣士へのジョブチェンジ！　紙装そう甲こうにはなるけど、コンボ力のあるアタッカーになれるし。対空戦の性能が上がる【エアファイト】を覚えたら、便利だと思うな！」

　今までにゲームを何周もプレイしたシイナは、ヴァルドロイに十五職あるジョブ全すべてを試ためしている。もちろん、シイナにとっては、どのヴァルドロイも魅み力りよく的だったが、彼が元々剣使いであることと、戦闘に役立つ便利なスキルが多いこともあり、剣士は頭一つ抜ぬきん出ている印象があったのだ。

　しかし、ヴァルドロイの表情は曇くもっていた。シイナとしては名案だったため、思ってもみなかった彼の反応に、シイナは「あれ？」と心の中で驚おどろいてしまう。

「俺に、【魔剣】の名を捨てろと言うのか。いや……。俺の立場で、魔法剣士に執しゆう着ちやくすべきではないだろうな」

　ひどく寂さみしげに言うヴァルドロイを見て、シイナは軽けい率そつだったと猛もう省せいした。ジョブチェンジに、こんな悲しい感情が伴ともなうとは想像したこともなかったのだ。もちろん、人によるだろうが、職業に対する誇ほこりや自信を持つことは、どこの世界でもあり得ない話ではない。シイナはポジティブな転職を果たしたが、ヴァルドロイにとって、魔法剣士は思い入れの強い職業らしい。

「ごめん！　ごめんね、ヴァルドロイ。あなたが大事にしてることは、絶対に譲ゆずらないで。私の指示に従えなんて、思ってないから！　ていうか、そもそもオパールリング持ってないから、物理的にジョブチェンジは無理だった」

「そうか……。ならば、職はこのままで頼たのむ」

　シイナが慌あわてて転職案を引っ込めると、ヴァルドロイは少しホッとしたようだった。

　本当は、オパールリングを手に入れるためのクエストも視野に入れていたシイナだったが、彼のこの反応を見てしまうと、転職案は捨てざるを得ない。

　ヴァルドロイは、戦う自信を失ってしまったせいか、思いのほか、繊せん細さいでしおらしい印象だ。ゲームでは、もっと偉えらそうで皮肉屋なところがあったのだが、その辺りは影かげを潜ひそめているように思われる。そんな彼を見ていると、シイナは、彼本来の性格を取り戻もどさせてあげたいという気持ちになった。

「じゃあ、まずは、【レベルでゴリ押し作戦】してみようか！」

　そして、シイナはにっこり笑って、【エグセル】の画面を保存した。
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　半日後、ヴァルドロイには、鍛か冶じ師しマートンからのあるクエストを受注してもらった。クエスト名は、【ヤバい剣けんのテスターになってください】である。

　実はこのクエストの剣は、シイナがマートンに頼んで作ってもらった特注品だ。ゲームのコアなファンしか知らない、特別な素材を組み合わせて錬れん成せいする、バグ剣──、必ず三倍の威い力りよくが出るという、常時クリティカル発動武器なのである。ただし、武器そのものの攻こう撃げき力はやや低いため、防御力の高い敵との戦いには向かない代しろ物ものとなっている。

　そして、クエストの達成条件は、一定数の敵を倒たおすこと。その際、このバグ剣をレベル上げのお供にしてもらおうというわけだ。報ほう酬しゆうはもちろん、バグ剣だ。

「で、鍛冶師のクエストと同時に、商人の護衛をするのか」

「町に仕入れに行きてぇんだが、近ちか頃ごろ盗賊がごろついてやがるんだ。頼むぜ、ヴァルドロイよぉ」

　モンドはヴァルドロイの背中を、大おお袈げ裟さにバシバシと叩たたいていた。相変わらず、力が強く、ヴァルドロイは痛そうに顔をしかめている。

　近くの町への道中はたいそう治安が悪く、先日モンドは、盗とう賊ぞくから走って逃にげる羽目になったという。もしかしたら、ランスロットが言っていたように、戦争の影えい響きようで盗賊に身を落とす人が、本当に増えているのかもしれない。

　しかし、だからと言って、モンドが危ない目に遭あっていいわけではない。彼が無事だったことは幸いだが、それ以来、必要物資を購こう入にゆうできておらず、義勇軍は困った状じよう況きように陥おちいっていたのだ。その事もあり、シイナはヴァルドロイに、仕入れに行くための護衛を依い頼らいすることを思い付いたのである。

「クエストもレベル上げも両方できるなんて、一石二鳥！　ヴァルドロイ、私もモンドさんも一いつ切さい戦えないからよろしくね！」

「フン……、任せろ。盗賊ごとき」

　ヴァルドロイは、指で眼鏡めがねを押し上げながら言った。

　その姿はあくまでもクールだが、久々のクエストに、嬉うれしそうにしているようにも見える。シイナはこっそりと、彼の横顔を見つめながら、なんだか可愛かわいいと思ってしまう。

　そしてしばらくの間、シイナ、ヴァルドロイ、モンドの三人で、静かな林道を歩いていたのだが──。

　突とつ然ぜん、ヴァルドロイがくるりと背後を振ふり返り、剣を抜き放った。

「噂うわさの盗賊が来たらしいぞ。律りち儀ぎなことだ」

　ヴァルドロイが声をあげると、林の陰かげからぞろぞろと、体格の良いい男たちが現れた。とても品があるとは言えない、飢うえた目付きや、下げ卑びた笑いを浮うかべており、それぞれ剣や斧おのなどの武器を手にしていた。戦せん闘とう員ではないシイナにも、彼らが敵意と殺意を持っていることは明らかに分かる。

「なんだぁ？　護衛付きの商人かよ。まぁ、いい。野や郎ろうども！　金目のもんをいただくぞ！　男は好きにしろ。女は生かしとけよ！」

　と、盗賊のリーダーらしき男は、仲間たちに如何いかにも「賊」という指示を出した。

　しかし、台詞せりふはテンプレでも、切れ味の良さそうな武器を見せられると、やはり怖こわい。今までシイナは、安全な天幕や城の中にいただけあって、尚なお更さらである。

「ヴァルドロイ、頑がん張ばって！」

「頼むぞ、ヴァルドロイ！」

　シイナとモンドは、ヴァルドロイの邪じや魔まにならないようにと、素す早ばやく後方に下がった。メニュガメを見たところ、ヴァルドロイのレベルは60で、盗賊たちは50そこそこ。多勢に無勢といえど、レベル差的にはヴァルドロイが負けるはずはないのだが、自分たちが足手まといになるのはごめんだ。

「こちらから行くぞ！」

　ヴァルドロイはシイナたちが距きよ離りを置いたことを確かく認にんすると、バグ剣を構え、一いつ閃せんした。

　すると、鋭するどい斬ざん撃げきが閃光となって迸ほとばしり、盗賊を数人まとめて吹ふき飛ばした。

「な、なんだ！　この剣は？」

　仰ぎよう天てんしているのは、盗賊より寧むしろヴァルドロイである。今の攻撃は、いわゆる牽けん制せいのための一撃──、ダッシュからの通常攻撃だったのだが、敵は信じられない勢いで吹き飛び、大ダメージ判定が出たのだ。まるで奥おう義ぎでも食くらったかのような状況である。

「ヴァルドロイ、いいからいいから！　その調子！」

　シイナの予想よりも遥はるかに、バグ剣の威力は凄すさまじかった。もちろん、ヴァルドロイの優すぐれた剣術があってこそだが、ある敵は剣の刀身が砕くだけ、ある敵は一撃で沈しずみ、またある敵は戦意を喪そう失しつして逃げ出した。

　その様子を見ていて、シイナは興奮せずにはいられない。

　鋭い剣さばき、流れる赤い髪かみ、振り返りざまに眼鏡を押し上げる仕草──。これが生ヴァルドロイの戦い！　画面越ごしよりも何倍も迫はく力りよくがあり、緊きん張ちよう感かんがあり、そして何よりかっこいい！

「片付いたぞ。怪け我がはないか」

　シイナがヴァルドロイに見み惚とれている間のものの数分の内に、多勢に無勢でありながら、彼は盗賊を片付けていた。

「ありがとう、ヴァルドロイ！　助かったわ！」

　シイナとモンドがヴァルドロイの側そばに駆かけ寄ると、彼は剣を不思議そうに眺ながめながら鞘さやに納めているところだった。やはり、バグ剣が気になるようだ。
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「結局、なんなんだ。この剣は。やたらとクリティカル攻撃が出たぞ」

「だから【ヤバい剣】なんじゃない？」

　シイナがはぐらかして答えると、ヴァルドロイは複雑そうな表情になった。見るからに、達成感のない様子だ。

「どうしたの、ヴァルドロイ」

「……久々の戦いだったが、武器の力ありきの勝利に感じてしまってな。実際の俺の力量では、奴やつらにすら勝てていたかどうか」

「ぜっっったいに勝ててた！」

　シイナは、突然大声をあげた。ネガティブな雰ふん囲い気きを打ち消すような、力強い声だ。ヴァルドロイだけでなく、真横にいたモンドも驚おどろき、目を丸くしている。

「この剣は、たしかに特別な錬れん成せい剣けんだけど、大人数の敵に対して、雑に振り回すだけで勝てるようなチート武器じゃない。使い手が重要……って、マートンが言ってたわ！」

　非戦闘員の自分が、あまり剣について語るのは違い和わ感かんがあると思い、シイナはマートンの名前を出した。しかし、ヴァルドロイに伝えたい想おもいは、自分の言葉で言うしかない。

「今日の勝利はあなたのもの！　目標をクリアしたら喜ばなくちゃ！」

　すぐにとは言わないけど、少しずつ──、いつかあなたの自信に繋つながりますように。

　そんな願いを込めて話したシイナに、ヴァルドロイは「分かった」と頷うなずいた。

「レベルも上がったようだ。お前の、【レベルでゴリ押し作戦】という作戦に、添そえているか？」

「もちろん！　ばっちり！」

　シイナはヴァルドロイのレベルが61に上がったことを確認すると、にんまりせずにはいられなかった。

《ユグドラシル・サーガ》のバトルでは、トドメＥＸという、敵にトドメを刺さすと経験値をプラスで貰もらえるシステムがある。

　通常は仲間たちと共に戦うため、タイミングよくトドメを刺せる者は限られてしまう。しかし、ヴァルドロイが独りで戦う分には、このボーナスを独どく占せんできることが美味おいしいのである。ちなみにドロップするアイテムやお金も、もちろん独り占じめだ。しばらくは、この作戦で鍛きたえてもらおうというのが、【レベルでゴリ押し作戦】だ。

　そして、無事に町に辿たどり着いたシイナたちは、順調に仕入れを済ますことができた。

「いい物が買えたね、モンドさん！」

「おうよ！　レオナが最近ボウガンにハマってるって言うから、ちゃあんとボウガンの矢も買ってやったしよ。最近は魔法を使う敵が増えてるってんで、魔法耐たい性せいの高い防具も揃そろえてやったぜ！」

「うんうん！　いいかんじ！」

　グッジョブ、と盛り上がるシイナとモンドを見て、ヴァルドロイは感心したようだった。

「その【鑑かん定てい眼がん】は伊達だてではないようだな。武器も防具も、良品ばかり。だが、コストはかかり過ぎていない」

「分かるか、若造。それに、需じゆ要ようと供給ってのを意識してだなぁ……。ま、その辺はシイナのおかげだ」

　ほう、とヴァルドロイの視線がシイナに向けられた。

　ふ、不意打ちの直視はまだ無理！

　眼鏡の下の、グリーンの瞳ひとみに見つめられると、何だかくらくらしそうになる。同時に、なんとなくだが、初めて会った時と比べると、彼の瞳に力があるような気がした。

「私のことはいいから、モンドさん！　ヴァルドロイに渡わたすものがあるんでしょ！」

　シイナは照れ隠かくしにモンドの後ろに回り、その背をパシパシと叩たたいた。

「おう！　そうだったな！　護衛の礼だ、受け取れ。ヴァルドロイ」

　シイナに促うながされ、モンドは荷物入れから、とある剣けんと防具を取り出した。

「これは、ミスリルブレードとセイントアーマー……！　いいのか？」

　ヴァルドロイは目を丸くして、それらを見つめている。

　驚くのも無理はない。どちらも特別なルートで仕入れ、特別な素材で錬れん成せいしなければ手に入らないという、貴重な品なのである。

「俺は、大した仕事はしていない。盗とう賊ぞくを数人倒たおしただけだ。報ほう酬しゆうに見合っていない」

「おいおい。俺とシイナの命が軽いって言いたいのかぁ？　護衛ってのは、立派な仕事だ。文句言わずに受け取れよ」

　戸と惑まどうヴァルドロイに、モンドは無む理り矢や理り押し付ける形で報酬を渡した。クエスト達成である。

「……すまない。有り難がたく貰い受ける」

　ヴァルドロイが安物の剣と防具を外し、改めてミスリルブレードとセイントアーマーを装備する姿を、シイナは胸を熱くして見守っていた。

　いつかこの装備よりも、さらにはゲーティアアーマーよりも優れた装備を身につけてほしいと願わずにはいられない。

　実は、今回のミスリルブレードとセイントアーマーは、シイナたち商人隊からの激げき励れい品である。ヴァルドロイのマネジメントに燃えるシイナを見て、モンドたちも協力してくれたのだ。いい仕事仲間がいてよかったと、シイナは、これまた胸が熱い。

「よし！　仕入れも済んだし、帰りもヴァルドロイに護まもってもらおう！　で、マートンに剣の使い心ごこ地ちを報告しないとね！」

「あぁ。任せろ」

　眼鏡めがねをクイッと押し上げるヴァルドロイの顔は、少し笑っていた。シイナは初めて見た彼の笑え顔がおに、思わず心が温かくなる。

　さて、次のマネジメントプランは──。
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　バグ剣のクエスト後、ヴァルドロイは積極的にレベル上げを続けていた。シイナたちから貰ったミスリルブレードとセイントアーマーは彼の手によく馴な染じみ、いざという時のバグ剣の使い勝手も非常に良かった。

　しかし、独りで戦せん闘とうをしているため、どうしてもＨＰ回復やＭＰ回復は市し販はんの薬に頼たよらなければならない場面が多く、なかなか金銭的な余よ裕ゆうは生まれていなかった。ヴァルドロイは、このことも、あの女マネジャーに相談すべきだろうかと悩なやんでいたが、自分の懐ふところ事情まで話すことは、なんだか気が進まずにいた。

　そんなある日の十四時前、ヴァルドロイは、激安パサパサの麦パンの入った紙包みを片手に、食堂を訪おとずれていた。

　十二時から十三時半頃ごろであれば、料理当番の作った昼食を食べることが可能なのだが、彼にはまだ、打ち解けていない仲間たちと同じテーブルを囲む勇気がなく、ひとりで食事ができるこの時間を狙ねらって食堂にやって来ていた。せめてコーヒーくらいは飲みたいのだ。囲いの付いた一人用の席でもあればいいのに、と思わずにはいられない。

　食べ終えたら、また経験値稼かせぎに行こうか──と、ふとヴァルドロイが食堂の隅すみに目をやると、例のマネジャーがテーブルに突つっ伏ぷして寝ねているではないか。

「……無防備すぎる。仲間しかいないとはいえ、女がこんな場所で居い眠ねむりなど」

　と、ヴァルドロイは、すぅすぅと静かな寝息を立てているシイナを見て、思わずぼやいてしまう。食後の小休止のつもりだったのかもしれないが、もはや誰だれもいない食堂で、彼女が目覚めるきっかけは皆かい無むのように思われた。

「まぁ、疲つかれているんだろうな。寝かしてやるか……」

　ヴァルドロイは、自らが彼女を起こすのも、なんだか気が引けた。何故なぜなら、シイナがあまりに気持ちよさそうに眠っており──。

「なっ！」

　前言撤てつ回かいだ。叩き起こそう。

　ヴァルドロイが方針を百八十度変えた理由は、シイナがメニュガメの【エグセル】のページを開きっぱなしで眠っていたからだ。

【ヴァルドロイ　最強化計画！】

　そんなタイトルがでかでかと掲かかげられ、一週間ごとのレベルアップの目標や、ステータスのグラフ、相あい性しようのいい装備品やスキルがピックアップされていた。

　マネジメントされる側としては、真面目まじめなマネジャーで非常に心強いし、有り難い。しかし、いったい何人の仲間が、寝ているシイナのメニュガメを覗のぞいていったことだろう。ヴァルドロイからしてみれば、恥はずかしくてたまらない。

「おい！　起きろ！」

　ヴァルドロイは、シイナにツカツカと歩み寄り、その肩かたをパシッと叩いた。

「んん～……。えぇぇぇーっ！　ヴァルドロイ？」

　彼女は、初めはぼんやりとしていたが、目の焦しよう点てんが合うや否いなや、あわあわと手を振ふり回しながら、飛び上がって立ち上がった。そしてその彼女の指が、ヴァルドロイの顔の真横をかすめ──、カツンと何かを引っ掛かけ、吹ふっ飛ばした。

「うっ！　待て、動くな！」

「え？　今の何？」

　ヴァルドロイは咄とつ嗟さに叫さけんだが、シイナが「何がどこに？」と数歩後ずさった──、その時には既すでに遅おそかった。

　パキンッという悲しい音が食堂に響ひびき、ヴァルドロイの表情はみるみるうちに険しくなっていく。

「おぉまぁえぇぇぇ！　俺の眼鏡を！」

「うわぁぁぁっ！　ごめんなさいごめんなさい！」

　大おお慌あわてで平謝りしてくるシイナの足元には、レンズが割れ、フレームも無む惨ざんに変形してしまった眼鏡が落ちていた。さすがにどう見ても再起不能だ。

「ほんっとうにごめんなさい！　新しいの、弁べん償しようします！」

「いい。触さわるな」

　ヴァルドロイは、眼鏡を拾い上げようとしたシイナの手を払はらいのけ──、ようとしたのだが、彼の手は盛大に空を切った。そしてさらに、その手がテーブルの脚あしに当たってしまい、ヴァルドロイは「うぐっ」と短い悲鳴と共に、地味な激痛に襲おそわれた。

　ヴァルドロイの眼鏡は、ファッションのための伊達眼鏡などではない。そんなものを掛けている者を見ると、殺意が湧わいてくるほどに、眼鏡は生きるための必ひつ須すアイテムなのだ。

「あの、ヴァルドロイ……。眼鏡、一いつ緒しよに買いに行こう？」

　シイナの申し訳なさそうな声に、ヴァルドロイは嫌いや々いや頷うなずくほかなかった。視界が不ふ鮮せん明めい過ぎて、自分ひとりで町の眼鏡屋に行くなど、不可能だからだ。そして、彼女の表情はよく見えなかったが、おそらく心配してくれているようで、馬ば鹿かにして笑っていないことだけは分かった。

「……頼たのむ」

　ヴァルドロイはため息をつきながら、手て探さぐりで椅い子すに座った。

　せめて、この不味まずいパンだけは食べてから行こう。







　その後、ヴァルドロイとシイナは、二人でピヨルム領の中心街にやって来た。

　シイナは商人隊の同どう僚りようたちに事情を話し、半日休きゆう暇かを取ったらしく、時間はたっぷりあるとのことだった。

「一応、キャンディとマートンにも眼鏡を直せないか聞いてみたんだけど、さすがに本職の眼鏡屋さんに頼んだ方がいいって言われた。近くのピヨルム領なら、職人さんがいっぱいいるから、眼鏡屋さんもあるんじゃないかって」

「ピヨルムか。エルバニアの、商業が盛さかんな町だな」

　ヴァルドロイ自身は、エルバニア王国にはあまり詳くわしくなかったが、ピヨルム領は職人の町として有名であり、いつか武器や防具を見に行きたいと思っていた場所だった。しかしまさか、初めに眼鏡を買いに行く羽目になるとは。

「えぇっと、地図によると、この坂道を上って、レンガ通りを左に抜ぬけて……？」

　シイナは町の入り口で、地図をぐるぐる回しながら、首を傾かしげている。

　どうやら、この女マネジャー、地図が苦手らしい。

「おい。見せてみろ」

　見み兼かねたヴァルドロイは、シイナの持つ地図をグッと覗き込み、目を細めながらそれを睨にらみつけた。何故だかシイナが「近い……！」とうわずった声をあげていたが、近寄らなければ地図が見えないのだから仕方がない。

「レンガ通りの途と中ちゆうに、四つ角がある。そこを右折し、噴ふん水すい広場の東に眼鏡めがね屋だ。覚えたか？」

「は、はいぃぃぃっ！」

　シイナの可笑おかしな返事に、ヴァルドロイは不可解な思いを隠かくせなかった。いつもの、ハキハキとした印象とはかけ離はなれた声調なのだ。

「なんだ？　具合でも悪いのか」

　と、ヴァルドロイがシイナの表情をよく見ようと顔を寄せると、シイナは全力で身を引いたではないか。

「大だい丈じよう夫ぶ！　本当に大丈夫だから、勘かん弁べんして！　私、天に召めされる！」

「意味が分からん。眼鏡がなくて弱っているのは俺の方だぞ」

「ごめん！　そうなんだけど、そうじゃないの！」

　変な奴やつだ、とヴァルドロイは地図をシイナに再び預け、彼女の後ろについて歩くことにした。

　そして、シイナの手元の地図が逆さまになっており、目的地から遠のいていたことに気が付くのは、その二十分後、ようやく眼鏡屋に辿たどり着いたのは、そのさらに三十分後であった。

「ヴァルドロイ、本当にごめんなさい。私、紙地図が苦手で……。無む駄だに疲れさせちゃったよね」

　シイナが眼鏡屋で何度もペコペコと頭を下げるため、ヴァルドロイは逆に怒おこる気を失ってしまう。寧むしろ、周りの客たちがこちらを興味津しん々しんに見ている気がして、一刻も早くシイナの動きを止めたかった。

「いい。分かった。お前が地図音おん痴ちで方向音痴であることは、よく理解した。眼鏡さえ手に入れば、帰りは俺が道を見るから大丈夫だ」

「うぅぅ。私、役立たずで申し訳ないです」

「誰だれにでも、得手不得手はある。ここまで連れて来てくれたこと、感謝する」

　ヴァルドロイは目を細めてシイナを見つめ、彼女が泣いていないことを確かく認にんしてから、眼鏡が並ぶ棚たなに近づいた。自分は昔から、きつい物言いをするらしく、少し心配になったのだ。

「どの眼鏡がいいだろうか」

　ヴァルドロイは、なるべく穏おだやかな口調でシイナに問いかけた。

　かつての自分ならば、少しでも面めん倒どうだとか、気まずいだとか、そういった感情を持った相手とは距きよ離りを取っていたのだが、彼女はせっかくマネジャーになってくれた仲間だ。歩み寄る努力はしたかった。

「眼鏡選び、手伝ってもいいの？　うわぁ！　じゃあ、これとこれと……」

　ヴァルドロイが言うや否や、シイナは嬉うれしそうに眼鏡をかき集め始めた。

　スクエア型、ウェリントン型、ボストン型、メタルフレームやコンビフレームなど、多種多様な眼鏡をヴァルドロイに掛けさせては外し、掛けさせては外しを繰くり返す。

「おい。俺は着せ替かえ人形じゃないぞ」

「だって、こんな機会二度とないかもしれないし。素す敵てきな眼鏡を選ばなきゃ！」

「前の物に一番近いやつでいい。その……、黒くろ縁ぶちの四角いやつだ」

　不思議とえらく楽しそうなシイナには申し訳なかったが、ヴァルドロイは最もシンプルな眼鏡を手に取った。

「これを、どう思う？」

「うん。一番よく似合ってる。やっぱりヴァルドロイには、スクエア型だねぇ。あっ、でも……」

　シイナは一度納なつ得とくしたように見えたが、次の瞬しゆん間かん言葉を濁にごした。視線は、値札に一直線に注がれていた。

「五万Ｇゴールド……」

　二人の声が重なった。

　正直、ヴァルドロイには高過ぎる金額だった。今まで掛けていた眼鏡は一万五千Ｇ、今回の予算は高くても二万Ｇくらいと考えていたため、これを買ってしまうと、明日からの回復薬どころか、パサパサのパンすら買えなくなってしまう。しかし、これ以上しっくりくる眼鏡は他ほかにない。

　そして、店主までもが追い打ちをかけてきた。

「お客様～。お目が高いですね！　その眼鏡は私が数年間試行錯さく誤ごして作りあげた一点物でして。レンズとフレームの強度は、その辺のアーマーなんかより優すぐれています。もちろん水は弾はじきまくりですし、光魔ま法ほうの中でも目を開けていられて、闇やみ魔法の中でも視界がクリアになる特とく殊しゆ加工付き！　今なら、十年保証と眼鏡拭ふきをお付けします！」

　ほ、欲しい。かなり戦せん闘とう向きな眼鏡だ。

　ヴァルドロイは、「うぐぐ」と唸うなりながら、懐ふところから財さい布ふを取り出したが、中身はちょうど五万Ｇと少しだった。

「ヴァルドロイ！　わ、私が弁償するから！　すみません、分ぶん割かつ払ばらいってできますか？」

　迷っていたヴァルドロイを見て、シイナは「推おしに貢みつげるなら本ほん望もう！」と、訳の分からない言葉と共に、パッと財布を開いた。

　しかし、ヴァルドロイは咄とつ嗟さに彼女の手を掴つかみ、財布を引っ込めさせた。いくらなんでも、支払いをシイナに頼たよることは、彼のプライドが許さなかったのである。

「店主。俺が買う。一いつ括かつだ！」

　義勇軍の前線でバリバリ戦っているメンバーは、もっと金銭的に余よ裕ゆうがあるのだろうか、とふと考えてしまった。我われながら冴さえない状じよう況きようだ、とヴァルドロイは心の中でため息をつかざるを得ない。







　新しい眼鏡の使用感は、これまでになく非常に良かった。まるで裸ら眼がんなのではないかと思うほど軽く、遠方もよく見える。ピヨルム領が、レンガ調の美しい街並みであることや、商人たちの活気で溢あふれていることにようやく気が付き、ついでに、隣となりを歩く女マネジャーの落ち込んだ顔もよく見えた。しゅんと静かであり、とぼとぼ歩くという言葉が似合っている。

　一方ヴァルドロイは、シイナが落ち込んでいる理由がなかなか分からなかったのだが、少し考えると察しがついた。

　彼女は、眼鏡を壊こわし、道に迷い、眼鏡代も弁べん償しようできずじまいなのだ。おそらく、ヴァルドロイの役に立てず、迷めい惑わくをかけ続けている自分への嫌けん悪お感かんを抱いだいているといったところか。

　この状態のまま帰るのは気まずい。どうしたものか、とヴァルドロイが悩なやんでいると、一瞬だけ、シイナの視線がとある店に留まったことに気が付いた。それは、シュヴァリエ王国では見たことのない種類のテイクアウト専門の洋よう菓が子し店だった。

「小腹が空すいたな。……眼鏡の詫わびに馳ち走そうしてくれるか？」

「えっ！　お詫びって、そんな！　ぜんっぜん金額が釣つり合ってないし」

「俺の希望を却きやつ下かする気か？　とっとと買ってこい」

　ヴァルドロイはぶっきらぼうに言い放つと、シイナの背中をトンと押した。

　するとシイナは、初めは迷っている様子だったが、一度だけこちらを振ふり返ってから、店のメニュー板に駆かけ寄っていった。その足取りは軽く、なんだか嬉しそうに見える。

　これで多少は、彼女も引け目を感じずに済めばいいのだが、とヴァルドロイはその様子を見守った。なんだか、子どものお使いを見守る親のような気分で、我ながら可笑しな状況だ。

　そして、店頭から戻もどってきたシイナの胸には、菓子の入った紙包みが抱だき締しめられていた。

「いったい、どれだけ買ってきたんだ。お前は」

「えへへ。私、昔からシュークリームが大好きで。週末のご褒ほう美びに、よく買ってたの。ヴァルドロイが、どんなのが好きか分からないから、全種類買ってきちゃった」

　シイナは通りのベンチに腰こし掛かけ、にこにこ笑いながら紙包みを開け始めた。ヴァルドロイも、その隣に腰を下ろし、シュークリームとやらを覗のぞき込む。

「えっとね。これが、濃のう厚こうカスタードクリームシュー。こっちがホイップクリームとカスタードクリームの二層シュー。あとは、季節限定のストロベリーシューとキャラメルシュー！」

「よく分からん。一番普ふ通つうのをくれ」

「じゃあ、カスタードかな。私は二層シュー食べていい？」

「構わん。好きにしろ」

　ヴァルドロイがそう答えると、シイナは目をキラキラと輝かがやかせながら、二層シューをぱくっと一口頬ほお張ばった。ヴァルドロイも彼女の真ま似ねをして、カスタードクリームシューにかぶりつく。すると、口いっぱいに甘くとろけるクリームが広がり──、気が付くと隣のシイナは、表情筋がなくなったのかと思うほど、ゆるゆるの笑えみを浮うかべていた。

「んん～。美味おいしい～」

「ふっ。なんだ、その顔は。笑わせようとしているのか？」

　ヴァルドロイはシイナの顔を見て、思わず笑ってしまった。まるで、子どものように見えたからである。

「美味しく食べてるだけなのに！　ヴァルドロイだって、ふにゃ～って顔になってたんだから！」

「馬ば鹿かを言うな。俺がお前のような腑ふ抜ぬけた顔をするものか」

「どうかしら。ほら、どんどん食べて。見とくから！」

「ならば、俺もお前を見ておく。さぁ、食え」

　ヴァルドロイが、誰かと他愛たわいもない会話をしたのは久々だった。そして不思議と、戦争の苦しみや悲しみから解放されたような、心軽かろやかな気持ちになっていた。

　もしかして、この女マネジャー相手だからだろうかと、そんな考えが不意に頭をよぎる。シイナの感情豊かな表情を見ていると、なんだか愉ゆ快かいなのだ。

　この女マネジャーに関しては、先刻の食堂での居い眠ねむりや眼鏡めがね破は壊かい、地図が読めないことなども含ふくめると、昨日までに彼女に抱いていた印象とは、少々ズレがあるように感じた。熱血で真面目まじめなイメージだったが、よく言えば親しみやすい。悪く言えば、どんくさい。そういえば、よく走って転びそうにもなっている。

　しかし、だからこそ放ほうっておけない気がするのだ。マネジメントしてもらっているのは自分の方だが、逆に支えてやりたくなるような、不思議なマネジャーだ。

「そっちのシュークリーム、味見してもいいか？」

　いつになく上じよう機き嫌げんなヴァルドロイは、シイナの二個目のシュークリーム──、キャラメルシューを見つめながら言った。同時に、こちらのストロベリーシューを「食っていいぞ」と差し出す。

「ふぇっっ！　い、いいの？」

「シュヴァリエでは、菓子などほとんど出回っていなかったからな。気に入ったぞ、シュークリーム。色々な味を試ためしたい」

　しかし、ヴァルドロイの言葉は、シイナの耳には届いていない様子だった。異常にソワソワと落ち着きをなくし、顔を赤らめながらシュークリームを持つ手をふるふると震ふるわせているのだ。

「よく分からんが、お前は面おも白しろい奴やつだな」

　と、ヴァルドロイは、シイナの手ごとキャラメルシューを引き寄せた。

　そして、サクッと一口。
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「うまいな」

　ザラメのザクザクとした触しよつ感かんと、とろけるクリームの甘さが、心を解ほぐしていく。そんな感覚がやみつきになりそうだった。

　いつか、貧しいシュヴァリエ王国でも食べられるようになればいいのにと、ヴァルドロイは祖国の人々を思わずにはいられない。そして、彼らのためにも、自分は戦い抜かなければならないという気持ちが強くなった。

　この女マネジャーとなら、できる気がする。そんな根こん拠きよのない自信が、ヴァルドロイの心に芽生え始めていた。

「買い物に付き合ってくれたこと、感謝する。まぁ、お前に割られた眼鏡だが……。新たな気持ちで頑がん張ばれそうだ」

　ヴァルドロイは、柄がらにもなく、照れ気味に礼を述べた。

　しかし、チラリとシイナを見やると、なんと彼女は座ったまま、フゥゥッと意識が遠のいているかのような表情を浮かべているではないか。

「お、おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ヴァルドロイは慌あわててシイナの肩かたを揺ゆするが、反応は鈍にぶい。

　ところが気付け薬の代わりに、ストロベリーシューを口元に近づけてみると、彼女は無意識のままに、パクリとそれを頬張った。そして、ゆっくりと咀そ嚼しやくし味わっている様子だ。

　本当に変な奴だなと、ヴァルドロイはホッとしつつも呆あきれてしまう。

「ん～、美味しい……。私、天国に来たのかな」

「馬鹿か。そんな簡単に死なれたら迷惑だ」

「あはは、ごめんね。走そう馬ま灯とうみたいのが見えちゃった」

　意識を取り戻したシイナは「あれ、苺いちごクリームの味がする」と、口をもぐもぐさせながら笑っていた。小動物を連想させる姿だ。

「こんなに楽しい時に、召めされちゃったらもったいないよね」

「俺といて楽しい、か？」

　ヴァルドロイは、シイナの何気ない言葉を聞き逃のがすことができなかった。

　自分の愛あい想そのない性格は、自分が一番理解しており、楽しいとか愉快だとか、そういったことを他人から言われたことは、今までほとんど経験がなかったためである。

　そして、ヴァルドロイが眼鏡を押し上げながら、こっそりと横目でシイナに視線をやると、彼女はヴァルドロイの視線には気がつかないまま、シュークリームをもう一口頬張ろうとしているところだった。

「すっごく楽しい。今だけじゃないよ？　ヴァルドロイに出会ってから、毎日、楽しいことがどんどん増えてるんだから」

「理解できん。何故なぜ、俺など……」

　ヴァルドロイが言い淀よどむと、シイナは「ネガティブは悪い癖くせだよ」と、こちらにムッとした視線を向けた。

「私は、あなたが信念を持って戦う姿を見て、自分もそうなりたいって思った。まぁ、私の場合は、命がけの場面はないんだけど……。でも、とにかく、ヴァルドロイに憧あこがれたことを間ま違ちがってたなんて思ってないし、あなたのことを知れば知るほど、マネジャーになれて良かったなって思うよ。ヴァルドロイが自分を否定することは、そんな私まで否定することになるんだからね！　そこら辺、覚えといてよね！」

「あ、あぁ」

　結果的に怒おこられている──のだが、ヴァルドロイは不快ではなかった。

　寧むしろ、シイナの言葉のひとつひとつをかみ砕くだいていくと、胸がむずがゆく、今すぐどこかに隠かくれたくなるような感情が飛び出しそうになっていた。

　今のは、いったいどういう意味なんだ。

　理解できない、とヴァルドロイは自分の内から湧わいて出た気持ちから、目を逸そらしたくなった。

　しかし、彼女の真っ直すぐな瞳ひとみや言葉を捉とらえた自分の心を、ヴァルドロイは誤ご魔ま化かすことはできず、しばらく言葉が出てこない。こんな気持ちは、経験したことがなかった。

「ヴァルドロイ、どうしたの？　大丈夫？」

　ぼんやりと黙だまったままのヴァルドロイを心配してか、シイナは不安そうにキャラメルシューを近づけてきていた。

「食べる？」

「ふっ。お前と一いつ緒しよにするな」

　ヴァルドロイは、シイナの方にシュークリームを戻もどさせながら、肩を震わせて笑った。

「まったく、お前という奴は。こんなに笑ったのは久しぶりだ」

「うーん。ヴァルドロイが楽しそうなのはいいんだけど、なんか馬鹿にされてる気がする！」

「どうだろうな」

　そしてヴァルドロイは、猛もう抗こう議ぎしようとするシイナの口に、再びストロベリーシューを押し込んで黙らせた。「ふぐぐっ」と悔くやしそうな声を出しつつも、シイナは甘あま酸ずっぱい苺クリームに、すっかりとろけた表情だ。

「これだけ楽しいのなら、また食べたいものだな」

「え？　なんてなんて？」

　ヴァルドロイの呟つぶやくような言葉は、シイナには聞こえていなかったようだった。

　しかし、もう一度言うのは気き恥はずかしく、ヴァルドロイは「いや……」と言葉を濁にごした。とてもではないが、面と向かって言い直す気き概がいは、まだ持ち合わせてはいなかったのだ。

「次のマネジメントプランは何かと聞いたんだ。マネジャー」

「うんうん！　もちろん考えてる！　次は──」
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「【一いつ攫かく千せん金きんの素材集め作戦】、スタートよ！」

　シイナのやる気満々の声が、ガツラガ鉱山の坑こう道どうに木霊こだました。

　ここはシュヴァリエ王国にある鉱山で、義勇軍のスタメンたちが、すでにモンスター退治を済ませた場所である。

　しかし、《ユグドラシル・サーガ》をやり込んだシイナは、坑道の抜ぬけ道の先に、レアな鉱物──、高値で売れる宝石や、上質な錬れん成せい素材が採れるスポットがあることを知っていた。そこでシイナは、「鉱物をたくさん持ち帰って、金欠解消！　装備も錬成しよう！」というプランを考えついたわけである。

「今回はツケで回復薬を買っているんだ。稼かせげないと困る」

「大丈夫！　ほんとにザックザックだから！」

「俺には、お前の謎なぞの自信が不思議でならん。お前はここに来たことがあるのか？」

「実際に来たのは初めてだけど、知識は豊富なの」

　道案内をするシイナの少し後ろで、ヴァルドロイは首を傾かしげていたが、それでも信じてついて来てくれていた。そのことが、シイナは嬉うれしかった。

　しかし、「本当は、もっとロマンチックな所に行きたかったけど……」と、つい欲よく張ばりな考えが頭をよぎってしまう。

　それは、先日二人で出かけたピヨルム領での数時間のせいかもしれない。そもそもはシイナがヴァルドロイの眼鏡めがねを壊こわしてしまったことが原因だったのだが、その後二人で町を歩き、眼鏡を選び、最後にはシュークリームまで一緒に食べたのだ。憧れの人の可愛かわいい面をたくさん、しかもかなり近くで見ることができたうえに、手まで触ふれてもらえた。

　これって、巷ちまたの若者は、デートって呼ぶんじゃない？

　生まれてこの方、気になる人とデートなどしたことがなかったシイナにとって、あの日は忘れられない出来事となった。今も、思い返すだけで幸せになる。そして、少なからず、ヴァルドロイのシイナに対する態度も柔やわらかくなった気がして、シイナのやる気もますますアップしているというわけだ。

「ヴァルドロイ、こっちこっち」

　シイナは薄うす暗ぐらい坑道をランタンで照らしながら、普ふ通つうの人間ならば見落とすに違いない細道を指差した。それこそが、マニアックなプレイヤーのみが知る、ボーナススポットの入り口だ。

「こんな所に道が？　本当に、よく知っていたな」

「えへへ。まぁね。ほら、早く行こう」

　シイナはさりげなく、しかしちょっぴり欲を出して、ヴァルドロイの右手を掴つかんで引いた。残念ながら彼は籠こ手てを着けていたため、手のぬくもりは感じられなかったのだが、それでも十分だった。

　シイナは抑おさえられない胸の高鳴りに、心臓の音が聞こえてしまうのではないかと心配になってしまう。そんな気持ちを誤魔化すために、シイナは大きな声を出しながら、坑道のあっちやこっちを指差した。

「見てみて！　ここにルビーストーン！　こっちにはミスリル！　あっちも何かありそう！」

「ほう。たいしたものだ。お手て柄がらだな、マネジャー」

　そして、シイナとヴァルドロイは手分けして、高級素材を集め始めた。

　こんな時、この異世界のポーチは便利なもので、質量や重さを無視して収納ができてしまう。取り出す時は、メニュガメをピッとタッチするだけだ。ただし、ポーチに収納できるものは、武器や防具などの装備品、衣い装しよう、素材や貴重品といった、ゲームっぽいアイテムだけなのだが、それでもかなり役に立つことは間違いない。

　今も、重たい鉱石を大量に収集しているが、身体からだへの負担はまったくないのだ。日本にもこのポーチがあれば、もっと仕事が楽になっていただろう、と思わずにはいられない。

「けっこう集められたかな。あのね、ヴァルドロイ。この場所のちょっと先に……」

　シイナは、隠し宝箱を探しに行こうと提案しようとした。その矢先だった。

　ゴゴゴゴゴォォッと、坑道に重圧感のある音が響ひびき渡わたり、ちょうどシイナとヴァルドロイの間で、岩の地面がひとりでにモリモリと盛り上がってきたのだ。

「クレイゴーストだわ！」

　それは、ガツラガ鉱山に生息する超ちようレアモンスターで、岩の体をしたゴーストだ。《ユグドラシル・サーガ》では、経験値が倍になる神秘の石というアイテムをドロップする、有り難がたい敵なのだが、やり込みプレイをしているシイナでも、数回しかお目に掛かかったことがないほどの低てい遭そう遇ぐう率だ。

　まさか、今日会えるとは思ってもみなかったのだが、不幸なことにクレイゴーストは特定の攻こう略りやく法を用いなければ、非常に手て強ごわい。その理由は、二つある。

「下がれ！　斬きり捨てる！」

　ヴァルドロイは、素す早ばやくミスリルブレードを抜き放ち、クレイゴーストがシイナに迫せまる前に斬り掛かかった。しかし──。

「なにっ！」

　キィィィンッという乾かわいた金属音と同時に、ミスリルブレードは勢いよく弾はじかれてしまった。ヴァルドロイは続けざまにバグ剣けんで斬りつけるが、その攻こう撃げきも同様だった。

　これが一つ目の理由──、普通の物理攻撃ダメージが、一いつ切さい通らないことだ。たとえ、奥おう義ぎであろうが、クリティカル攻撃であろうが効果はない。

　そして、二つ目の理由は、クレイゴーストが直近で戦ったボスキャラクターに擬ぎ態たいしてくることだ。見た目は岩なのだが、形や攻撃方法はそっくり同じであり、まるでボス戦を再びやっているかのような状じよう況きようになる。しかも、通常の物理攻撃を受け付けないとなると、かなり厳しい戦いを強しいられることは間ま違ちがいない。

　シイナの予想通り、クレイゴーストはヴァルドロイの知っている敵に擬態したようで、

「何故なぜ、【黒くろ騎き士し】の姿を……！」

　と、ヴァルドロイは声を震ふるわせていた。

　その姿は岩ではあるものの、禍まが々まがしい形をした鎧よろい兜かぶとに身を包み、二メートルを優に超こえる長なが槍やりを携たずさえた騎士──、ゾクリとする威い圧あつ感かんを備えた、シイナの知らない敵キャラクターだった。ヴァルドロイが以前話していた、シュヴァリエ王国の将だろうかという考えが頭をよぎったが、今はそれどころではない。

「ヴァルドロイ！　クレイゴーストは、雷かみなり属性の攻撃しか効かないの！　魔ま法ほうを使って！」

　と、シイナはヴァルドロイに向けて大声で叫さけんだ。

　クレイゴーストの弱点は、雷属性なのだ。雷魔法や雷をまとった物理攻撃ならば、驚おどろくほど大きなダメージを与あたえることが可能であり、運よくヴァルドロイは雷魔法を習得している。

　ただ問題は、魔法は呪じゆ文もんを唱えている間は、術者が無防備になってしまうことである。複数の仲間と一緒に戦っている場合なら、術者を守ることができるのだが、今はヴァルドロイとシイナの二人だけだ。ヴァルドロイが魔法を使う役割ならば、シイナがするべきことは、黙って後ろに下がることではない。

「私が敵を引き付けるから！」

　シイナは、意を決して駆かけ出した。

「……おいっ、馬ば鹿か！　よせ！」

　ヴァルドロイは放心していたのか、一いつ瞬しゆん反応が遅おくれたように思われたが、シイナは止まるわけにはいかなかった。二人で生き残るには、戦えない自分が囮おとりになる他ほかないと思ったのだ。

　そして、走るうちに、一つ思い出したことがあった。

　それは、この坑道に眠ねむる隠かくし宝箱の中に、武器の属性を雷に変化させる、アメジストリングというレアアイテムが隠されていることだ。アメジストリングさえ手に入れば、ヴァルドロイの剣技も効くようになるとひらめき、シイナはますます止まることなどできない。

　ヴァルド様に勝ってもらうため！　経験値倍増アイテムをゲットするため！

　シイナは自分を鼓こ舞ぶし、息を切らしながら坑道を走ったが、恐おそろしいことに、自分のすぐ後ろには、騎士の姿をしたクレイゴーストがゴリゴリと坑道の岩道を削けずり取りながら、迫っている。想像以上に敵の移動速度が速いのか、それとも自分が遅おそいのか。

　走れ！　私！　人生最速で走れ！

　シイナが足を必死に動かし、宝箱を探していると、バチバチィッという雷らい光こう音が背後で響いた。すると、クレイゴーストの気配が遠くなる。察するに、ヴァルドロイが雷の中級魔法【サンダーボルトウェーブ】を放ち、一時的に敵を足止めしてくれたようだった。

　そしてシイナは、束つかの間の安あん堵どとともに、坑こう道どうの壁かべのくぼみにお目当ての宝箱を発見した。しかし、ひどく錆さびた宝箱で、力を込めてもなかなか開かない。

「うぅぅぅーんっ！　開かないぃぃ！」

　宝箱はギシギシと音を立てているため、もう少しで開きそうな様子ではある。シイナは気合いの叫びをあげながら、奮ふん闘とうしていたのだが──。

「そこから離はなれろ！」

　背後からヴァルドロイの声が飛んできたかと思うと──、飛んできたものは別のものだった。

　振ふり返ると、離れた位置にいるクレイゴーストの手から、長槍が消えている。それがどこに消えたかというと、真っ直すぐにシイナに向けて投じられていたのだ。

「やめろ！」

　という、ヴァルドロイの叫びと同時に、シイナの身体は後方に大きく倒たおれた。
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「…………っ！」

【黒騎士】に二度も奪うばわれるのか？　そんなこと、あってたまるか！

　ヴァルドロイは、また一瞬、震えで動けなくなりそうになった。

　大切な人の命を奪われたあの日を、【黒騎士】の殺意に満ちた魔ま槍そうを思い出し、無力な自分を後こう悔かいと苦しみが襲おそってくる。

　しかし、諦あきらめるなという想おもいが、彼の身体を突つき動かした。

「邪じや魔まだ！　どけ！」

　ヴァルドロイは力ちから業わざでクレイゴーストを蹴けり倒すと、シイナの元へと全速力で坑道を駆け抜ぬけた。

「死ぬな！　俺の元から去るな！」

「わ、私、生きてるよ」

　ヴァルドロイが必死になって駆け寄ったシイナは、岩の地面に倒れたまま答えた。

　彼女の顔のすぐ横には、クレイゴーストの長槍が突き立っており、ギリギリのところで回かい避ひしたことが窺うかがえた。

「宝箱開けようとしたら、ひっくり返っちゃって……」

　シイナは鋭するどい槍に怯おびえているようだったが、慌あわててヴァルドロイの手に紫むらさき色いろの宝石のついた指輪を握にぎらせてきた。アメジストリングだ。

「これで、クレイゴーストをやっつけて！」

「くっ！　後で話がある。覚えておけ」

　ヴァルドロイは短く言い捨てると、クレイゴーストに向かって大きく跳ちよう躍やくした。そして、紫し電でんの力を帯びたミスリルブレードを、敵の脳天から鋭く振り切ると、激しい雷光が火花を散らした。

「消えろ。幻げん影えい」

　ヴァルドロイが剣を鞘さやに納めると同時に、クレイゴーストは粉々に砕くだけ散り、消えた。
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　そして、クレイゴーストは消失するとともに、シイナが熱望していた神秘の石をドロップした。

　しかし、ヴァルドロイはそれには目もくれず、へたり込んでいたシイナにツカツカと歩み寄ってきた。その表情は、まったく穏おだやかでなく、眉み間けんには深い皺しわが寄っている。

「お、怒おこってる？」

「当たり前だ！」

　ヴァルドロイの剣けん幕まくに押され、シイナは思わず震え上がった。今まで、ヴァルドロイのこんな表情は、ゲームでも見たことがなかった。

「そんなに怒らなくても。クレイゴーストも倒せたし、神秘の石だって落ちたし……」

「物などどうでもいい。何故、あんな無む茶ちやをした！　死ぬところだったんだぞ！」

　ヴァルドロイに怒ど鳴なられ、改めて自分がどれほど危険な状態にいたかを思い知ったシイナは、泣きそうになりながら俯うつむいた。

　心のどこかで、自分は死とは縁えん遠どおいと思い込んでいたのかもしれない。攻こう略りやく法を知っているだとか、正義は勝つだとか、そんなことは絶対の法則ではないのだ。この異世界は、ストーリーこそゲームをなぞっているが、キャラクターがロスト──、死んでしまっても、蘇そ生せいの呪文や薬は存在しない。もちろん、リセットもできない。

　前線のみんなが、どれだけの覚かく悟ごを持って戦っているか、自分が危ない目に遭あってやっと気づくなんて……。

　モブ同然のＮＰＣの私なんて、きっと簡単に死んじゃう。

　ゲームじゃない。今は、ここが私の現実世界なんだ。

　そう考えると、急に恐きよう怖ふが押し寄せ、震えが止まらなくなった。

　シイナは自分の身体からだを抱だき締しめながら、ヴァルドロイに頭を下げて、

「ごめんなさい」

　と、短く言った。他に、言葉が出てこなかったのだ。

「俺なんかを信じて囮になるなど、馬鹿な奴やつだ」

　ヴァルドロイは口調を和やわらげ、へたり込んでいるシイナと同じ目線になるよう、その場に膝ひざをついた。そして、震ふるえるシイナの肩かたを抱き、自分の胸に引き寄せた。

「思い出すと怖こわいか？　俺もだ」

　ヴァルドロイの鼓こ動どうとぬくもりを、シイナは感じた。しかし、驚おどろきと胸の高鳴りで、何が何だか分からない。

「ヴァ、ヴァルドロイも戦うのが怖いの？」

　やっと絞しぼり出した言葉と共に、シイナは顔を上げてヴァルドロイを見た。

　ヴァルドロイはもう眉間に皺を寄せてはおらず、悲しくて寂さびしそうな顔をしていた。

「まったく怖くないといえば、嘘うそになる。だが、俺が最も怖いのは、大切な人間が死ぬことだ」

「大切な……？」

「……この話は別の機会に聞いてくれるか？　今日は、お前の震えが収まったら帰ろう」

　ヴァルドロイの優やさしい言葉の後に、シイナは何も喋しやべることができなかった。

　自分がヴァルドロイにとっての「大切な人間」になれたのだろうかと、喜んだからではない。彼のグリーンの瞳ひとみに映っていたのが、自分ではないような気がしたからだ。他の誰だれかが、ヴァルドロイの「大切な人間」として、彼の心を支えているように見えたのだ。
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　十五年前、シュヴァリエ王国の貧民街の片かた隅すみに、褪あせた赤い髪かみをした少年がいた。

　少年は、戦争で親を亡なくし、天てん涯がい孤こ独どくだった。独り生き残ってしまった自分を呪のろい、かといって、自分が死んでも誰も悲しまないと思うと、やり切れない気持ちになり、死ぬこともできずにいた。戦争の絶えない、貧しくて醜みにくくて汚きたないこの国を恨うらみ、何のために生きているのか分からないままに、ただひたすら泥どろをすすって生きていた。

　そんなある日。少年はパン屋に盗ぬすみに入ったが、店主に見つかってしまい、箒ほうきでぼこぼこに殴なぐられ、裏通りに放ほうり出されていた。

「くそっ！　あんな不味まずいパンいるかよ」

　少年は負け惜おしみの独り言をつぶやくと、傷だらけになって痛む身体をさすりながら、捨てられた酒さか樽だるにもたれ掛かかって座った。

　これでは、しばらく残飯を漁あさる体力すら見込めない。パン屋の店主が、いっそ自分を殺してくれたらよかったのにとさえ思ってしまう。

　するとその時、頭上から人の声が降ってきた。

「ひっどいツラしてるねぇ。死体かと思っちまったよ」

　見上げると、積み上げられた酒樽の上に、同じか少し年上くらいの少女が腰こし掛かけていた。少女も自分と同様に、薄うす汚ぎたなく、ボロボロの衣服を着ている。しかし、その表情は明るく、勝気そうな笑えみを浮うかべていた。

「これ、やるよ。食って、明日あしたも生きようって思えたら、何よりだね」

　と、少女は乱暴にパンを投げて寄よ越こしてきた。

「案外、不味くもないもんだよ。まぁ、パッサパサだけど。アンタが店主にぼこされてる間に盗んだやつだからさ、半分やる」

「……誰？」

　少年の怪け訝げんそうな顔を見て、少女は愉ゆ快かいそうに酒樽から飛び降りてきた。なんと身軽なことか。

「アタシはジルフィ。アンタは？　人に聞いたんだから、答えなよ」

「……ヴァルドロイ」

「じゃあ、ヴァルドだ。長くて呼びにくいからね」
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　それが、少年ヴァルドロイとジルフィの出会いだった。ヴァルドロイ十四歳、ジルフィ十六歳の時であり、二人とも戦争で家族を失っていたため、分かり合える部分が多かったのかもしれない。

　その日から、ジルフィはヴァルドロイを連れて行動するようになり、盗みに入ったり、ごろつきを返り討うちにしたりと、二人で貧民街を駆かけ回った。

　ヴァルドロイは、色のない世界に、急に暖かい色が差したかのような感覚に、戸と惑まどいながらも手放したくないという想おもいを抱くようになっていった。

　朝日が見える丘おか、美味おいしい木の実が生なる木、教会に響ひびく美しい音楽や、こっそり外から聞いた学校の授業……。彼女と見聞きしたものすべてが、ヴァルドロイの冷たく閉とざされていた心を溶とかしていった。そして、独り恨めしく見ていた街が、自分の居場所になったのだ。

「悪くないだろ、この国も」

　ある日、ジルフィは呟つぶやくように言った。その手には、短たん剣けんが二本と、片手剣が一本握にぎられていた。

「それ、盗んできたのか？　ジルフィ」

「これはちゃんと買ったさ。まぁ、ガラクタを売りさばいて手に入れた金だけど。アタシの夢のための剣だからね」

　なんだそれは、と疑問に思っていると、ジルフィはヴァルドロイに片手剣を渡わたしてきた。見るからに安物の剣だが、金を稼かせげない自分にとっては、とても高価なものであることには違ちがいない。

　ジルフィはヴァルドロイが剣を握ったことを認めると、嬉うれしそうに自分も両手に短剣を構えてみせた。

「この剣で、成り上がるのさ！」

「成り上がる？」

「そうさ。有り難がたいことに、シュヴァリエ王は身分に囚とらわれない、実力重視の王様だ。なら、アタシらだって、強ければ認めてもらえる」

　シュヴァリエ王の方針は、学のないヴァルドロイでも知っていた。しかし、それでもジルフィの考えは、とても非現実的に思われた。金も力もない自分たちに、何ができるというのだろう。

「実はアタシの親父おやじは、傭よう兵へいでね。魔ま法ほうと剣の技わざなら、叩たたき込まれて……。ってヴァルド！　無理だと思ってる顔だね？　そんなんだから、ゴミ溜ためから出られないんだよ！」

「そんなこと言われても困る。俺は、無む謀ぼうな夢物語に付き合わされるのはごめんだ」

「無謀かどうかは、やってみないと分からないさ。これはチャンスだ！　剣で、この国を変えるんだよ！　民たみを貧しくするだけの戦いを、民を守るための戦いに変える。内側からシュヴァリエをぶっ壊こわすんだ！」

　そう力強く言うと、ジルフィは右手の短剣を天に掲かかげた。

「来たれ、稲いな妻ずま！　【サンダートーテムポール】！」

　すると突とつ如じよ、晴天の空を割るかのように、白い雷らい光こう柱ちゆうがヴァルドロイのすぐ後ろに降り落ちて来た。その轟ごう音おんと地面が焦こげた臭においに、ヴァルドロイは驚いて立ちすくむ。

「うん！　よかった。魔法は鈍にぶってないね」

「よかった、じゃない！　殺す気か！」

「そんなわけないだろ？　アンタはアタシの相棒だよ。せいぜい長生きしてもらわないとね」

　ジルフィは相変わらず、飄ひよう々ひようと滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言う。しかし、今の雷かみなり魔法を見せられると、「もしかしたら……」、という想いが芽生えつつもあった。

　夢なんて、一生無む縁えんかと思っていた。だがジルフィは本気で叶かなえようとしている。「成り上がって、国を変える」という夢のために生きようとするその姿は、ヴァルドロイには眩まぶしく、羨うらやましく映った。

「俺も一いつ緒しよに、ジルフィの夢を目指してもいいのか？」

「くどいね。アタシが見込んだアンタなら大だい丈じよう夫ぶさ」
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　ジルフィの屈くつ託たくのない笑みは、いつだって自分を前へと突つき動かし、希望や勇気を与あたえてくれた。傭兵団の下っ端ぱとして雇やとわれた時も、王国兵の入隊試験を受けた時も、暗殺師団として戦場に出た時も、いつもジルフィは笑っていた。

　口くち癖ぐせは「国のために」──、抜ばつ群ぐんの戦せん闘とうセンスとカリスマ性で、暗殺師団の長おさになっても、彼女の信念は変わることがなかった。

　巷ちまたでは、【闇やみの刃やいば】などという厳いかつい異名で呼ばれていたが、ヴァルドロイからしてみれば、彼女は子どもの頃ころから何も変わらない。ぶっきらぼうだが世話好きで、愛するシュヴァリエ王国のために戦う、かっこいい女性だ。人を引き付ける魅み力りよくがあり、ヴァルドロイとは正反対の──、憧あこがれの人だった。

　これからも、ずっとジルフィの隣となりで戦い、ジルフィと共に生きていくのだと、ヴァルドロイは信じて疑っていなかった。自分を導き、教え、支えてくれた彼女の信念に寄り添そうことが、最大の恩返しであり、自分にできることのすべてだと思っていた。

　そのため、ジルフィが王に謀む反ほんを起こすと言い出した時も、ヴァルドロイは反対しなかった。事実、力こそ正義と謳うたうシュヴァリエ王は、隣りん国ごくエルバニア王国への侵しん略りやくと蹂じゆう躙りんを繰くり返しながら、自国の民への重税、徴ちよう兵へいを強化し、従わない者たちを容よう赦しやなく処しよ刑けいするという蛮ばん策さくを推おし進めており、ヴァルドロイにとっても許し難い状じよう況きようだった。

「アタシら暗殺師団には、反国王勢力組織──、レジスタンスを匿かくまっている村の特定と、そこの焼き討ちの命が出た。だけど、そんな命令聞けるわけないだろう！　戦争は終わらせたいが、その時に民がいない国なんて、国じゃない。強い者しか生き残れない国創づくりに協力するなんて、まっぴらだ！　だからアタシは、シュヴァリエ王を討つ！　命が惜おしい奴やつは、抜ぬけてくれて構わない。責めたりなんかしないさ。だが、もし本気でシュヴァリエ王国を守りたいと思うのなら、力を貸してほしい」

　ジルフィの熱い想いの込められた演説は、暗殺師団の仲間たちを突き動かした。皆みな、姉あね御ごと慕したう彼女に、ためらうことなく付いていくことを決意し、武器を取ったのだ。もちろん、ヴァルドロイも同じだ。

　その日から暗殺師団は、シュヴァリエ王の動向を探あぐり、武器を揃そろえ、レジスタンスと密ひそかに盟約を交かわし、国王暗殺計画を練り上げていった。計画の決行日は、シュヴァリエ王が国の最北に位置する【封ふう魔まの神しん殿でん】に向かう日だ。情報によると、王は熱心な悪魔教徒であり、伝説の悪魔族を復活させようとしているとのことだったが、常人にはいささか信じ難い。

　なんにせよ、ヴァルドロイたちはレジスタンスと協力し、神殿の前で国王とその護衛兵たちを挟きよう撃げきするだけだ──、そう思っていた。

　しかし、暗殺計画の決行時刻に、神殿前で待ち伏ぶせをしているはずのレジスタンスの姿はなかった。否いな──、立っている者が一人もおらず、その数五十三名全員が、屍しかばねとなって地に伏ふしていたのだ。

「何が、起こっている……」

　呆ぼう然ぜんとするヴァルドロイの視界には、シュヴァリエ王と護衛兵数名が映っていた。

　護衛がたったの数名ということも予想外だったが、そのわずかな手勢にレジスタンス全員がやられたという事実が、まったく信じられなかった。名の知れた将が、エルバニアに遠えん征せいしていることは把は握あく済みなのだ。ならば、誰だれがこのような所業を成せるというのか。

　そして、その答えはすぐに出た。

　ジルフィが「アイツだね」と、鋭するどい闘とう志しを向けた相手は、禍まが々まがしい漆しつ黒こくの鎧よろい兜かぶとを纏まとい、魔ま槍そうルーンを携たずさえた男──、【黒くろ騎き士し】だった。顔が見えず、表情は読み取れないが、常人ならば対たい峙じしただけで卒そつ倒とうしてしまいそうな殺気を放っている。

　まるで死神だ、とヴァルドロイは背筋が寒くなった。今まで、強敵たちと命を削けずるような戦いを何度もしてきたが、あの騎士は彼らとは一線を画している。そう直感した。

　ジルフィも同じだったらしく、「あれはアタシとヴァルドで相手するよ。みんなは援えん護ごを」という指示を飛ばした。

　そして、ヴァルドロイに目で合図を送り、【黒騎士】に向かって大地を蹴けった。ヴァルドロイも抜ばつ剣けんし、彼女に続く。同時に暗殺師団の仲間たちの援護魔法や射しや撃げきも放たれ、敵にすべての攻こう撃げきが降り注がれた──、かのように思われた。

　一いつ瞬しゆんだった。一瞬、ヴァルドロイが瞬まばたきをした瞬間に、【黒騎士】は魔槍を旋せん回かいさせ、遠えん距きよ離り攻撃を薙なぎ払はらい、ジルフィとヴァルドロイに向かって、一気に距離を詰つめていた。「速い！」と思う暇ひまさえなかった。気が付いた時には、ヴァルドロイの身体からだは地面に叩きつけられ、右太ふと腿ももを槍やりで貫つらぬかれていた。焼けるような痛みに、ヴァルドロイは苦痛の叫さけび声を漏もらす。

「治ち癒ゆを！」

　ジルフィが指示すると、後方の仲間が慌あわてて治癒術の呪じゆ文もんを唱え始める。

　しかし、ヴァルドロイは「よせ！　逃にげろ！」と大声で叫んだ。聞こえたのだ。【黒騎士】が闇の上級魔法の呪文をつぶやくのが。

「【ブラッディ・ランス】」

　気が付いたジルフィが【黒騎士】に斬きり掛かかるも、遅おそかった。【黒騎士】は軽々とジルフィの連撃を弾はじき飛ばすと、魔法を発動させ──、敵を中心に、天から血色の槍が降り注ぎ、反逆者たちの身を容赦なく貫いた。

　響ひびく悲鳴、苦痛の叫び。そして、流れる鮮せん血けつがヴァルドロイの眼鏡めがねに滴したたり落ちてきた。それは、自分の血ではなかった。

「ハハッ。生きてたかい？」

　ヴァルドロイを庇かばい、彼に覆おおい被かぶさっていたジルフィの血だった。その背には無数の槍が突き立っていた。

「ジルフィ！　何故なぜ！」

「みんなを任せられるのは、アンタだけだからね……。死ぬんじゃないよ、ヴァルド。二人で見た夢……、信念を……貫つらぬいとくれ」

　そう言うと、ジルフィは目を閉じ、力なくヴァルドロイの上に倒たおれ込んだ。

「ジルフィ？　おい、ジルフィ！　死ぬな！　死なないでくれ！」

　俺を独り残さないでくれ。

　憧れの人の亡なき骸がらを抱だき締しめながら、ヴァルドロイは周囲を見み渡わたした。

　そこには、血だまりに落ちた死体しかない。「みんな」など、もう誰ひとり生きてはいなかった。暗殺師団は敗れたのだ。

　響くのは、声にならないヴァルドロイの叫びと、シュヴァリエ王の嘲ちよう笑しようだった。

「弱き者の死に様は滑こつ稽けいで面おも白しろい。……その男は、生かしておけ。死にたくとも死なすな。飼い殺しにせよ」

　王の命に黙だまって頷うなずく【黒騎士】が、ヴァルドロイの横を通り過ぎていく。

　しかし、ヴァルドロイは敵に剣を向けることができなかった。

　ジルフィを失った喪そう失しつ感かんと、何もできなかったという絶望感が、重たい鎖くさりとなって彼を縛しばり付けていた。そして、大切な人がいなくなった世界で、独り、どのように生きていけばいいのかが分からず、ただ俯うつむくことしかできなかった。
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　ガツラガ鉱山から戻もどった翌日、シイナは、ヴァルドロイから彼の過去の話を聞いた。

　恩人ジルフィと駆かけ抜けた日々、暗殺師団の謀反、【黒騎士】の圧あつ倒とう的な力、そしてジルフィの死。それは、ゲームでは語られていなかった、あまりにも重く苦しい過去だった。

「ごめんね、ヴァルドロイ。私、ぜんぜん知らなくて……」

　チェバ城の裏にある、スミレのような花が咲さく場所で、シイナは三角座りをしたまま、ぽろぽろと涙なみだを零こぼした。それを見たヴァルドロイは、慌てて懐ふところからハンカチを取り出し、シイナに押しつける。

「誰にも話していないんだ、知らなくて当然だ。それよりも、泣くな。俺が泣かしたように見えるだろう」

「だって！　そんなつらいことがあったなんて……。なのに、私、何も知らずに無神経に……」

「それはいい。お前には感謝している。……だからこそ、お前には死んでほしくないと思っている。あの人を失った時のような苦しみを、俺はもう味わいたくはない」

　ヴァルドロイは、表情を隠かくすようにして、眼鏡をクイと押し上げた。

「ジルフィは、俺に人との繋つながりを教えてくれた。国を愛することを教えてくれた。だから俺は、生きることができた。……俺は、あの人を一生忘れない」

　ヴァルドロイの声調や言葉の端はし々ばしからは、どれほどジルフィが大切で、彼の心を支える存在であったか、そして彼女を失った深い悲しみを読み取ることができた。

　それは、シイナにとってのヴァルドロイのような、大好きで、離はなれ難がたくて、憧あこがれで、掛け替がえのない存在に向けられる気持ちに似ているように思われた。

　そして、きっとその感情は今でも変わっていないのだろうと、シイナはハンカチで涙を拭ぬぐいながら思うも、口には出さなかった。

　こんな時に考えたくなかったが、ヴァルドロイの心の中にはジルフィがいる。ぽっと出のシイナが入り込む隙すき間まなどないほどに、ヴァルドロイはジルフィのことを思い続けている。彼が身近な人間に死んでほしくないと思うのは、ジルフィの時のトラウマがあるからで、決してシイナが「一番」というわけではないのだろう。

「それでも……。それでも私は、あなたのマネジメントを続ける。危ないことはもうしないから、安心して」

　ヴァルドロイは、シイナの「それでも」という言葉が気になったようだったが、「ならば、いい」と短く答えた。
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　そして、シイナは無む理り矢や理りに笑え顔がおを作り、「ジルフィさんの分まで頑がん張ばらないとね！」と、努めて明るい声を出した。
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「次のマネジメントプランは……。やっぱり、仲間と絆きずなを深めることかなぁ」

　経験値稼かせぎのクエストに行くというヴァルドロイを見送り、シイナは一人で草原に寝ね転ころがっていた。昼休みなので、時間内に昼食を済まさなければならないのだが、どうも食が進まず、のろのろと胡桃くるみパンをかじっていた。

　もちろん、ヴァルドロイには仲間たちと仲良くなってほしい。だが、シイナには複雑な想おもいと推測があった。

《ユグドラシル・サーガ》には、【絆ポイントシステム】という、キャラ間の信しん頼らいを高めることで、相そう互ごのステータスアップや特とく殊しゆスキルの習得ができるという仕様がある。いわゆる好感度システムだ。一いつ緒しよに戦ったり、会話の選せん択たく肢しによって、絆ポイントは貯たまっていき、サブイベントの発生に繋がる。また、最高値までポイントが高まると、特別なペアエンドを見ることができるのだ。

　例えば、主人公フォルテとヒロインのアイリスは、絆が深まるたびにサブイベントという名のデートを繰くり返している。二人が将来を誓ちかい合うのも時間の問題かしら、という段階まできていることをシイナは知っている。もちろんデート現場も目もく撃げきしたのだが、戦せん闘とう後の会話も、

「君がいるから戦えるよ、アイリス！」

「わたしもです。フォルテさん」

　と、如何いかにもな内容に変わっているのだ。滲にじみ出る、リア充じゆうオーラだ。

　この二人のように、絆ポイントが恋れん愛あいイベントとして成じよう就じゆする場合もあるが、友情エンドや相棒エンドも多く存在する。

　しかし残念ながら、戦闘員ではないシイナには、【絆ポイントシステム】は関かかわりのない話のようだった。少し前に、自分とヴァルドロイのメニュガメを見比べさせてもらったのだが、シイナの方には絆ポイントの画面は存在していなかったのだ。

　ヴァルドロイは、義勇軍に来てから急に現れたその画面に驚おどろいていたが、とくに興味は示さなかった。一方、シイナはというと、「ヴァルド様と絆を深めたかったのに……」と、落ち込んだわけだが、それは仕方がない。やはり、自分はＮＰＣ扱あつかいなのだろう。

　代わりにヴァルドロイには、思う存分義勇軍のスタメン戦闘員と友情を深めてもらい、絆の相棒として、パーティーバトルに参加してもらうのだ。因いん縁ねんの相手【黒くろ騎き士し】との再戦の可能性を上げるためにも、前線メンバーに入っておくことは必ひつ須す条件だ。

　に、してもだ。一部隊をたった一人で壊かい滅めつさせてしまうような強敵が存在することに、シイナは驚いていた。黒い鎧よろい兜かぶとの騎士など、ゲームには登場しなかったはずであり、その敵がどこまでこの異世界のストーリーに影えい響きようをもたらすのだろうか。

　シイナは一いち抹まつの不安を覚えつつも、とにかく自分にできるサポートをするしかない、と腹をくくった。どんな敵が現れようとも、義勇軍を、ヴァルドロイを勝たせることがシイナのノルマだ。

　そこで、改めてヴァルドロイには、仲間との連れん携けいを図はかってもらうため、絆を深めてもらおうというわけだが、重大なことに、ゲームでは、ヴァルドロイには恋愛エンドが存在しなかった。

「ヴァルド様、女性が苦手だとか、そんな裏設定あったりするのかな」

　と、昔のシイナは楽天的に考えていた。

　しかし今は、ヴァルドロイに恋愛エンドがないのは、彼がずっと一いち途ずにジルフィのことを思い続けているからではないだろうか、という気がしていた。

　ヴァルドロイの理想が、ジルフィのような強く頼たよりがいのある女性だとしたら、義勇軍に似通ったタイプの女性は皆かい無むだ。というか、自分は土俵にすら上がれない。少しはヴァルドロイと仲良くなれたような気がしていたのだが、ＮＰＣ扱いの自分では、ジルフィのように彼の傍そばで戦うことができないし、強くかっこいい魅み力りよくもない。とてもではないが、彼女の存在には敵かなわない。

　シイナは、そのことを考えると、胸が苦しくてたまらなかった。もし仮に、シイナがヴァルドロイに告白なんてしようものなら、今の関係を失い、マネジャーとして働くことすらできなくなってしまうかもしれない。ヴァルドロイに戦い抜ぬいてもらうためにも、それだけは避さけたかった。

　なら、諦あきらめるしかないじゃない。

　異世界に来たら、憧れの人と恋こい人びとになれるかも……、なんて甘かったのかな。頭の中、お花畑過ぎた？

　この異世界、ゲームとリアルが絶ぜつ妙みようなバランスで成り立っているようなのだが、ヴァルドロイの恋愛エンドなしルートを崩くずすのは、絶望的に困難に思われた。

　まぁ、もしヴァルドロイに義勇軍恋愛エンドがあっても、そのキューピッド役をやるほど、私は人間ができてないんだけどねと、シイナは自身の夢女子気質を呪のろいながら、唇くちびるをかみしめた。

「割り切るしかないじゃない！　ゲームの時と一緒！　私は裏方。ヴァルド様を強くするのが、私の使命だ！」

　声に出して言い聞かせると、さらに虚むなしさが増してしまったのだが、仕方がない。せめて、ヴァルドロイの友情エンドだけでも見届けようではないか！

　ならば、誰だれと仲良くなれば、戦闘効率が上がるだろうか。もしくは、弱点を補い合えるか。シイナは【エグセル】を叩たたきながら、画面と睨にらめっこである。

　すると、

「ランチは楽しく食べなきゃダメよ？」

　と、突とつ然ぜん背後からパッと誰かに抱だきつかれた。シイナは咄とつ嗟さに「ひぃッ」と悲鳴をあげてしまったが、その正体はすぐに分かった。

「モネ！　びっくりさせないで」

「うふふ、身体からだで分かっちゃったかしら？」

　艶つやっぽい笑みを浮うかべて抱きついていたのは、セクシー担当の女盗とう賊ぞく、モネだ。戦闘力は低いものの、敵からアイテムを盗ぬすむ技わざを持つ彼女は、義勇軍の頼れるお姉様である。

「シイナってば、眉み間けんに皺しわ寄ってたわよ？　何か考え事？」

「えぇと、うん。知ってたら教えてほしいんだけど、みんなは誰と仲良くしてるのかなーって」

「絆ポイントのこと？　あれって、貯たまりきる寸前まで見えないから意味ないわよ。だから、そんなの意識してる子、いないと思うけど？　でも、私が思ってるのはね……」

　モネは、愉ゆ快かいそうに「ふふふ」と笑いながら、シイナの耳元で囁ささやくように話した。

「フォルテとアイリスは絆ポイントがもうすぐ貯まりきるんだけど、ガーナがフォルテを諦めてないの。アイリスに負けないように、一いつ生しよう懸けん命めいクエストにフォルテを誘さそってるみたい。お姉さん、応おう援えんしたくなっちゃって」

　思わぬ三角関係図を知ってしまい、シイナは苦笑いをするしかなかった。モネが話すと、多くが昼ドラのように聞こえてしまうのが怖こわい。フォルテとガーナのペアエンドは、いたって爽さわやかな友情エンドだというのに。

「フォルテはモテるんだねぇ、ははは……。じゃあ、他ほかの人は？」

「シイナは欲よく張ばりね、まだ知りたいの？　そうねぇ、レオナは私と仲良しよ。プライベートでも二人っきりで出で掛かけたりするし。レオナ、初めはアストールと仲が良かったんだけど、私が盗とっちゃった」

　語ご尾びにハートが付きそうな言い方である。しかし、やはり昼ドラチックだ。

「だから、アストールはあんまり絆ポイントが貯まってなさそうよ。あとは、ランスロットはお硬かたいから、誰とも打ち解けきれてないかんじかしら」

「なるほど！　アストールとランスロットがフリーなのね！」

　ありがとう、そこが聞きたかったと、シイナは喜んだ。良いい情報を得た。

　シイナは、急いで残りの胡桃パンを口に放ほうり込むと、勢いよく立ち上がった。

「ありがとう、モネ！　私、行かなきゃ！」

「うふふ。シイナ、ヴァルドロイと仲良くね」

　唐とう突とつにヴァルドロイの名を出され、シイナは思わず驚いてしまった。

「な、なんで急にヴァルドロイ？」

「だってあなた、最近彼とよく一緒にいるじゃない。もう、キラキラした目をして。てっきり恋人同士かと思ってたんだけど」

「ち、違ちがうから！　だって私とヴァルドロイでは、絆ポイントも貯まらないし。フラグも立たないんだから」

　私はＮＰＣポジションなんだから、という言葉をシイナは飲み込んだ。少し寂さびしいが、彼のためにできることを精せい一いつ杯ぱいしよう、という気持ちだけは大事にしたい。

「あら、絆きずなポイントなんていいじゃないの。戦闘能力が上がったって、何も愉たのしくないわよ。なんだったら、シイナと私のフラグ、立てましょうか？」

「きょ、今日は遠えん慮りよしときます……！」

　モネ姉さんの笑えみは、いつだって意味深に見えてしまうのが怖い。シイナは身の危険を感じ、その場をそそくさと立ち去ろうとした時だった。

　目の前を、噂うわさのアストールが駆かけ抜けていった。その背には紫むらさき色いろの何か──、明らかに状態異常を起こしているガーナが担かつがれていた。そして、その後ろをフォルテとアイリスが走って追いかけている。

「なにごと？」

　シイナとモネは首を傾かしげながら顔を見合わせ、四人の後を追って城の中に入った。




　　　　[image: ]




　魔ま術じゆつ師しガーナは、毒魔法のダメージを負っていた。

　共に戦っていたフォルテ、アイリス、アストールによると、四人はエルバニア王の命を受け、古城に巣くうヒドラドラゴンの討とう伐ばつに向かった。戦いは、一進一退。前衛型のフォルテとアストールで、ヒドラドラゴンの注意を引きつけつつ、物理ダメージを重ねていく。そして後方から、ガーナが敵の弱点である氷属性の魔法を浴びせ、アイリスが仲間たちのＨＰ回復と強化術で支し援えんを行うという戦術で、次し第だいに歴戦の義勇軍が優勢となってきた──、その時だった。

　ヒドラドラゴンが瘴しよう気きを溜ためだし、大技のモーションに入ったのだ。

　そこでアストールは、仲間たちの盾たてになろうと最前線に躍おどり出たのだが、その大技というのが彼の予想とは裏腹に、強力な上級魔法だったのである。

　それの何がまずいかというと、格かく闘とう家かという職業が、ＨＰ、力、速さに長たける一方で、魔法防ぼう御ぎよの成長率が最低ランクであるからだ。つまり、このヒドラドラゴンの上級魔法を喰くらってしまうことは、瀕ひん死しもしくは死に直結しかねないのである。

　そして、死を覚かく悟ごしたアストールを敵の魔法から庇かばったのが、ガーナだった。ガーナは、ギリギリのところでアストールとヒドラドラゴンの間に滑すべり込み、代わりにその身に毒魔法を受けた。

　幸い、魔法防御力の高いガーナは致ち命めい傷しようを負うことなく、その後は戦いの指揮に回ることで、なんとか義勇軍は勝利を収めることができたという。しかし、毒による高熱や、四し肢しの麻ま痺ひが著明に現れ、身体はうっすらと紫色というガーナは、アストールに担がれて帰き還かんすることとなった。シイナとモネが目もく撃げきしたのは、その場面だったのだ。

　もちろん、その後すぐにアイリスによる治ち療りようが施ほどこされたため、彼の熱発は落ち着き、後こう遺い症しようの心配もなくなった。

　そして、シイナがアイリスから看病を引き継ついだのだが、「寒くない？」、「ローブいる？」、「ホットミルク飲む？」などと世話を焼こうとした結果、当のガーナが子ども扱あつかいを嫌いやがったため、中ちゆう途と半はん端ぱに終わっていた。

「弟みたい、とは思ったけど、子ども扱いじゃないのに」

「う～。シイナってば、恥はずかしいからいいよ。ボク、ちょっとなら動けるから」

　ガーナはそう言ったものの、毛布にくるまって強がっている様子は、年相応の少年にしか見えない。ゲームやライトノベルでは、若い……というか幼い少年少女が戦っていることが割と多く、シイナもその点においては見慣れているつもりだったのだが、やはり平和な日本から来た身としては、心底不安になってしまう。

　だが、ガーナ本人はたくましいもので、一刻も早い戦線復帰を望んでいた。彼には、義勇軍の軍師としての自負と、親友であるフォルテを支えたいという強い想おもいがあったのだ。

「ボク、こんな毒なんかで寝ねてるわけにはいかないよ。ねぇ、やっぱり今からでもフォルテたちを追いかけない？　そこのバカトールにおぶってもらうからさ」

「だーめっ！　フォルテが、ガーナはあと一日療りよう養ようするように、って言ってたでしょ？」

　シイナが窘たしなめると、ガーナは不満そうにむくれていた。

　そして、「誰だれがバカトールだ」と、治療室の片かた隅すみに座り込むアストールの声が飛んでくる。しかし、そう言い返したものの、アストールの声には元気がなかった。それは、彼がガーナのダメージに対して責任を感じており、一晩中看病を手伝っていたからである。

「明日あしたになったら、どんな状態でも連れて行ってやるから、それまで寝てろ」

「あ～あ。こんなことしてる間にも、フォルテたちは先に進んでるのに……」

　ガーナが何故なぜフォルテたちを追うことを提案し、アストールを馬ば鹿か扱いしているのか。そして、何故シイナが、アイリスからガーナの看病を引き継いだかというと、フォルテたち主力部隊が、とある理由で先に進軍してしまったからである。

　それは、エルバニア王国のスイレン村の救きゆう援えんである。スイレン村は国境付近の小さな村で、エルバニア王国とシュヴァリエ王国の国境兵の抗こう争そうに巻き込まれてしまったらしい。そのうえエルバニア兵は劣れつ勢せいであり、村人を守ることもできないという。

　数時間前、フォルテはガーナの見み舞まいに来たのだが、

「やっぱり、まだ毒は抜ぬけきってないようだね」

　と、紫色の肌はだをしたガーナを見て、悩なやんでいる様子だった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　進軍の話だよね？　もう動けるし、ピンピンしてるから！」

「ガーナさん。嘘うそはよくありません」

　強がるガーナを厳しく制したのは、治療をしていたアイリス。そして、彼女を手伝っていたシイナとアストールも、「さっきお粥かゆを半分残してたわ」、「足、ガックガクだぜ」と付け加えた。

　するとフォルテは、予想通りだという表情を浮うかべて頷うなずいた。

「本当は、君の力を借りたいけれど、危険な目には遭あわせられない。僕たちは至急、スイレン村に発たつ。でもガーナ、君は回復に専念してほしい」

「ヤだよ！　ボクも行く！　這はってでも行く」

「ガーナ、フォルテを困らせんな。今は、迅じん速そくな進軍がいるんだろ？　動けないお前じゃ、かえって足手まといだ」

　アストールが口を挟はさむと、「どこの誰のせいだよ！」と、ガーナはキャンキャンと子犬のように吠ほえた。一方、ガーナにそう言われてしまうと、アストールは困り顔である。

　そして妥だ協きよう案として通ったものは、アストールの、

「ガーナはあと一日休ませる。で、明日になっても良くなってなかったら、オレが責任持って、こいつをおぶって連れていく」

　という案だった。

　ガーナは完全には納なつ得とくできていない顔だったが、自身が足手まといになってしまうことは理解しているようで、しょんぼりと首を縦に振ふっていた。彼にとっては、親友のフォルテの役に立てることが生き甲が斐いであり、迷めい惑わくを掛かけることは本意ではないのだ。

「スイレン村で待っててね。フォルテ」

「あぁ。もちろんさ」

　という二人の微笑ほほえましい会話を聞いていると、シイナは、友情エンドもいいよねと思ってしまった。

　こうして、フォルテは義勇軍本隊を率い、スイレン村を目指して出発した。ガーナの療養のために残ったメンバーは、アストール、モネ、ヴァルドロイ、シイナを含ふくむ商人隊だ。

　意外にも、モネは自ら残ることを志願したらしく、シイナが理由を尋たずねると、

「だって、あなたの近くにいた方が愉しそうじゃない？」

　と、艶つやっぽい表情を浮かべていた。シイナとしては、後方隊にいて面おも白しろおかしいことをするつもりはないのだが、正義うんぬんよりも、自身の快楽を優先するところは、さすがモネ姉さんだ。一いつ切さいのブレがない。

　一方ヴァルドロイは、治ち癒ゆ術が使えるということで、後方隊に編制されていた。本隊で存分に戦ってほしかったのがシイナの本音ではあったが、これはアストールと絆を深めるチャンスかもしれない。今なら、普ふ段だんはスタメンたちと行動を共にしているアストールと、仲良くなり放題だ。

　しかし、シイナの思おも惑わくとは裏腹に、ヴァルドロイは姿すら見せなかった。彼が元々馴なれ合いを好まないタイプであることは知っていたが、治療室や食堂にはまったく寄り付かず、逆にアストールがそういった場所にいるために、二人の接点を設けることができずにいた。

　あー、もう！　ヴァルド様、何してるの！

　シイナがヤキモキしている間に夜が更ふけ、シイナはガーナが眠ねむりにつくのを見届けた。しかし、彼の寝息は安らかだが、一夜明けただけでは、完全回復は難しそうに思われた。アイリスも「あとは、時間をかけて体力が回復するのを待たないと」と言っていたため、やはりアストールがガーナをおぶる説が濃のう厚こうかもしれない。

　シイナがそんなことを考えていると、

「ねぇねぇ、シイナ？　可愛かわいい少年は寝ちゃったし、そろそろ大人の時間にしない？」

　と、モネが嬉うれしそうにシイナに近づいて来た。

　彼女は日ひ頃ごろから言葉の選び方に独特の癖くせがあるため、シイナはつい身構えてしまったのだが、今回はいらぬ心配だった。

「あ、お酒のこと？」

　シイナはホッとしながら、モネが両手に持っている酒さか瓶びんに目をやった。しかし、果実酒と麦酒ビールの瓶のラベルには【アルコールランクＢ】と書かれており、そこにはホッとできなかった。

　この世界の酒は、アルコール度数を強い方からＡ～Ｆというランクに分けており、Ｂランクの酒はかなりキツめということになる。ちなみにＦはノンアルコール、Ａは薬品のような味がする。

「その顔は、あんまり強くないって顔ね。大丈夫～。お水かソーダで、うっすうすに割ってあげるから」

「ありがとう。なら、果実酒をソーダ割りで」

　シイナは、酒よりも食事派であるため、それほど酒は得意ではなかった。しかも、飲み過ぎると自覚のないレベルの饒じよう舌ぜつになるらしく、普段は滅めつ多たに飲まない。職場の飲み会では、尚なお更さら失態は犯おかせないため、セーブにセーブを重ねているのだ。

　だが、仲間との晩ばん酌しやくというのはワクワクした。大人の女友達との夜の時間は、なんだかとても社会人っぽい。

「……あ、でも、こんな時にお酒なんて、不ふ謹きん慎しんじゃないかな？」

　モネにチェバ城の外に連れ出され、夜空の下もとでグラスを持ちながら、ふとシイナは思ったことを口にした。

　今、この時にもフォルテたちはスイレン村を目指しているかもしれないし、もしかしたら戦せん闘とうになっているかもしれないのだ。

「そうねぇ……。でも、それを言い出したら、心がひどく縛しばられちゃうわ。きっと、私たちが、シュヴァリエ王国との戦争が終わったと思った時だって、飢うえや貧困、争いなんて、無くなりはしないわ。だけど、未来や希望だって、無くならないでしょ？　それは、心に栄養があるからよ」

　モネは、果実酒を原液のまま一口流し込むと、「うふふ」と小さく笑った。好きな味だったようだ。

　一方シイナは、モネが真面目まじめな話をするなんて、少なくともゲームをやっていた時には覚えがなく、素す直なおに驚おどろいていた。だが、ここは《ユグドラシル・サーガ》の世界であっても、ゲームではない。仲間の声は、一人の人間の声なのだ。

「私の心の栄養は、悪いヤツからお宝を盗ぬすむスリルと、美味おいしいお酒。タコのカルパッチョがあれば、なお良し。じゃないと、戦争なんてやってられないわ。あなたは？」

　モネに尋ねられ、シイナは日本にいた時のことを思い出した。

　迷った時、悩んだ時、苦しい時に支えてくれた、自分の心の栄養──、《ユグドラシル・サーガ》をプレイすること。大好きなキャラクターを育てること。大好きなキャラクターを最強にすること。ヴァルドロイについて考えることが、シイナにとっての癒いやしであり、励はげみとなっていた。

　そして、今はゲームではなく、本物のヴァルドロイをマネジメントすることが、シイナの元気の源だ。

「その沈ちん黙もくは、恋こいね？　ヴァルドロイに栄養をた～っぷり、貰もらってたんでしょ？」

「モ、モネ！　何言ってるの！　ヴァルドロイは彼氏じゃないから！」

「まぁ、今は彼氏じゃなくっても、これからそうなるかもしれないじゃない」

「それは、難しいかも……。私、ヴァルドロイの好きなタイプじゃなさそうだし」

　シイナが曇くもり顔で言うと、モネは「ほら、やっぱり好きなのね」と、嬉しそうに果実酒とソーダを注いできた。

　しかし、シイナはというと、ジルフィのことを知ってしまってからは、心に失しつ恋れんの気持ちが満ちていた。

「好き。だけど、私じゃダメ。多分」

　シイナは、グラスをグッと傾かたむけた。久々の酒のせいか、なんだか今日は感情が表に出てしまう。女子会みたいで楽しくて、ついつい口が回る。一方モネはシラフと変わりない状態だが、楽しそうだ。

「ヴァルドロイのタイプってどんな？　シイナ、直接聞いたの？」

「ストレートに聞いてはないんだけどね。姉あね御ご肌はだで、面めん倒どう見みがよくて、強くて、みんなから慕したわれる人？　みたいな」

「ふうん。もしかして、初代暗殺師団長のことかしら？」

「モネ、知ってるの？」

「私、義勇軍に入る前は、シュヴァリエ王国にいたのよ。だから、お国事情にはけっこう詳くわしいんだから」

　モネは、美しい指を顎あごに当てながら、過去の記き憶おくを振り返っているようだった。そして、「まぁ、たしかに」と口を開く。

「【闇やみの刃やいば】と【魔ま剣けん】のターゲットになったら、死を受け入れるしかない、なんてよく聞いてたわ。ヴァルドロイは師団長の右みぎ腕うでで、お互たがいがお互いを一番理解してたんでしょうね。じゃないと、十年以上も一いつ緒しよにいられないわよね」

　モネの言葉に、シイナの心はさらにズゥゥゥンと重くなってしまった。

　ついでにトドメの一言が、

「ジルフィって、スラ～ッとしてるんだけど、胸がとっても大きかったわ」

　という、今いま更さらどうしようもないような内容だった。

「もうダメ。やっぱりダメ」と、シイナは半泣きになりながら、残りの酒を口に入れた。一方モネは、「胸は形よ」と、励ましてくれるのだが、なんだかズレた励ましだった。

　女二人でそんなやり取りをしていると、

「なんだ。賑にぎやかだと思ったら、飲んでんのか」

　と、周囲の見回りをしていたアストールが現れた。

　そして彼は、半泣きのシイナに気が付くと、たいそう慌あわてた様子で駆かけ寄って来た。

「どうしたんだよ、シイナ！　モネ、泣かすなよ！」

「やだ。私じゃな……、私かしら？」

　首を傾かしげるモネに、アストールは「おいおい」と頭を抱かかえた。

「なんかシイナが嫌いやがること言ったのか？」

「違ちがう違う！　モネは知ってること教えてくれたの。私は……、勝手に泣けてきちゃっただけ。大だい丈じよう夫ぶだから！　お酒を飲むと、涙るい腺せんが緩ゆるくなっちゃって」

　アストールがモネを責める流れになりそうだったため、シイナは慌てて説明に入った。しかし、年下男子のアストールに、自分の恋愛事情を話す気にはなれず、詳しよう細さいは話さなかった。

「大丈夫ならいいけどよ。アンタって溜ため込みそうなタイプだから。ま、何かあったら言ってくれ」

「うん。ありがと、アストール」

　ガーナの件を見ていてもそうだが、アストールは、分かりやすく仲間想おもいで真っ直すぐだ。小難しいことは苦手だが、いつも明るく、自然と人々の中心になっているような若者である。

　シイナはつい、ヴァルドロイとは真逆だなぁと思ってしまう。だからといって、ヴァルドロイが劣おとるわけではない。彼が仲間や国を大切に思って戦っていることを、シイナはよく理解しているつもりだ。

「そろそろ交こう替たいの時間だし、この麦酒はあげるわ」

　クイッと果実酒の原液を飲み干し、モネは軽かろやかに立ち上がった。

「アンタ、果実酒めっちゃ飲んでるけど、見回り番できるのか？」

「あら。心配してくれるの？　でも、この程度じゃ食前酒にもならないから安心して。あなたこそ、明日あしたのためにほどほどにしなきゃね？」

　モネは、色っぽい仕草で麦酒ビールの瓶びんを手て渡わたしながら、アストールに意味深な目配せをした。意味深だが、いやらしい意味はない。

「アーベック領の領主に、町の通行許可証を貰うだけだろ？　楽勝だっての！　そんで、ガーナを担かついで、スイレン村にまっしぐらだ！」

　アーベック領とは、チェバ城とスイレン村の間にある領地だ。通行許可証を得て、そこを通過することが、スイレン村に向かう最短ルートなのである。そして明日の朝一番に、アストールはその通行許可証を貰いに行くことになっていた。

「そ。しっかりよろしくね」

「アストール頑がん張ばって！」

　ガッツポーズで張り切るアストールを、モネとシイナは激げき励れいした。

　しかし、この時シイナは《ユグドラシル・サーガ》の本編の内容を、しっかりと思い出していなかった。ゲームとの違いに気がついたのは、翌日──、アストールがアーベック領から戻もどって来た時だった。
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「もういいよ！　アーベック領を抜ぬけるのは諦あきらめて、ヒエン山を越こえよう。ボク、大丈夫だから」

　チェバ城の一室に、ガーナのピリピリとした声が響ひびき渡っていたのは、アストールがアーベック領から戻って来た後だった。なんと彼は、アーベック領の門前で追い返され、通行許可証を得ることができなかったのだ。

　シイナは理由を考えて、ハッとした。

　アーベック領は、くっきりと平民地区と貴族地区が分かれている町なのだ。領土全体の形としては平たい三角形をしており、その底辺から中なか程ほどまでが平民地区、残りの頂上付近が貴族地区となっている。平民地区には、貧しい労働者や、仕事すらない平民が、貴族地区には領主を含ふくめた富ふ裕ゆう層の貴族が暮らしているのだ。三角形の領土は階級ピラミッドそのものとも言えるだろう。

　そして、貴族地区に入れる者は貴族だけであり、そうではない平民の入領は、よほどの理由がない限り許されない。たしか、《ユグドラシル・サーガ》のゲームでは、貴族であるランスロットがいるおかげで、義勇軍は町を通過していた。しかし、その時は、今のように後方隊など存在せず、みんな一丸となってスイレン村に向かっていたはずだ。

　うわぁぁ。ゲームと違うって分かってたのに、油断した！　アストール、ごめん！

　シイナは、アストールに心の中で詫わびながら頭を抱えた。

　今いるメンバーの中に、貴族出身者はおらず、このままではアーベック領を通ることができない。領地を迂う回かいするにしても、ヒエン山という険しい雪山を越えなければならず、時間も労力もかかり過ぎてしまう。ましてや、毒が未いまだに抜けきらないガーナには、あまりにも負担が大きいだろう。

「ガキのくせに無む茶ちや言うなって！　ヒエン山はとびきりヤバい雪山だ。やっぱりもう一度、領主に頼たのんでみようぜ」

　アストールは、一いつ生しよう懸けん命めいにガーナを説得しようとしているが、ガーナは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いてしまった。

「ガキガキって、子ども扱あつかいはやめてよね！　だいたい、脳筋お坊ぼつちゃんのアストールに、あの貴族の領主を説得するなんて無理なんだよ」

「誰だれが脳筋お坊ちゃんだ！　ガキはもっと大人を頼たよれ！」

「そのガキに毒魔法から庇かばってもらったのは、どこの誰？　ボクの記憶では、魔法防ぼう御ぎよがからっきしの格かく闘とう家かだったと思うけど」

「ぐぬ～っ！　人がこんなに心配してるってのに、フォルテがいないと超ちよう生意気になるよなぁ、ガーナ！」

　ガーナとアストールの言い合いが続く中、ヴァルドロイは腕うでを組んで黙だまり、モネは退たい屈くつそうにあくびをし、モンド、マートン、キャンディは呆あきれたため息をついていた。

　そして、不意に白羽の矢が立てられたのは、事態をどう収しゆう拾しゆうすべきか分からずにいたシイナだった。

「絶対に領主を説得して、町の通行許可証を貰もらってきてやる！　シイナ、協力してくれるよなっ？」

「えっ？　私？」

　突とつ然ぜん名前を出され、シイナの声は思わず裏返ってしまった。

　しかし、キラキラとした眼まな差ざしを向けてくるアストールを前に、シイナは「無理です」とは言いたくなかった。元の世界では、誰かから頼られることも、期待されることもなかったのだ。そう思うと、フツフツとやる気が湧わいてくる。

　今、この職場で、大切な仲間の気持ちに応こたえなければ、何がマネジャーだ！

「やってやろうじゃないの！　アストールのマネジメント！」

「さっすが、あの商人隊を立て直したマネジャーだぜ！　ありがとう！」

「あの商人隊ってのは、どういう意味だ？」

「いや、別に……。ま、そのまんま？」

　嬉うれしそうにするアストールに、モンドがわざとらしくツッコミを入れ、その場が和なごやかな雰ふん囲い気きになった。先程までピリピリしていたガーナも、一緒になって笑っている。

　シイナは、これもアストールの人ひと柄がらなのだろうかとホッとしていたのだが、一人だけ複雑そうな表情を浮うかべている人物がいた。ヴァルドロイだ。彼はなんだか腑ふに落ちない様子で、黙ってこちらを見つめていた。

「ヴァルドロイ、どうしたの？」

「何でもない。俺のことなど気にかけている暇ひまがあれば、領主の人となりでも分ぶん析せきしろ」

「え……、うん」

　ヴァルドロイの棘とげのある言い方に、シイナは戸と惑まどいながらも話を進めた。たしかに、ヴァルドロイの言う通り、落とすべきターゲットの情報収集は大切だ。

「領主はフラングスっていう五十歳の男よ。領主館には、大好きな異国の芸術品とワインが盛りだくさん！　最近は、異国の動物を飼いたいな～、とか思ってるみたい。逆に、政治には興味がなくて、とくに平民地区はほったらかし。税金はたっぷり取るくせに、自分では【最低限不ふ干かん渉しよう主義】とか言って、平民たちの暮らしは見て見ぬ振ふり。数年前の疫えき病びようが流行はやった時なんて、ひどかったそうよ。だから、平民には嫌きらわれてるのよ」

「嫌いやな領主……。自分だけ豪ごう遊ゆうだなんて」

　さすがモネ姉さん。いつの間にか領主の情報を集めているではないか。もしかしたら昨日の時点で、平民は貴族地区に入れないことを知っていたのではないだろうかと勘かんぐってしまう。

「フラングス……。貴族……。異国の……」

　領主の情報を呪じゆ文もんのように呟つぶやいていると、シイナは突然ハッとひらめいた。

「平民はダメでも、商人ならいけるんじゃない？」

「そいつぁ、厳しいと思うぞ。俺らは名の知れた商人じゃねぇし、持ってる商品は、貴族様が欲しがるような珍めずらしい品じゃねぇ。門もん前ぜん払ばらいが目に見えてる」

　モンドはそう言いながらも、シイナと同じ、一つの結論に辿たどり着いたようだった。彼は、ニヤリと笑い、アストールを見つめた。

「【暁あかつきの商会】ほどの貿易商なら、珍しい異国の品も扱ってるよなぁ？」

「へっ？　親父おやじの？　まぁ、いつかはオレが継つぐつもりではいたけど……。って、マジかよ！　みんな、オレの方ばっか見てるし！」

　慌あわてるアストールは、何を隠かくそう、エルバニア王国最大の貿易商、【暁の商会】の御おん曹ぞう司し。義勇軍にポンッと船を貸してしまえるほどの、大きな商会の跡あと継つぎなのだ。

　彼はシイナに助けを求めようとしたが、そうはいかなかった。今回ばかりは、貿易商パワーを使ってもらうしかない。

「これは交こう渉しようなの、アストール！　あなたのお父さんの名前は出すけど、相手を騙だますわけじゃないから！　だって、実家が貿易商で、あなたがその息むす子こなのは本当だから！　あとは、ちゃんと交渉のステップに進めるように、サポートするから！」

　ぐいぐいと迫せまるシイナに、アストールも根負けしたようで、最終的には首を縦に振ってくれた。

「まぁ、仲間のためだもんな……。役立つもンは、何でも使ってくれ！」

「さっすが、アストール！」

　シイナはにこにこ笑いながら、教師になりきった気分で、エア眼鏡めがねをクイッと押し上げる仕草をした。

「じゃあ、まずは形から！　清潔感のある装よそおいを！」

　シイナは、かつて散々受けてきた就職活動の面接講座や、職場での接せつ遇ぐうマナー研修を思い出すと、つい気合いが入ってしまう。しかし、アストールは少し不満気である。

「オレ、自分で言うのもなんだけど、不潔じゃないと思うぜ？　フォルテほどじゃないにしても、割と爽さわやかな方かな～って」

「その認にん識しき、半分正解！　半分間ま違ちがいです！　たしかにアストールはイケメンです。フレッシュです。そこは、好感に繋つながりやすくて得なのは間違いないです。でも、相手に安心感や信しん頼らい感を持たせるには、今の格好じゃダメ！」

「あっ、分かった～！　アストールの服、胸むな元もとが開きすぎでエッチだからじゃない？」

「動きやすいデザインなんだよ！　ってか、モネだけには言われたくないんだが！」

　モネの冗じよう談だんか本気か分からない予想は、あながち間違いではない。女性ゲームファンたちの間では、アストールの鎖さ骨こつから胸にかけての【露ろ出しゆつトライアングル】は、絶対死守すべきモノとされてきた。

　しかし、営業や交渉の場では、寧むしろ「ふしだら」や「チャラい」印象となってしまう。そして、大前提として、戦せん闘とう服や武器は目に付くだけで物ぶつ騒そうだ。

「貴族の領主に、貿易商として会うんだから、もっとフォーマルな服がいいと思う。……ほら、王都の晩ばん餐さん会で着てたスーツ！　あれなら上品でいいんじゃないかな？」

　シイナは、ゲームの十六章のイベントで入手できる衣い装しようを思い浮かべて提案した。【露出トライアングル】は失われているが、大人の魅み力りよくが出ていると、ファンからは人気が高い衣装なのだ。

「あぁ、アレな！　久々に着るなぁ～。ってか、シイナに見せたことあったっけか？」

「えっ！　えーっと、風のウワサでね！　アストールのスーツ姿は素す敵てきだったよーって！」

　シイナは慌てて誤ご魔ま化かし、早く早くとアストールにメニュガメを操作させ、晩餐会スーツに着き替がえさせた。これなら、リッチな貿易商に見えないこともないだろう。

「次は、伝わりやすい自己紹しよう介かい！　名めい刺しを作って、相手に渡わたします！」

「メイシ？」

「名刺は、その人が何者かを伝える自己紹介のカードなの。名乗るだけじゃなくて、文字で見せた方が印象に残るし、何より誠実性が増すわ」

　聞きなれない単語にきょとんとするアストールに、シイナは身み振ぶり手振りを交えて説明した。

　シイナが働いていた病院はもちろん、一いつ般ぱん企き業ぎようにおいては、外部の人と関かかわる場合には名刺はマストアイテムだった。取り次いでくれる受付や交渉相手──、今回の場合は門番とフラングスに、是ぜ非ひ話したいと思わせる名刺を渡すのだ。もちろんそこには、アストールの父親の商会名と次期会長の肩かた書がきを記き載さいさせてもらう。

「これは私の【エグセル】で、何枚か作るから！　あとは、渡し方の作法と、言こと葉ば遣づかいと、歩き方と、座り方と……」

「うわぁ……、どんだけあるんだよ～！　勘かん弁べんしてくれ！」

「ダメ！　今回ばかりは、他ほかに攻こう略りやく法が分からないから！」

　アストールは悲鳴をあげるも、逆にシイナはノッてきてしまう。文句を言いつつも頑がん張ばるアストールの努力や、アドバイスをくれる仲間たちを見ていると、なんだか楽しくなってしまったのだ。何より、このミッションを成功させなければならないと燃えていた。

　そして、もう一つ、名案がひらめいた。

「ヴァルドロイ、アストールの補ほ佐さ役やってみない？　御曹司だけで行くのも不自然だし、付き人がいた方がいいと思うの！」

　シイナは元々、短たん絡らく的な性格のアストールの補佐として、誰だれかもう一人貿易商役が必要だとは思っていた。現げん役えき商人のモンドに頼たのもうかとも思ったが、彼は演技が得意ではなさそうなので、誰に頼もうか考えあぐねていたのだ。

　その点、ヴァルドロイならば、冷静な判断と対応ができるので、今回の役にぴったりだろう。しかも、アストールと仲良くなれるチャンスだ。一石二鳥だ。

　しかし。

「断る。俺がやるよりも、お前がやった方がいい」

　ヴァルドロイは、シイナと目線を合わせることなく、冷めた口調で言い放った。その予想外に淡たん々たんとしたリアクションに、シイナは戸惑ってしまう。

「私？　どうして？」

「今から俺に指導するよりも、交渉術を心得ているお前が補佐役をする方が、よほど効率がいい。違うか？」

「た、たしかにそうだけど……」

　シイナは、ヴァルドロイの言葉に、反論することができなかった。彼の言い分はもっともだ。

　しかしシイナは、たしかにそうだと納なつ得とくしてしまう一方で、ヴァルドロイの態度が刺とげ々とげしい気がしてならなかった。もしかして、疎そ外がい感を感じさせてしまったのだろうかと、シイナはめげずに提案を続けた。

「じゃあ、ヴァルドロイはアストールの喋しやべりの練習相手になってあげて。私、その間に着替えてくるから」

「その必要性を感じない。アストール。着替えの時間くらい、待てるだろう？」

「へっ？　あ、あぁ。もちろん、待つけど」

　不意に名前を出されたアストールは、驚おどろいたためかピッと背筋を伸のばして頷うなずいた。そして、ヴァルドロイに一刀両断されてしまったシイナを気遣ってか、「頼たよりにしてるぜ」と温かい笑え顔がおを向けてくれた。

　しかし、それでもシイナは、また空回りしてしまったようだと意い気き消しよう沈ちんしてしまいそうになっていた。シイナが皆みんなに悟さとられまいと、必死に絞しぼり出した言葉は、「絶対成功させるから、応おう援えんしてね」という、なんとも言えない内容で、せめて、上手うまくいったら褒ほめてくれ、という気持ちを込めてみたのだが、おそらくヴァルドロイには伝わっていない。

　何故なぜなら彼が、

「そんなもの、何の足しになる」

　という、突つき放したような乾かわいた台詞せりふを残して、外の見回りに出て行ってしまったからだ。

　その姿を見たアストールは、

「落ち込むなよ、シイナ。ヴァルドロイを見返すつもりで、やってやろうぜ！」

　と、シイナの肩をポンポンと叩たたいて励はげましてくれた。

　実に優やさしい。さすがは女性人気一、二を争う男だ。
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　アストールは、ガーナにダメージを負わせてしまった責任と、今朝の失敗を挽ばん回かいしようと、やる気満々。シイナも、自分の知識や経験を活いかして仲間の役に立とうと、熱意を燃やしていた。そして、「アンタとなら、やれる気しかしないぜ！」、「サポートはするから、練習の成果をドーンとかまそう！」などと、二人そろって意気込んでいた。

　その後、シイナのスパルタマナー講座を終え、【貿易商御おん曹ぞう司しアストール】と【秘書シイナ】は、二人でアーベック領へ交こう渉しように向かった。

　しかしヴァルドロイは、他の仲間たちに交ざって、彼らを見送りに行くことができなかった。

　ただ己おのれの胸に、得体の知れないモヤモヤとした黒い感情を抱かかえながら、独りチェバ城の裏門に背を預けていた。アストールとシイナのことを思い出すと、よく分からないが落ち着かない。いらつき、羨うらやましく、目を背そむけたくなる。そして、そんな感情を抱いだいた自分に、激しく嫌けん悪おした。なんだか、このまま城に溶とけて消えてしまいたいような気分になる。

　何故だろうか。

　仲間に溶け込めていて、信頼されていて羨ましいのか。自分には、真っ直すぐに、何かに取り組むことができないからか。自分が仲間の役に立てないことが悔くやしいからか。

　いや、違わないが違うだろう。本当は、もっと幼よう稚ちで浅ましい理由なのだ。

　シイナとアストールが、揃そろって意い気き揚よう々ようとアーベック領から帰き還かんした時に、ヴァルドロイはその理由を自覚した。

「ただいま！　大成功よ」

「予定とはちょっと違ったけど、ズバーンッと決めてやったぜ！　あの領主、オレの名刺を見て、ワナワナ震ふるえ出してさ」

「うん。あれはすっきりした！　慌あわてて通行許可証を出してきたんだもの」

「だよなぁ！　痛快だった～」

　シイナとアストールは、愉ゆ快かいそうに事の一部始終を語った。すると、ガーナは「見直したよ、バカトール」と照れ隠かくしの一言を、モネは「私も見たかったな」と艶つやっぽい笑みを、そしてモンド、マートン、キャンディも、各おの々おのシイナたちに労ねぎらいの言葉を掛かけた。

　自分も、あの輪の中に交ざって、「お疲つかれ」と一声掛けるだけでいい。それくらいはしてやりたいと、ヴァルドロイはシイナとアストールの方へ向かおうとした。

　しかし、ミッション達成に喜ぶ二人を見て、ヴァルドロイの足は、鉛なまりのように重たくなった。

「シイナのマネジメントのおかげだぜ。ありがとな！」

「アストールが頑張ってくれたからね！　でも、上手くいって良かった」

　嬉うれしそうにシイナの肩を抱くアストールと、笑顔を返すシイナを見ていると、ヴァルドロイの胸は激しくざわついた。
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「あいつは俺以外も、マネジメントするんだな」

　そんな気持ちが、不意に独り言として飛び出してきたのだ。

　ヴァルドロイは思わず、自分はいったい何を考えているんだと、再び自らを嫌悪した。

　あの女マネジャーは、自分だけのマネジャーではない。そもそもは義勇軍を良くするために、商人隊に配属されているのだ。その彼女が、他の義勇軍のメンバーをマネジメントしたところで、何の問題もない。それどころか、皆が彼女を頼り、いい結果が出るのであれば、その方が世のためだ。

　それに──、とヴァルドロイは無意識にため息をついた。

　なんだかまた独りになったような、冷たい虚きよ無む感かんが背中を貫つらぬいていく。

　あんなに楽しそうに笑っているじゃないか。
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　スイレン村の救きゆう援えんを達成した義勇軍は、再びシュヴァリエ王国へと進軍していた。現在は、反国王勢力組織──、レジスタンスと同盟を結び、彼らの所有するハルトール砦とりでを借りて、戦いくさ準備を進めている。

　戦争も後半に差し掛かったというところであり、シイナとしても自然と気合いが入る……、のだが、マネジメントが上手くいっていなかった。

　商人隊は順調だ。商店での欠品・在庫はきちんと把は握あくできているし、職人たちの作業に対する顧こ客きやく満足度も高い。

　問題は、ヴァルドロイだ。近ちか頃ごろ、彼はシイナの前に姿を見せなくなった。以前は、レベルアップの報告や、商人隊の力仕事を手伝いに来てくれていたというのに、いったいどうしたというのか。思い返せば、アーベック領での一件の時から、避さけられているような気がする。

「私、あの時、そんなに不快にさせちゃったのかなぁ」

　シイナは、商人隊の事務スペースでため息をつきながら、メニュガメの【ヴァルドロイ　最強化計画！】のページを眺ながめていた。

　ストーリーが終しゆう盤ばんになっているため、予想では、そろそろ仲間と共に戦せん闘とうをしなければ、経験値稼かせぎが困難になってきているだろう。加えて、終章でスタメン入りを果たすには、仲間にヴァルドロイの有能さをアピールしていかなければ間に合わない。

「ヴァルドロイ、どこにいるんだろう。アストールかランスロットと仲良くしてみて、って言いたかったんだけど」

　シイナは、絆きずなポイントを思い浮うかべながら呟つぶやいた。すると、

「オレとランスロットがどうしたって？」

　と、鍛か冶じ場ばからひょっこり現れたのは、アストールだった。シイナは独り言を言ったつもりだったが、彼に聞こえてしまっていたらしい。

「アストール！　来てたのね」

　近頃、アストールは、よく商人隊の所へ顔を出すようになっていた。本人曰いわく、アイテムのまとめ買いはやめただとか、商品のラインナップが毎日変わるから確かく認にんしに来ているだとか、理由は日によって様々だった。

　シイナは、このタイミングで彼とヴァルドロイが鉢はち合あわせしてくれたら、二人が交流するきっかけになるのではと期待しているのだが、残念ながら未いまだにそういった機会は訪おとずれていなかった。

「今日は、買い物？」

「いや、武器錬れん成せいの面談。マートンに、初心者でも使いやすい剣けんを錬成してもらおうかと思ってさ。しっかり相談して、必要な素材を聞いて来たぜ」

「剣？　アストール、格かく闘とう家かからジョブチェンジしたの？」

　見るとたしかに、アストールの装備は、格闘家のグローブやレガースから、超ちよう軽装な剣士のものに変わっていた。「なかなか様になってんだろ？」と笑いながら、アストールはシイナの向かいの席に腰こしを下ろした。

「今朝、転職したんだぜ！　一回剣士やって、【エアファイト】のスキルを習得したら、格闘家に戻もどる予定だ。絶対役に立つスキルだしな！」

「やっぱりいいスキルよね、【エアファイト】！　でも、剣士を経由して格闘家に戻る、ってことは、オパールリングをもう一つ持ってるの？」

　転職アイテムのオパールリングは、高額で販はん売ばいされていたり、高難度クエストの報ほう酬しゆうであったりと、入手条件が非常に厳しい代しろ物ものだ。そう簡単に手元に集まってくるものではなく、アストールが転職と再転職用の二つのリングを持っているとは思えなかった。

「いや、オパールリングはもう持ってない。だから、次のはクエストをクリアして手に入れねぇと！」

　アストールは、やる気満々にガッツポーズをして見せた。彼はもちろん格闘家へのこだわりを持っているものの、将来を見み据すえたポジティブな転職ができたようで、シイナは素す直なおに偉えらいと感心してしまう。

「そっかぁ。偉いね、アストール。若いのにしっかり考えてるね」

「おいおい。アンタとそんなに変わらないと思うぜ？　ババくさいこと言うなよ。てか、アンタって、何歳だっけ？」

「二十五よ。アストールより、三つもお姉さんなんだから」

　シイナが少しふざけ気味にお姉さんぶってみせると、アストールは愉快そうに「ちょっとじゃねぇか」と笑った。

「アンタ、童顔だよな。年下かと思ってた」

「もう！　気にしてるのに」

「でも、三歳くらいならアリだよな」

「アリって何が？」

　シイナが聞くと、アストールはぶんぶんと首を横に振ふって笑った。なんだか不自然だが、こちらが不快にならないのは、やはり彼の人ひと懐なつっこいキャラクターによるものだろうか。

「いや、いやいやいや。それっぽちの年ねん齢れい差なら、敬語使わなくていいかなーって」

「今いま更さら？　てゆうか、アストールは誰だれにでもフラットに話してるじゃない」

「まぁ、そうなんだけどさ。……それより、オレになんか用があったんじゃないのか？　いい話だと嬉しいんだけど」

　剣士アストールにそう言われ、シイナはハッとひらめいた。

「アストール、ヴァルドロイとクエスト行ってみたら？　剣のこと、教えてもらえるんじゃない？」

　シイナは我われながら良いアイディアだと思ったが、アストールの反応はイマイチだった。少しがっかりした顔と、想像して、悩なやんでいる顔だ。

「オレ、あの人ちょっと苦手でさ。まともに喋しやべったことない。こないだも、アンタにひどい態度だったし、個人的にも納なつ得とくいってなくてさ」

「私のこと、気にしてくれてたのね。ありがと、アストール」

　シイナは、アストールの優やさしさが素直に嬉しかった。子どもはいないが、我が子に心配される母親になった気分だ。

　しかし、ヴァルドロイへの誤解は解かねばならない。

「ヴァルドロイは、良い人なんだから！　ちょっと不器用なだけよ」

「オレだって、悪い奴やつとは思ってないぜ。最近は、ランスロットに話しかけてるとこ、よく見るし。仲間として、打ち解けようとしてくれてんのかなー、とは」

　アストールの言葉に、シイナは「おやっ」と嬉うれしくなった。もしかしたらヴァルドロイは、前向きに仲間と仲良くなろうとしているのではないだろうか。ならば、是ぜ非ひ、この好青年とも絆を深めてほしい。

　一方アストールは、なんだかまだ複雑そうな顔をしていたが、シイナの熱い眼まな差ざしに根負けしたようで、ついには首を縦に振った。

「アンタがそう言うなら、ヴァルドロイに声掛かけてみるぜ。魔ま法ほう剣士って、治ち癒ゆ術も使えるよな？　一いつ緒しよに組むなら、サポートもしてもらえたら有り難がたいし」

「そう！　そうなの！　メリットがたくさん！」

「じゃあさ、今晩の料理当番、一緒にやってくれないか？」

　アストールは、いい交こう換かん条件を思いついたと言わんばかりに、にこっと笑い、シイナの肩かたに手を置いた。なんだか有う無むを言わせない状じよう況きようだ。

　料理当番は、義勇軍と商人隊で、ローテーションで回しているのだが、大人数分の食事を作るのは、非常に時間と体力が必要で、まるで給食のおばさんになったかのような気分になる仕事だ。ちなみにゲームでは、食材を選せん択たくし、ボタン一つで料理が出来上がり。そして食べると、ステータスアップやＨＰ・ＭＰ回復、絆ポイントを貯ためる効果が得られたりする。

「え～。私、一昨日おとといに料理当番やったところなんだけど」

「まぁ、そう言うなよ。オレ、夜限定のクエストに行きたくてさ！　夜行性のモンスターを倒たおすやつ。それにヴァルドロイを誘さそうぜ！　だから、料理当番が早く済むように、手伝ってくれよ」

「なるほどね。うーん、それならやる」

「よっしゃ！　オレ、肉料理がいい！　レシピはアンタに任せるし、後で食堂でな！」

　シイナが承しよう諾だくすると、アストールは、たいそうはしゃいだ様子で商人隊の部屋を去っていった。

　可愛かわいい、とか言ったら嫌いやがるんだろうな。

　どうか、ヴァルドロイとも仲良くなってほしいと願いながら、シイナは仕事に戻った。
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　十七時半、シイナは商人隊マネジャー業を切り上げ、食堂にやって来た。アストールはまだ来ておらず、厨ちゆう房ぼうにも静けさが満ちていた。

　ハルトール砦とりでは、砦とは言うものの、所有者のレジスタンスは裕ゆう福ふくなのか、厨房の充じゆう実じつぶりが凄すごい。調理器具も一通り揃そろっているし、あらゆる食材が使い放題なのだ。なんと羽は振ぶりの良いことだろう。

　というわけで、シイナは有り難く、その厨房で思う存分料理をすることにした。作るものは、ロールキャベツトマト風味だ。これは、ゲーム内でのヴァルドロイの好物であり、この世界でも好きかどうかは分からないが、どうせ作るなら、彼が喜ぶ可能性のあるものにしたかった。

「まさか本当にヴァルド様に振る舞まえる日が来るとはね！　練習してきた甲か斐いがあるわ」

　料理をきっかけに、またヴァルドロイと話せたらいいなと、シイナは密ひそかに願っていた。そして、手料理を食べて、元気いっぱいにクエストに出掛けてくれたら、こんな幸せなことはないだろう。

　普ふ段だん食堂には寄り付かないヴァルドロイだが、今回ばかりは捜さがし出して食べてもらいたい。そして、ヴァルドロイが照れながら料理をお代わりする様子を妄もう想そうし、シイナは一人悶もん絶ぜつした。

「えーっと、キャベツはこうして……」

　シイナはアストールを待ちきれず、一人で先に調理を始めた。いつもは爆ばく弾だんおにぎりのような豪ごう快かいな料理をしてしまうシイナだが、ロールキャベツだけは自信があり、手て際ぎわは悪くないつもりだ。

　そしてしばらくすると、厨房にアストールがひょっこりと現れた。

「おぉ～、いい匂においするぜ。ロールキャベツ？　オレはブイヨンスープのが好きなんだけどな」

「今日は絶対トマトソースって決めてるの。それはまた今度ね」

　ちぇっ、と口を尖とがらせつつ、アストールはシイナの隣となりにやって来た。意見は言ったものの、「早く食べたいぜ」と楽しみにしてくれている様子だ。

「実はまだ、ヴァルドロイに会えてないんだ。キャンディが依い頼らいしたクエストから帰って来てないんだってさ。だから、食堂で待ってたら、その内来るかなーって」

「ヴァルドロイ、あんまり食堂に来ないみたいだから、会えるかどうか」

「えっ、なんで？」

　きょとんとするアストールには、賑にぎやかな食堂に入りづらい人間の気持ちは、分からないかもしれないなぁと、シイナは思った。彼は学校生活で喩たとえるならば、イケイケな一軍。クラスの中心的な存在の、スクールカースト上位に違ちがいない。そんなアストールには、みんなの輪に溶とけ込めないという状況は、想像することも難しそうな気がした。

「とにかく、待っていてヴァルドロイに会えなかったら、捜しに行きましょう！　もしそれでもダメだったら、明日あしたリベンジしてくれる？」

「……りょーかいっ。てかシイナって、ヴァルドロイ推おしだよな。なんで？」

　アストールは、シイナが指示しなくても、大量のトマトを刻み始めた。目線は包丁とトマトに向けられているが、気持ちはシイナの返答を気にかけていた。

「だって、私はヴァルドロイのマネジャーだから」

　シイナは、ヴァルドロイのことを想おもうだけで、幸せな気持ちになる。彼のことを話すと、つい頬ほおが緩ゆるみ、今もきっとそんな表情をしているに違いないと思った。

「ヴァルドロイのマネジャー？　ずるいぜ。オレだって頼たのみたいんだけど。アーベック領の時みたいにさ」

「あれは、みんなのためのマネジメントだったから。アストールは、放ほうっておいても、たくましく戦っていけるから大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「速そつ攻こうで断られると、つらいんですが」

　アストールと話すのはとても楽しい。会話が弾はずむし、表情も豊かだ。だが、シイナが想い続けているのは、ヴァルドロイただ一人だ。

　かつては、自分と正反対の強さとかっこよさに憧あこがれた。それから、自分にも似た、弱さを知って、支えたいと思った。たとえ、恋こいが報むくわれなくても、あの人が進む手伝いをしたいと願った。

「でも私、最近ヴァルドロイに避さけられてるっぽいんだよね。なんでかな」

「それもしかして、オレのせ……、あ！　シイナ！　鍋なべ！　鍋！」

「わ！　いけない！」

　ヴァルドロイのことを考えていて、シイナはうっかり鍋を吹ふきこぼしてしまった。

「あっつ！」

　慌あわてて鍋なべ蓋ぶたを取ろうとしたが、それは予想以上に熱く、しかも、高温の湯が右手の指に跳はねてしまった。軽い火傷やけどである。料理下手なシイナは、残念ながら、この程度の失敗は日常茶さ飯はん事じだ。

　しかし、ズキズキと熱で痛み、真っ赤になってしまったシイナの指を見たアストールは、

「何やってんだよ！　早く冷やせ！」

　と、シイナの右みぎ腕うでを強ごう引いんにグイッと掴つかみ、指を流水に晒さらさせた。本気で心配してくれた様子で、「手に傷が残ったらダメだろ」と、シイナを𠮟しつ咤たする勢いだった。

「アンタって、ほんとは抜ぬけてる方だろ？　他人の世話より、自分のこと大切にしてほしいんだけど」

「あ、ありがとう。アストール。心配してくれて」

　見たことのないアストールの真しん剣けんな表情に、シイナは戸と惑まどいながら礼を述べた。なんだか、知らない男性と話しているような、不思議な気分になる。

　あれ……。アストールもこんな顔、するんだ。

「オレなら、大事に守ってやるのに。悲しい顔なんて、させないのにさ」

「え！　私、火傷して、そんなに落ち込んだ顔してた？　これくらい、よくあるから大丈夫……」

　シイナが慌てて笑え顔がおを作ってみせると、アストールは思いっきりへこんだ様子で、深いため息をついた。

「ダメだな、こりゃ。今日は敵の情報収集のつもりだったけど、逆にダメージだぜ。まったく……」

　アストールの言葉の意味は、シイナにはピンと来なかった。しかし、いつまでも右腕を掴まれている姿勢が恥はずかしく、「もう大丈夫だよ」と、身を引こうとした時だった。

　カタンッと物音がし、誰だれかが厨房を覗のぞいているのが見えた。

「…………！」

　その人物──、ヴァルドロイは一いつ瞬しゆん、「しまった！」という表情を浮うかべ、足早に立ち去っていった。

「え、ヴァルドロイ！　どこ行くの？　アストール、早く追いかけて！　クエストに行くんでしょ！」

　シイナは絆きずなポイント計画が流れてしまうと焦あせり、アストールに向かって叫さけんだ。しかし、アストールはぶんぶんと首を横に振ふった。

「……あー、ダメだ！　アンタが追いかけろ！」

　一瞬のためらいの後、「鍋は見とくから」と、アストールはシイナの背を力強く押した。

「わ、私？」

　シイナは理解が追いつかないままに、厨房を転がり出た。

「待って！　ヴァルドロイ！」

　廊ろう下かを素す早ばやく駆かけるヴァルドロイを見つけ、シイナは叫びながら後を追う。しかし、ヴァルドロイが振り返る気配はない。

「はぁ……、お願い！　待って……。なんで逃にげるの……」

　シイナは必死に走ったが、日ひ頃ごろの運動不足がたたったのか、あっという間に息切れを起こし、しかも足がもつれて転んでしまった。なんだか、初めてヴァルドロイに会った時とデジャヴがして、あの時のつらい気持ちまで思い出してしまう。

「うぅっ、痛い。捻ひねったかも……」

　せっかくアストールと仲良くなってもらおうと思ったのに。張り切ってロールキャベツを作ったのに。押し付けがましくて、また空回りしてしまったのだろうか。

　シイナは足の痛みを堪こらえながら、しょんぼりと俯うつむいたまま、その場にへたり込んだ。

　やっぱり、自分に誰かをマネジメントするなんて無理だったのかもしれない。理由も分からず、突とつ然ぜん相手に避けられているのだから。

　シイナはため息をつきながら、よろよろと立ち上がろうとした。しかしその時、ふいに頭上に人の気配を感じた。

「無理に立とうとするな。患かん部ぶを見せてみろ」

　見上げると、眼鏡めがね越ごしに、グリーンの瞳ひとみがシイナを見つめていた。

「ヴァルドロイ、どうして」

　どうして逃げたの？　どうして戻もどってきたの？

　シイナの「どうして」に対して、ヴァルドロイはしばらく答えないまま、シイナの怪け我がをした足に治ち癒ゆ術を施ほどこしてくれた。

　そして、言葉少なに、気まずそうに、

「俺もよく分からん。すまなかった」

　と、目を合わさずに言った。

「ふふ。よく分からん、って変なの」

　シイナはヴァルドロイが戻って来てくれたことが嬉うれしく、先さき程ほどの不安は吹き飛んでいた。

　我われながら単純だなと、シイナは小さく笑った。

「足、ありがとう。もう痛くないから大丈夫」

「そうか。なら、いい」

　ヴァルドロイは少し沈ちん黙もくすると、また気まずそうに口を開き、

「お前、アストールと親しいんだな」

　と、呟つぶやくように言った。

「親しいっていうか、仲間としていい人だと思ってるけど。寧むしろ、あなたとアストールが仲良くなってくれたら嬉しいな、って」

「お、俺か？」

「アストール、剣士に転職したから、ヴァルドロイだったら剣術を教えてくれるんじゃないって、昼に話してたの。で、さっきまでは、あなたが来るのを待ってたの」

「そうか。そうだったか」

　ヴァルドロイは驚おどろきつつも、ホッとした様子を見せた。はぁ……、と息をつき、顔を隠かくすように眼鏡を押し上げている。

　シイナは、ヴァルドロイが普ふ通つうに話してくれたことが嬉しくてたまらなかったのだが、彼のその姿を見て、思わず「ん？」と首を傾かしげた。

　あれ？　ヴァルド様、もしかしてヤキモチ？　私がアストールと仲良くしてたのを見て？　そんな馬ば鹿かな！　だって、ヴァルド様は恋れん愛あいエンドなしの設定だったし、私との絆ポイントだって無いんだから。

「おい、厨ちゆう房ぼうに戻るぞ。ロールキャベツを作っていたんだろう？」

　ヴァルドロイのロールキャベツの催さい促そくで、シイナはハッと我に返った。

「あ、うんうん！　ロールキャベツなの。なんで分かったの？」

「匂においがした」

　可愛かわいすぎる！

　ヴァルドロイは、好物の匂いに釣つられて、普ふ段だん寄り付かない食堂に来ていたわけだ。尊さメーターが、枠わく外がいを突つき抜けていく勢いだ。

「そうそう、ヴァルドロイ。ご飯の後は、アストールとクエストだからね！」

「なっ？　いつの間に決まったんだ。どうせお前のメニュガメ内の計画書に、盛り込んであるんだろう。見せてみろ」

「えぇっ！　なんで【ヴァルドロイ　最強化計画！】のこと知ってるの？　ダメダメ！　これは企き業ぎよう秘密……」

　ヴァルドロイに無む理り矢や理りメニュガメを見られそうになり、シイナは慌てて隠そうとした。しかし、うっかり指が画面に触ふれ、自分のスキル画面が開いてしまった。

　そこに表示されているのは、もちろんお馴な染じみの【エグセル】だけ──、ではなかった。スキルが一つ、増えているのだ。

【絆のマネジメント】。テキスト文は、【絆で結ばれた相手の能力を開花・増大させる】。

　これは、もしかして、もしかしたらと、シイナの胸はこれまでになく高鳴った。

　私にも、見えない絆ポイントがあるんじゃない？
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　シイナの新しいスキル──、【絆のマネジメント】の効果は、まず商人隊のメンバーに表れていた。つまり、彼らは新しいスキルを習得したのである。

　商人モンドには、アイテムの売買が有利になる【交こう渉しよう上手】。鍛か冶じ師しマートンには、錬れん成せい品にスキル効果を追加付ふ与よする【スキル付与】。アクセサリー職人キャンディには、作業スピードが倍になる【効率アップ】。

　三人は、商人隊定期ミーティングで報告してくれたのだが、突然のスキル習得に驚いたとのことだった。

「何十年も商人をやってるが、新しいスキルなんざ、久々だ」

「ねぇ、スキルの説明テキストさ、見た？」

「シイナのおかげ……、だね」

　それぞれテキストは異なるが、末文だけは共通していたのだ。それは、【マネジャーとの絆により、誕生したスキル】、という一文だ。

　信しん頼らい関係の証明みたいで、シイナはなんだか照れくさくなってしまう。そして、仕事場の仲間と絆きずなを結べたことが、素す直なおに嬉しかった。

「みんなで話し合いながら、色々工く夫ふうしてきたしね！　結果が可視化できると、余計にやる気が出るねぇ！」

　シイナは、ご機き嫌げんに【エグセル】を使って、議事録を入力しながら言った。

　現在は、二十八章と二十九章の狭はざ間ま──、ルルガンド平原の戦いで勝利を収めた義勇軍は、そこに陣じんを構えていた。そして、シュヴァリエ王城決戦直前である。そのタイミングで商人隊のスキルアップができたことは、義勇軍にとって大きな利益である。

　ゲームでは、王城決戦後、悪あく魔ま族復活が控ひかえており、それらを戦い抜ぬいてハッピーエンドとなる。だが、そのストーリーをなぞって進んでいると知りつつも、やはり、本当に勝てるという保証はないため、どうしても不安は拭ぬぐえない。

　もちろんシイナ以外のメンバーも、少しでも、前線の義勇軍の力になりたいという想おもいがあり、バックアップに余念はない。

「戦いも山場みてぇだしな。少々値が張っても、良いい武器を仕入れといてやるか。どう思う、シイナ」

「賛成よ、モンドさん。連戦になる可能性が高いから、回復アイテムの買い貯だめもよろしく」

　モンドは力強く「おう！」と答えた。そして、今度は窺うかがうような顔つきになった。

「そういえばシイナよぅ。ヴァルドロイの調子はどうなんだ？」

　不意にヴァルドロイの名を出され、シイナは先日の出来事を思い出してしまった。

　ヴァルドロイと話せたこと、ホッとした顔を見たこと、仲間たちと同じテーブルを囲んで、料理を食べてくれたこと、夜間のクエストに出で掛かけていく彼を見送ったこと、新しいスキルが開花して、自分がヴァルドロイにしてあげられることが、まだあると分かったこと。

　そして、もしかして、ひょっとしたら、ヴァルドロイはヤキモチを焼いてくれていたのでは……、という淡あわい希望が、シイナの頬ほおを自然と紅あかくさせた。

「ヴァ、ヴァルドロイはね！　ついにパーティーバトルに参加するようになったの！」

　シイナは胸の高鳴りを誤ご魔ま化かすように、明るい声で話した。

　アストールは、初めはヴァルドロイとの距きよ離りを測りかねていたようだったが、あっという間に心を開いたらしく、今では食事や訓練にもヴァルドロイを誘さそっている姿をよく見かける。また、ランスロットにはヴァルドロイ自ら声を掛けているようであり、その流れで、男三人でクエストに出掛けているらしい。確かく認にんはできないが、おそらく絆ポイントが貯まり始めたのではないだろうか。

　そしてその絆もあってか、ヴァルドロイは局面に応じて集団戦せん闘とうに呼ばれるようになってきたのだ。なんと喜ばしいことか！

「アストールがいい感じにヴァルドロイを推すい薦せんしてくれてるみたいで。昨日の戦いでも、隊を二つに分けなきゃいけなくて、アイリス班とヴァルドロイ＋ランスロット班に分かれたんだって！」

「ほぅ！　そうか！　治癒術使えるってのは、重宝されるんだな」

　ヴァルドロイは少しずつだが、万ばん能のうな魔法剣けん士しとして、義勇軍に馴染んできている。今まで、頑がん張ばってきた甲か斐いがあるというものだ。

　しかし、商人隊のように、【絆のマネジメント】効果で新しいスキルが出たとか、ステータスが上がったとか、そういった報告はなかった。これは、シイナとヴァルドロイの絆が、まだ深くないということだろうか。そう考えると、シイナは少し寂さびしくなった。だが今は、できるサポートをするだけだ。

「じゃあ、次のミーティングは一週間後の同じ時間で。議事録はまたメニュガメに送るから確認よろしくね！」

　ミーティングを終えて、シイナは天幕を出た。時間は十五時を少しだけ過ぎており、商人隊の小しよう休きゆう憩けい時間だ。するとそこに、ちょうど、ヴァルドロイとアストールが通りかかった。

「あ……」

　ヴァルドロイと視線が重なり、シイナは胸がきゅうっとなるのを感じた。何故なぜか、以前のように声を掛けることができない。「お疲つかれ、二人でクエスト？」などという、他愛たわいもない言葉が喉のどの奥でつっかえ、ヴァルドロイを見つめることしかできなかった。

　つい、もっと親しくなりたいという想いが出てきそうになり、しかし、そのたびに恋愛エンドなど存在しないと囁ささやく、もう一人の自分がチラつくのだ。

　ヴァルド様との恋愛は、諦あきらめてたんじゃないの？　私じゃジルフィの代わりはできない。

　その言葉は嫌きらい。私は、誰だれかの代わりにはなりたくない。

　ちょっと脈があるかも、って感じたくらいで、浮うかれ過ぎじゃない？　所しよ詮せん私は、ＮＰＣよ。

　それは、どうだろう。私だって、仲間と絆を結べる。ヴァルド様とだって、もしかしたら！

「恋れん愛あいビギナーの私に、自問自答はしんどい……」

　と、シイナは独り言を呟つぶやきながら、ヴァルドロイとアストールに手を振ふった。ぼんやりと二人全体を見れば、冷静になれた。

「おっ！　シイナ、お疲れ！　ミーティングしてたのか？」

　アストールの明るい声に救われる思いで、シイナは大きく頷うなずいた。

「う、うん。今終わったとこ。二人は？」

「オレ希望のクエストに付き合ってもらってた。失敗しちまったんだけどな。オパールリングがないと、格かく闘とう家かに戻もどれないからさぁ」

「アストールは筋がいい。剣士のままでもいいかもしれんな」

「ヴァルドロイに褒ほめられたぜ！　って、それでも諦めないからな！　オレは格闘家に再転職するんだ」

「ならば、今からもう一度行くか？」

「ぜひ！　って言いたいとこだけど、大事な用があるだろ？　逃にげんなよ、ヴァルドロイ」

「あ、あぁ。覚えていたのか」

　シイナは、ヴァルドロイが仲間と軽快に会話をしていることが、心の底から嬉うれしかった。仲間がいる。戦う場がある。戦い抜く意志がある。彼がそれらを得ようと、もしくは取り戻そうと必死に努力してきたことを、シイナは傍そばで見てきた。

　最終決戦も近いよ。最後まで見届けさせてね、という想いを込めて微笑ほほえみ、シイナはその場を去ろうとした──、が。

「ま、待て。少しだけ、時間はあるか？」

　と、ヴァルドロイがシイナを引き留めてきたのだ。その手には、茶色い紙包みが握にぎられており、シイナの目の前にズイッと突つき出された。

「え、これは……？」

　シイナがきょとんとしていると、ヴァルドロイは苛いら立だった様子で、さらに紙包みをシイナの顔に近づけた。なんだかもう、近すぎて何も見えない。

「ピヨルム領の！　シュークリームだ！」

　視界の外からヴァルドロイの声が聞こえ、シイナはハッとした。そういえば、甘い香かおりがするではないか。

「あ、おやつに誘ってくれてるの？　じゃあ、私、コーヒー三人分用意してくる！」

　シイナは、目の前の好物に胸を躍おどらせ、すぐに行動に移ろうとしたのだが、今度はアストールに止められた。

「わりぃ。オレ、この後レオナとモネと女子会なんだわ。ってことで、二人で食べてくれ」

「えぇっ。アストール、女子会に行っちゃうの？」

　何それ、楽しそう！　と、シイナは詳くわしく聞きたかったが、アストールはニヤッと笑いながら、大きくバックステップをした。

「アストール君の慰なぐさめ会、なんつって。じゃ、お二人さん。仲良くな！」

　アストールは、わざとらしく笑いながら手を振り、軽快な足取りで去って行った。さすが元格闘家で現剣士だ。動きが素す早ばやい。

　そして、残されたシイナとヴァルドロイの間には、奇き妙みような空気が流れる。

「……コーヒーの用意を頼たのめるか。ポットで。連れて行きたい場所がある」

「は、はい！」

　ぼそぼそと話すヴァルドロイは、シイナの嬉しそうな顔を見て、少し安心したように見えた。

　こ、これは、二人っきりでのお茶のお誘いってことでは？

　シイナには、推おしキャラに誘われて断るなどという選せん択たく肢しは存在しなかった。先さき程ほどまでは、心の中で押し問答をしていたが、結局のところ、シイナの思考回路は単純だ。

　私、ヴァルド様が大好きなんだ。その気持ちは、誰にも消せない。

　神様。もし、ヴァルド様の心の中に私の居場所がなかったとしても、こっそりと彼を想うことをお許しください。







　ヴァルドロイが案内してくれたのは、義勇軍が陣じんを構えているルルガンド平原からほど近い、川のほとりだった。透すき通った美しい水が流れ、側そばには背の低い白い花がたくさん咲さいていた。

「うわぁ！　綺き麗れいなところね！」

「気候の厳しいシュヴァリエにも、美しい自然はある。この花は、白はく天てん花かという花で、寒さに強い。蜜みつも甘く、昔は空腹の時に吸って……。いや、貧びん乏ぼうくさい話をしてしまったな」

「うぅん。ヴァルドロイの話が聞けて嬉しい」

　シイナはドキドキしながらヴァルドロイの隣となりに腰こしを下ろし、コーヒーをカップに注いだ。とてもではないが落ち着かず、必要以上にシュークリームの紙包みをガサガサ言わせてしまう。出てきたのは、ココアパウダーのまぶされたシュークリームが二つだ。

「美味おいしそう！　新商品？」

「そうだ。ショコラ味というやつだ。なかなか人気のようだったぞ」

「ありがとう！　わざわざピヨルム領まで行ってくれたのね」

「つ、ついでだ。クエストの。いいから早く食え」

　ヴァルドロイはブラックコーヒーに口を付けながら、シイナが美味しそうにシュークリームにかぶりつく様子を見守っていた。その優やさしい眼まな差ざしに、シイナは思わず身体からだが熱くなってしまう。

「あの、見られてると恥はずかしいんだけど……」

「そうだな。子どものように、クリームを付けたままは恥ずかしいだろうな」

　シイナが「え？」と聞き返す前に、ヴァルドロイの右親指が、スッとシイナの唇くちびるをなぞった。

「ヴァ、ヴァルドロイっ？」

　シイナは、今起きた出来事が信じられず、心臓がバクバクと音を立てるのを感じた。しかし、ヴァルドロイに触ふれられた唇は、まだその感覚を覚えており、夢ではなかったことはたしかだ。

　キス、されるのかと思った……。

「あ、あのね、ヴァルドロイ。私の故郷では、そういうことは滅めつ多たにしないの。なんていうか、少女漫まん画がとかファンタジーに出てくるやつで、壁かべドンとか顎あごクイの仲間ね、うん。とにかく、無意識にしちゃったのなら、気を付けないと。みんな、あなたのこと、好きになっちゃう……から……」

　シイナは頭が混乱して、途と中ちゆうから自分でも何を喋しやべっているのか分からなくなっていた。しかし、自分が十分に分かりやすく照れていて、真っ赤になっていることは理解できていた。そしてその姿を、ヴァルドロイが可笑おかしそうに見つめている。

「カベドンやアゴクイというのが何かは知らんが、お前は、感情が豊かで面おも白しろいな。見ていて飽あきない」

「私、見み世せ物ものじゃないんだからねっ」

「そうだな。大事な俺のマネジャー様だったな」

　ヴァルドロイの何気ない言葉や仕草のひとつひとつに、シイナの胸はときめく。もっと近づいてもいいのだろうか。もっと彼の心を知ってもいいのだろうかという迷いが、身体の中を駆かけ巡めぐっている。

「ところで、お前は、この戦争が終わったらどうするんだ？　エルバニアに帰るのか」

　言葉を返せずにいたシイナに、ヴァルドロイは問いかけた。それは、これまでシイナが考えてこなかったことだった。

　マネジメントが自分の仕事で、ここが自分の居場所だからと、ただ毎日がむしゃらに働き、義勇軍の戦いをサポートしてきた。すべては、平和なエンディングを迎むかえるために、そして最愛の推しキャラを輝かがやかせるためにと。

　じゃあ、その後は？

「私の故郷はエルバニア王国じゃなくて、もっと小さな島国なの。でも、そこに帰りたいわけじゃ……」

　言葉を濁にごすシイナは、考えがまとまらない。

　ゲームのノーマルエンディングでは、祖国に帰る仲間がほとんどで、例えばフォルテは村に戻もどり、アストールは貿易商の跡あとを継つぐ。ランスロットはエルバニア聖せい騎き士し団の騎士団長に出世する、など、それぞれがやりたいことややるべきことを見つけて、別れていく。

　モンドたちは、エルバニアの王都に店を構えていたはずだが、自分も彼らについて行くのはどうだろうか。きっと、家族みたいに楽しく仕事ができるだろう。店が軌き道どうに乗れば、従業員を増やしたり、二号店を出したりできるかもしれない。

　しかし、今以上に、充じゆう実じつした毎日が送れるとは思えなかった。

「私、故郷にいた時は、機械……、人形みたいに働いてたの。たまぁにだけ、人間に戻るみたいな」

「ほう。一時期の俺と似ているな」

「そうかも。目的なく戦う企き業ぎよう戦せん士しってやつ」

「キギョウが何かは分からんが。で、人形のようなお前はどうなったんだ」

「うん。私をいきいきとした人間に戻してくれたのは、このユグドラム大陸。綺麗な景色、美味しい食べ物。そこに住む人たち。義勇軍に商人隊」

　そして、あなた。あなたがいるから、頑がん張ばれる。

「だから、元いた場所よりも、この大陸にいたい……とは思う」

　いつまでも、ここでは働けないことを頭では理解している。しかし、その後どうしたらいいか、具体的な答えは浮うかばない。

　そんなシイナのとりとめのない言葉を、ヴァルドロイは頷うなずきながら聞いていた。グリーンの瞳ひとみが、真っ直すぐにこちらを見つめている。

「ヴァルドロイは？」

「さあな。気が向けば、教えてやらんこともないが」

「えぇっ！　ずるい。私だけ言わされた！」

「ずるくはない。お前の答えは曖あい昧まいだったからな」

　ヴァルドロイはいたずらっぽく笑うと、やれやれと立ち上がった。

「まずは、生き残らなければな。シュヴァリエ王城は目の前。【黒騎士】も、そろそろ動き出す頃ころだろう」

　シイナは【黒騎士】という単語に、背筋が寒くなるのを感じた。

　ゲームにいなかった未知の敵将。恐おそろしい手て練だれ。ジルフィの仇かたき。そんな敵に、一度敗北したヴァルドロイは、どのような気持ちで挑いどむのだろうか。少なくとも、ガツラガ鉱山で【黒騎士】に擬ぎ態たいしたクレイゴーストと対たい峙じした時の彼は、冷静を保ってはいなかった。

　するとヴァルドロイは、シイナの曇くもった顔を見て、

「何だ、不安か？　お前がマネジメントしたんだ。寧むしろ、自信を持って送り出してもらわねば困るんだが」

　と、逆に晴れ晴れとした表情をシイナに向けた。

「ヴァルドロイ、なんだか変わったね。もちろん、いい意味で」

「そうだろうか。……まぁ、死に場所を求める必要はなくなったからな。生きて、やりたいことがある」

　大切な者を失う恐きよう怖ふは、きっとまだ残っている。しかし、ヴァルドロイは過去ではなく、未来を向けるようになった。そんな顔をしている気がした。

　その頼たのもしい姿に、シイナは胸が熱くなる。

　ゲームで見てきたヴァルドロイとは違ちがう。初めて会った時のヴァルドロイとも違う。

　だからこそ、私はもっともっと、あなたのことを好きになった。「好き」が積み重なっていったんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　絶対勝てる！　私が一番、知ってた！」
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　その夜、シイナはアストールから臨時軍議の内容を聞かされた。それは軍の中に内通者がいる、というものだった。

　もちろん、この異世界はゲームのストーリーをなぞってはいるものの、まったく同じというわけではない。仲間の勝敗や生き死にが、シイナの思っていない事態になることも、覚かく悟ごはしていた。しかし、その深刻な内容がにわかには信じられず、シイナは戸と惑まどいを隠かくせない。

　アストールの話によると、今朝から、フォルテはランスロットと共に、レジスタンスの隠れアジトへ赴おもむいていた。王城決戦を前に、最終打合せをするためだったらしい。しかし、その一部の人間しか知らないはずの隠れアジトが、シュヴァリエ王国の暗殺師団に奇き襲しゆうされたのである。

　その後、フォルテたちは応戦するも、被ひ害がいは甚じん大だい。アジトは壊かい滅めつ状態で、生き残った者も、フォルテとランスロットを含ふくめて数名しかいなかったという。

「フォルテたちは大丈夫なのっ？」

「ランスロットは軽傷。フォルテは軍議には出てなかったけど、無事だぜ。でも、呪じゆ術じゆつダメージがでかかったみたいで、意識がまだ戻ってない。アイリスが診みてるから、問題ないと思うけどさ……」

「心配ね。早く目覚めてほしいけど……」

　フォルテは既すでに、義勇軍だけのリーダーではない。今や、エルバニア王国の聖騎士団や魔ま法ほう師団、シュヴァリエ王国のレジスタンスも仲間に加わり、大軍勢のリーダーとなっているのだ。

　そのフォルテが、王城決戦を前に負傷したということは、仲間たちの士気や、今後の進軍に影えい響きようをもたらす、非常に深刻な問題である。

「この話、まだ義勇軍内でとどまってんだけど、アンタには言っとかなきゃって」

　アストールは周囲に誰だれもいないことを確かく認にんし、小声でシイナに耳打ちした。

「内通者が暗殺師団を手引きしたんじゃないかって、ランスロットが軍議で言った。で、明言はしなかったけど、疑われてるんだ。ヴァルドロイが」

　アストールの言葉を聞いて、シイナはショックで目の前が暗くなった。

　ヴァルドロイが疑われる理由は想像がつく。元暗殺師団の人間であり、今もシュヴァリエ王国と繋つながっている可能性を疑われたのだろう。

　でも！　だからって、仲間から疑われるなんて。

「ひどい！　ヴァルドロイは内通者なんかじゃない！　あの人は、自分の信念のために、暗殺師団を抜ぬけたんだから！」

「シイナ、声でかいぜ！　……オレだって、ヴァルドロイが裏切るわけないって思ってる。軍議でも、誰も、口に出して疑ったわけじゃない。ただ、雰ふん囲い気きは最悪だったけど……」

　アストールは、軍議を思い出してか、苦々しい表情を浮かべている。彼は、ヴァルドロイと共に戦い、その人間性を知ったからこそ、悔くやしそうにしてくれている。そして、シイナに軍議の内容を伝えに来てくれた。そのことが、シイナは嬉うれしかった。

「アストール、教えてくれてありがとう。私、ヴァルドロイに会わなくちゃ」

　フォルテがいない今、疑ぎ心しん暗あん鬼きの仲間を支える柱がないのだ。このままでは、仲間がバラバラになってしまう。ヴァルドロイの居場所も、なくなってしまう。仲間から、裏切り者と疑われた心境を思いやると、胸が張り裂さけそうになる。彼はきっと、苦しく悲しい想おもいをしているだろう。せっかく取り戻した光を、また失ってしまうかもしれない。

「ヴァルドロイは、川の方に行ったぜ。オレも行きたいけど……。それはアンタに頼むぜ、シイナ。他ほかの仲間は、オレに任せとけ！」

「うん！　行ってくる！」

　シイナはアストールに手を振ふると、平原に立ち並ぶ、無数の天幕の間を駆かけ抜けた。冷たい夜風がシイナを押し戻そうとしてくるが、そんなことは関係ない。今はただ、一刻も早く、大好きな人に会いたかった。

　あの時のように、彼が逃にげたらどうしよう。もし、義勇軍を去ろうとしていたらどうしよう。

　ふと不安が頭をよぎったが、シイナはそんな気持ちを振り払はらった。

　大丈夫。私の見てきたヴァルドロイなら、絶対に諦あきらめない。

　ヴァルドロイは変わったんだ。あの人の意志と信念は、絶対に折れない。

　だから、シイナはヴァルドロイを信じて走り続けた。走って、走って──、そして、白天花の咲さく川のほとりで、ひとり剣けんを振るヴァルドロイを見つけた。

「やっぱり、ここだった！」

　シイナが息を切らした声をあげると、ヴァルドロイは驚おどろいた顔を向けた。そして、剣を鞘さやに納め、シイナがよたよたと歩み寄る様子を見守っていた。

「今日は、転んでいないんだな」

「そんな、いつも転ぶわけじゃないもの。体力は、限界だけど……」

　すると、ヴァルドロイは川の側そばに座り込み、シイナにも隣となりに来るように手招きした。

「座って休め。話は、それからでいい」

　ヴァルドロイの表情は、シイナが想像していたよりも、ずっと穏おだやかだった。グリーンの瞳は、月明かりで光る水面みなもを映し、キラキラと輝かがやいている。初めて出会った時の、ガラス玉のような瞳とは違っていた。

「ねぇ、ヴァルドロイ。軍議のこと、アストールから聞いたんだけど……」

　呼吸を整え、シイナは本題を切り出した。

「お前は、俺を信じてくれるか？」

　ヴァルドロイは、シイナの言葉の続きを待たずに言った。

「信じてる。ずっと」

　シイナの力強い言葉が、空気を静かに震ふるわせた。

　そしてそれは、短い言葉だったが、気持ちを伝えるには十分だったようだ。

「なら、いい。俺は、逃げない。最後まで戦い抜く」

　ヴァルドロイは川の方を見たままだったが、片手でシイナの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　そのぎこちない仕草や手の温かさが、シイナの心を引き寄せていく。

「ずるいよ、ヴァルドロイ」

　思わずシイナが呟つぶやいた言葉に、ヴァルドロイは「昼間の話の続きか？」と問いかけた。しかし、シイナは首を横に振った。

　胸が苦しくて、痛い。どんな選せん択たく肢しを選んだらいいか分からなくて、怖こわい。自分の気持ちを伝えるかどうか、ずっと迷ってきた。ヴァルドロイの過去を知り、大切な人の存在を知った。そして自分の無力さを知った。だから、諦めようと思った──、けれど、自分は、自分の気持ちに嘘うそがつけるほど、器用な人間ではなかった。

　どんな逆境でも諦めない。立ち向かうのが、私だ。友情エンド？　恋れん愛あいエンド？　何言ってるの！　未来を決めるのは、私なんだ！

「あのね、ヴァルドロイ。私……！」

　言いかけるシイナを、ヴァルドロイは抱だき寄せた。その動作が思いのほか乱暴で、シイナはドンッと勢いよく、彼の胸に抱き留とめられ、胸が大きく高鳴った。しかし──。

「ぐっ……！」

　次の瞬しゆん間かん、ヴァルドロイの背には、白はく龍りゆうの牙きばで作られた槍やりが突つき立っていた。

「ヴァルドロイ！」

　ヴァルドロイは、シイナを庇かばうように体を捻ひねり、閃せん光こうの一いち撃げきをその背に受けたのだった。その衝しよう撃げきは、彼の胸の中にいたシイナにも伝わり、シイナは驚きと恐きよう怖ふに身を震わせた。

「だい、じょうぶだ。この程度……！」

　ヴァルドロイは、シイナから手を離はなすと、苦しそうに息を吐はきながら、背中の槍を引き抜き、投げ捨てた。すると、傷口から鮮せん血けつがドクドクと溢あふれ出る。

「血が！　手当しないと！」

「俺は、魔法剣士だ。忘れたか……？」

　恐怖に顔を引きつらせるシイナを安心させようと、ヴァルドロイは激痛に耐たえながら、治ち癒ゆ術の呪じゆ文もんを唱えた。すると、淡あわく蒼あおい光が彼を包み、激しい出血は収まっていった。

　シイナはひとまず安あん堵どしたが、たった今ヴァルドロイを貫つらぬこうとした槍を拾い上げる人物の姿を見て、再び震えた。その狂きよう気きじみた殺気は、シイナが今まで経験したことのないものだった。

　そしてだからこそ、信じ難がたかった。

「今のは挨あい拶さつ程度だ、ヴァルドロイ」

　聞き覚えのある、低音のよく響ひびく声。携たずさえるは、白龍の槍。金きん髪ぱつに蒼い瞳ひとみの聖せい騎き士し。

　義勇軍の一人、ランスロット。

「早かったな。もう俺を殺しに来たか」

　ヴァルドロイは剣を杖つえ代わりに立ち上がり、ゆっくりと近づいてくるランスロットを見み据すえた。

「君は勘かんがいいようだからね。潔いさぎよく死んでくれたまえ」

　ランスロットは、白龍の槍を構えて言った。蒼い瞳が炎ほのおのように燃え、ヴァルドロイを捉とらえている。

　シイナは、ランスロットはヴァルドロイを内通者と思い込み、始末しに来たに違ちがいない、と確信した。そして、何としても止めなければと、

「待って！　ランスロット！　ヴァルドロイを内通者と思ってるんでしょ？　ヴァルドロイはそんなことしない！　誤解なの！」

　と、二人の間に割って入ろうとした。だが、ヴァルドロイがそれを手で制した。

「下がれ。誤解しているのは、お前だ」

　ヴァルドロイは、訳の分かっていないシイナを突き飛ばすようにして後ろに下がらせると、真っ直すぐにランスロットを見つめた。

「内通者は……。裏切り者はお前だろう、ランスロット！」

　ヴァルドロイの言葉が、川の水面を震わせた。雲が流れ、月明かりにランスロットの姿が照らし出される。

「嘘よね、ランスロット？」

　シイナは、ランスロットの否定の言葉が聞こえるものと思った。だが違った。ランスロットは愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「はははははっ！　やはり、気付いていたか。少し前から嗅かぎ回っていると思っていたよ」

「そうだ。あの日聞いたお前の声、お前の槍筋を、俺が忘れるわけがない。義勇軍に寝ね返がえった俺を、お前はさぞかし殺したかっただろうな。ランスロット。──いや、【黒騎士】と呼ぶべきか」

　そんなはずはない。ランスロットはエルバニア王国の騎士で、頼たよりになる仲間で、シュヴァリエ王国の【黒騎士】だなんて、そんな設定は……！

　いや、違う。

　この異世界で、ゲームの設定なんて当てにならないことは知ってたじゃない！

　私は、ランスロットの想いも信念も、なに一つ知らないんだ。

「その通りだよ、ヴァルドロイ。私はシュヴァリエ王の手足。あの御お方かたによる支配のための礎いしずえだ」

　ランスロットのメニュガメが文字化けし、新たな言葉に書き換かわる。

【ランスロット　黒騎士　所属：シュヴァリエ王国】と。

　そして同時に、彼の白龍の槍が、黒く禍まが々まがしい槍──、魔ま槍そうルーンに姿を変えた。

　もはや、疑いようのない事実だった。ランスロットの正体は、かつてジルフィを討うち、ヴァルドロイを地に堕おとした【黒騎士】だったのだ。彼はシイナの知っている、高潔な聖騎士ではない。彼の心は義勇軍ではなく、シュヴァリエ王の下もとにある。

「もう隠かくす気はないようだな。ならば、聞こう。レジスタンスのアジト奇き襲しゆうは、お前の自作自演だな？　残念ながらフォルテを殺すことはできなかったようだが」

「あぁ。勇者はしぶとくて困るよ。暗殺師団の雑ざ魚こごときでは、仕留めることができなくてね。だが、ダメージを負わせた今が好機だ。我がシュヴァリエ王の竜りゆう騎き士し団全軍で、義勇軍を叩たたかせてもらう」

「俺がそれを許すと思うか？」

「もちろん、君も、シイナ君も生かして帰すつもりはない。そうだな……。内通者とバレてしまい、シイナ君を人ひと質じちに逃とう走そうを試みたヴァルドロイ。しかし、正義の聖騎士に逃走を阻そ止しされ、逆上した君はシイナ君を殺してしまう。そして君は、私に制裁される。どうだろうか？　いいシナリオだと思うが」

「お前は俺には勝てない。残念だが、そのシナリオは却きやつ下かだ」

　ヴァルドロイは振ふり返ってシイナに頷うなずき、シイナも祈いのりを込めて頷き返す。

　その時だった。

　ヴァルドロイのメニュガメから、スキルの習得音がしたのは。

　しかし、それだけではなかった。聞きなれた習得音だけではなく、彼のメニュガメ自体が明るい光を放っていたのだ。
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　それは、シイナとヴァルドロイの想おもいが絆きずなに変わった瞬間だった。

　そして、二人の不思議な自信に満ちた表情に、ランスロットは不愉快そうに眉まゆをひそめた。

「弱者の馴なれ合いは、見ていて反へ吐どが出る。さぁ、大人しく魔槍に魂たましいを捧ささげてくれたまえ！　ヴァルドロイ！」

「来い！　勝負だ！　ランスロット！」

　ヴァルドロイのミスリルブレードと、ランスロットの魔槍ルーンが、鈍にぶい金属音を響かせた。

　二人のレベルはほぼ同じだが、槍の方がリーチが長く、攻せめやすい。そして、ランスロットの突いた槍を手元に引き戻もどす動作は、尋じん常じようではないスピードであり、戦いは次し第だいにランスロット優位に傾かたむき出した。

「少しは耐えているようだが、やはり、最初の一撃が効いていると見える。安心したまえ。君が苦痛に侵おかされ死にゆく様は、しっかりとシイナ君に見届けてもらう。あの日のジルフィと君のようにね」

「【黒騎士】様にしては、安い挑ちよう発はつだな。残念ながら、あの日の俺とは違う」

「どうかな。君は、暗殺師団の仲間や、ジルフィの仇かたきである私が憎にくくてたまらないのではないか？　だから今日まで、敵軍に降くだるという屈くつ辱じよくに耐え、復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたのだろう？　……ほら、剣けん速そくが鈍った！」

　ランスロットは、笑いながらヴァルドロイの剣撃を弾はじき飛ばすと、そのまま槍を旋せん回かいさせて、魔法の詠えい唱しようのモーションに入った。

「あの日と同じ魔法で逝いかせてあげよう。……【ブラッディ・ランス】！」

　ランスロットが叫さけぶと、幾いく本もの血色の槍やりがヴァルドロイを襲おそった。

　その一点集中の降槍の嵐あらしに、シイナは震ふるえ上がらずにはいられない。

「ヴァルドロイ！」

　血色の煙えん炎えんの揺ゆらめきに、シイナの声が響く。

　そして、その揺らめきの中から、愛いとしい人の声が聞こえた。

「あの日の俺とは違う、と言ったはずだ」

　ヴァルドロイは、ミスリルブレードで煙けむりを斬きり払はらうと、険しい目付きでランスロットを見据えた。

　腕うでや腹、足を魔法で貫かれ、鮮血が滲にじんでいるものの、瞳の光は失われてはいない。シイナが見つめ続けてきたヴァルドロイは、勝利を諦あきらめてはいなかった。

「俺は、お前を乗り越こえる……！　お前は俺の過去として消えろ」

　シイナは、ヴァルドロイのマネジメントを始めた時から、彼が希望した闇やみ魔法への耐たい性せい強化プランを続けてきた。レベルを上げて魔法防ぼう御ぎよを高めることはもちろん、レアな鉱物を加工し、闇耐性アイテムも作っていた。

　すべては、今この時──。ヴァルドロイと【黒騎士】の因いん縁ねんを断たち切るために。

「フン。上級魔法になんとか耐たえたくらいで、調子に乗るな。もう、虚きよ勢せいを張るのがやっとなのだろう？　動けるような状態でないことは明らかだ」

「ああ、そうだな。動くのは、やめる」

　ヴァルドロイは、小声で呪じゆ文もんを唱え、剣先をランスロットに向けた。

「【リトルファイア】！」

　それは威い力りよくも最弱、発動範はん囲いや速度も最低の初級魔法だった。

「血迷ったか、ヴァルドロイ！　隙すきだらけだ！」

　ランスロットは【リトルファイア】を軽々とかわすと、魔法発動後の隙を狙ねらい、槍を構えた。

　しかし、ヴァルドロイに隙はなかった。

「【ウォーターエッジ】、【レムサンダー】、【アースラッシャー】、【ヴォーパルトルネード】、【フランベルジュヒート】、【トールグラビティア】！」

　火、水、雷かみなり、土、風……。ヴァルドロイは連続して術を発動させ、ランスロットに魔法の嵐を降らせた。それらは、初級と中級魔法だったが、威力はどんどんと増していき、魔術師の上級魔法に匹ひつ敵てきし得る──、否いな、それをも凌しのぐ強大な魔法となっていく。

「来たれ、稲いな妻ずま！　【サンダートーテムポール】！」

　そして、最後の魔法──、白い雷らい光こう柱ちゆうが轟ごう音おんと共にランスロットを貫つらぬき、彼のゲーティアアーマーを粉々に破は壊かいし、吹ふき飛ばした。

「ぐぁぁぁっ！　あ、あり得ない！　何故なぜ、魔法に隙がない！　何故、魔法剣士ごときの魔法に、ここまでの威力がある！」

　ランスロットは、大きく肩かたで息いきをしながら立ち上がり、憎ぞう悪おの表情でヴァルドロイを睨にらみつけた。そして、予想外の事態を受け入れられず、ワナワナと震えながら、槍に闇の魔力を込め直す。

「殺す……。この屈辱は、君の死で償つぐなってもらう」

「さすが【黒くろ騎き士し】、タフだな。だが魔法のカラクリは、お前には分からないだろうな」

　呪のろいの言葉を吐はき散らすランスロットに、ヴァルドロイは冷ややかな笑えみを向けながら、眼鏡めがねをクイと押し上げた。その眼鏡の奥のグリーンの瞳ひとみには、憎しみや復讐心は宿ってはいない。

　シイナは、そんなヴァルドロイを見つめながら、彼の新しく開花した力に祈りを込めた。

　ヴァルドロイが習得したばかりの新しいスキル──、【マネジメントの加護】。説明テキストは、【自身のスキルや装備品付ふ随ずいスキルの効果を三倍に増ぞう幅ふくさせる。マネジャーとの絆により、誕生したスキル】。

　つまり、ヴァルドロイのスキルである【クイックスペル】で魔法発動の隙を短縮し、【オートマジック】でＭＰを無限供給している状態なのだ。しかも、商人隊自じ慢まんの商人が用意したレア防具や、鍛か冶じ師が錬れん成せいした武器、アクセサリー職人が細工を施ほどこしたマジックリングにも、同スキルが付ふ与よされている。

　ヴァルドロイは、復讐のために義勇軍に寝ね返がえったわけじゃない。

　憎しみで戦ってきたわけじゃない。

　あの人は、自分の信念を貫くために──、国のために、未来のために戦ってきた。

　あなたが紡つむいできた希望や絆を、私は見てきた！

　私たちの想いが、あなたを強くする！

「勝って！　ヴァルド様！」

　シイナは声の出る限り叫んだ。

　瞬しゆん間かん、ランスロットの鋭するどい突つきが、ヴァルドロイの腹を貫き、鈍い音を響ひびかせた。

　しかし、ヴァルドロイは笑っていた。諦めた笑みではない。

「しぶとい奴やつめ！　もう一いち撃げきくれてやる！」

　ランスロットは素す早ばやく槍を引き戻し、ヴァルドロイにトドメの一撃を食くらわそうとした。が、それより先に、電光石火の一いつ閃せんが飛んだ。

「【カウンター】、だ！」

　周囲を包む眩まばゆい閃光に、シイナは思わず目をつぶった。

　そして、次に目を開けた時には、意識を失って倒たおれているランスロットと、地面に片かた膝ひざをつくヴァルドロイの姿があった。

「ヴァルドロイ！　しっかり！」

「案ずるな。生きている……」

　シイナが慌あわてて駆かけ寄ると、ヴァルドロイは痛みに耐える表情を浮うかべながらも、ランスロットを重力魔ま法ほうで拘こう束そくし、小さく頷うなずいてみせた。しかし、ヴァルドロイのＨＰは一ひと桁けたにまで減っており、とてもではないが安心できる状態ではなかった。

「無む茶ちやしすぎ……！　こんなにひどい怪け我がして」

「【カウンター】の威力を最大まで高めようと思ってな。だが……、さすがにキツイな。治ち癒ゆ術を使う気力がない」

「すぐに、誰だれかを呼んでくるから！　ヴァルドロイ、待ってて！」

　と、シイナは助けを呼びに行こうとしたが、ヴァルドロイに腕を掴つかまれ、留とどまった。

　ヴァルドロイは、小さく笑っていた。

「もう少し、ここに居てくれ。大だい丈じよう夫ぶだ、回復薬を使って、しばらく休めば治癒術が使える」

「は、はい……」

　シイナは、ヴァルドロイのぬくもりを感じながら、彼を支えるようにして隣となりに座った。

　夜風が穏おだやかになり、星々と月明かりが二人を照らしていた。そして、ゆっくりと静かな時間が流れる。

　つい先さき程ほどまでは、命の危機に恐きよう怖ふしていたのに、今は寧むしろ、シイナの内には、様々な感情が入り乱れていた。

　過去を乗り越え、因縁の相手に勝利したヴァルドロイに、掛かけるべき言葉は何か。無事を喜ぶ気持ちを表す言葉は何か。守ってくれたことへの感謝を伝える言葉は何か。祝福、喜び、安あん堵ど、迷い、愛おしさ……。

　どんな言葉だって、足りない。

　不意に、ヴァルドロイがシイナの身体からだを引き寄せ、

「ありがとう」

　と、その胸にギュッと抱だき締しめた。温かく、広い胸だった。そして、ヴァルドロイのものか、シイナのものか分からない心音が、心ここ地ちよく響いていた。

「ありがとうって、なんだか終わりみたいで寂さびしいよ」

　シイナは、ヴァルドロイの胸に顔をうずめながら言った。

　シイナにとって、「ありがとう」は、とても嬉うれしい言葉だったが、同時に、「もうできることは何もない。物語はエンディングに向かっている」という宣告のように感じられたのだ。そう思うと、自然と涙なみだが溢あふれてきた。

「嫌いやだよ。私、あなたに貰もらいっぱなしで……。もっと、もっと、何かしてあげたいのに！」

　もっと力になりたい。あなたを支えたい。でも、この距きよ離りじゃ、届かない。

「私、自分がこんなに貪どん欲よくだなんて知らなかった……。少し前までは、自分の居場所が欲しかった。そこで、誰かに認めてもらえたら……、喜んでもらえたら良かったの。でも今は、それだけじゃ足りなくて。あなたの心の中にも、私の居場所が欲しくて……」

　何を口走っているんだろうと、シイナは身体が熱くなるのを感じた。

　しかし、もう、気持ちを抑おさえておくことができない。取り留めのない自分の言葉を、ヴァルドロイが受け止めてくれると信じて、シイナは溢れる気持ちを吐き出していく。

「不器用で、間ま抜ぬけで、すぐ空回りしちゃうけど、でも！」

　シイナは、顔を上げて、ヴァルドロイを真っ直すぐに見つめた。

「これからも、あなたの傍そばにいたい！　あなたが戦い抜ぬく、その先もずっと、一いつ緒しよにいたい！」

　ヴァルドロイの返事はなかった。

　しかし言葉の代わりに、優やさしく温かいキスが、シイナのひたいに落とされた。

「…………っ！」

　シイナの前まえ髪がみが、ハラリと元の位置に戻もどるが、シイナの真っ赤な顔は元には戻らない。そして、そんな様子を見て、ヴァルドロイは可笑おかしそうに微笑ほほえんだ。

「お前の欲など、些さ細さいなものだ。お前は、もうとっくに俺の心の中に居座っているぞ。知らなかったか？」

「あっ、あの……。私、その……！」

「俺は、飛び抜けた戦せん闘とう力も、センスも、カリスマ性もない。そうなろうと、一人で足あ掻がいたこともあった。だが、お前とならば、俺らしく……。いや、俺たちらしく、俺たちにしかできない生き方ができそうだ」

　ヴァルドロイは照れくさそうに笑うと、再びシイナを抱き締めた。そして、シイナの黒髪をぎこちない仕草で撫なでつける。

「ヴァ、ヴァルドロイ！　私、天に召めされちゃう！」

「意味が分からんが、俺はお前を手放さん」

　あまりの恥はずかしさと嬉しさに悶もだえるシイナは、しばらくヴァルドロイの腕うでの中でもがいた後に、いい加減傷の治ち療りようをしてくれと懇こん願がんした。さすがにＨＰが一桁では、何かの拍ひよう子しに倒れてしまいかねない。

「お願い。回復薬があるから、使って！」

「そうだな。これで、終わりではないからな」

　ヴァルドロイはシイナを抱き締めていた手を緩ゆるめると、倒れているランスロットを見つめた。

「《絆きずな》を切り捨てた、憐あわれな男だ。皆みなの所に連れ帰り、情報を吐かせるぞ」

　そう、まだ終わっていない。シイナの知っている《ユグドラシル・サーガ》とは、ストーリーが違ちがうが、これから王城決戦が待っている。

「俺は、最後まで……。そして、その先も戦い抜く。心強いマネジャーがいるからな」

「うん！　あなたなら、できるよ！」
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　それから数週間後。

　城外を制圧したエルバニア軍やレジスタンス、シイナたち商人隊の四人、そして魔女クリスは、シュヴァリエ王城の前で、祈いのるようにして義勇軍の帰き還かんを待ち侘わびていた。

　城の周囲には禍まが々まがしい結界が張られており、戦う力のないものは、それに触ふれることさえできない。そして、今まさに城内では、悪魔族の力を解放したシュヴァリエ王と、我われらが義勇軍との、大陸の明暗を賭かけた戦いが繰くり広げられている。

　つまり終章、最終決戦だ。

　本当は、その決戦の場には、聖せい騎き士しランスロットもいるものと思っていた。

　しかし彼は、エルバニア王国の腐ふ敗はいした政治や貴族制度、救済を求めるだけの人々に絶望しきっていた。そして、助けるべき人間のいない国で、足掻きもがいた果てに出会ったのは、敵国の王。その圧あつ倒とう的な力に魅みせられたランスロットは、【黒騎士】の兜かぶとを被かぶり、弱者を切り捨て、強者の国を創つくるという痛みを伴ともなう改革に傾けい倒とうしていった。

　だがシイナは、ランスロットの選せん択たくをすべて否定する気はない。

　もちろん、義勇軍や国の人々を傷つけたことは許せないが、この世界にはゲームや物語のような勧かん善ぜん懲ちよう悪あくが存在するわけではない。時代や立場によって、正義は変わる。ランスロットの掲かかげた正義が、たまたま義勇軍と道を違たがえたのだ。

　でも、私たちがランスロットの苦しみや絶望を理解できていたら？

　私たちが、ランスロットと《絆》を結ぶことができていたら？

　そう考えると、シイナの胸は強く締め付けられてしまう。

　しかし、いくら後こう悔かいしても時間は戻らないし、結果も消えることはない。今はただ、先に進んだ仲間たちを信じるだけだ。

「あいつら、おせぇな。まだかっ？」

「モンド、うるさいよ。僕らは待つしかないんだから、静かにしてくれよ」

「ボクたち……、できることは全部……やった。みんななら、きっと大丈夫」

　モンド、マートン、キャンディは、落ち着きなくシュヴァリエ王城を見上げている。

　一方魔女クリスは、優しい顔でシイナを見つめていた。

「怖こわいかい？　シイナ。これは、アンタの知っている戦いじゃないかもしれないからね」

「クリスおばあちゃん。私、怖くないよ。義勇軍のみんなのこと、あの人のこと、信じてるから。必ず帰ってくるもの」
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　シイナは、数日前、ヴァルドロイと共に墓地を訪おとずれたことを思い出していた。

　そこは、シュヴァリエ王国の貧民街のほど近くで、墓標もなく、数えきれない武器が地面に突つき立てられただけの、墓地と呼ぶにはあまりにも粗そ末まつな場所だった。

「ジルフィ。久しぶりだな」

　ヴァルドロイは、墓地の一番奥──、二本の短たん剣けんが突き立てられた場所に、そっと花を手た向むけた。

　ヴァルドロイは、ジルフィのことを、掛け替がえのない姉のような存在だと言った。自分に生きる意味を教えてくれた。夢を持つことを教えてくれた。家族や友人の愛を教えてくれた。そして、その恩に報むくいることができないままに、彼女と別れることになってしまったことを、ヴァルドロイはずっと悔くいていた。

「俺は、ジルフィのようになりたかった。誰だれかを導けるような、強い意志と信念を持った人間に。だが、どれほど足掻いても、近づくことができなかった。寧むしろ、己おのれの力不足を突き付けられ、絶望した。……そんなこと、あんたは望んでいなかったのにな」

　シイナは、ヴァルドロイの穏おだやかな横顔を見つめながら、二人のことを想おもった。

　ヴァルドロイに、生きる希望を与あたえたのはジルフィかもしれないが、きっとジルフィは、教え、導いてきただけではないだろう。己の足で歩んでいくこと、誰かと支え合って生きていくこと。矛む盾じゆんするようだが、ジルフィとヴァルドロイが共に生きていく中で、築き上げた絆こそが、ヴァルドロイの探し求めていた答えだった。

「仇かたき……、討うったぞ。あんたは、そんなの通過点だと笑い飛ばしそうだが……。俺は、ようやく、前に進める。シュヴァリエ王国を、救うことができる。そして、大切な者と共に、新しい世界を生きていく」

　ヴァルドロイは、静かに両手を合わせていたシイナの肩かたを、そっと抱だき寄せながら言った。温かく、力の籠こもった手だった。

　そしてシイナも、「見守っていてください。ジルフィさん」と、心の中で言葉を掛かけた。

　どうか、ヴァルドロイに力を貸してください、生きて帰って来られるように……と、祈りを込めた。

　すると、一いつ瞬しゆん、目を疑うような出来事が起こった。

　ジルフィの形見である双そう剣けんが、淡あわく白い光を帯びて、輝かがやいているのである。後から思えば、たまたま、雲の切れ目から太陽の光が注がれたのかもしれなかったが、それはまるで、ジルフィが笑っているかのような、温かい光だった。

「ありがとう、ジルフィ。俺はあんたに背中を押されてばかりだな」

　フッと微笑ほほえむと、ヴァルドロイは一本だけ、ジルフィの短剣を地面から引き抜ぬいた。

「持っていくの？」

「あぁ。こいつは、ジルフィの夢を掴つかむための剣だ。王を倒たおし、国を救う、その景色を見せてやろうと思ってな」

「そっか。ジルフィさん、喜ぶね」

「だといいんだが。今いま頃ごろ、墓荒あらしだと罵ののしっているかもしれん」

「そんなことないでしょ」

「いや……。ここで待つ一本の元に、片割れを返すまでは、納なつ得とくしないだろうな」

　ヴァルドロイは短剣に付いていた土を払はらうと、大切そうに腰こしのベルトに固定した。

　武器としての装備品ではない。お守りのようなものだろう。だが、シイナは、自分が傍そばにいられないシュヴァリエ王城の中では、ジルフィがヴァルドロイを守ってくれるような気がして、とても心強く感じた。

　そんなシイナの気持ちを察してか、ヴァルドロイは、

「俺は、必ず戻もどる。仲間と共に。帰る場所がある限り……、お前がいる限りな」

　と、力強く頷うなずきながら言った。
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　だから、義勇軍のみんなは必ず勝つ。ヴァルドロイも、絶対に帰ってくると、シイナは強く信じていた。そして、どうかこの祈りがみんなに届きますようにと、願っていた。

「そうかい、それは良かった。いい顔してるじゃないか、シイナ。前は、今にも壊こわれちまいそうなひどい顔してたからねぇ。……ゲームだけが生き甲が斐いだったあんたに、少しは元気をあげることができたみたいだね？」

「少しどころじゃないよ。私、おばあちゃんのおかげで、自分らしく働けるようになったし、素す敵てきな仲間ができたんだよ」

「ふふふ。本当に、あんたを連れてきて良かったよ。もし仕事がつらくなったら、日本に帰してあげようかと思っていたけど、その必要はなかったようだね。アンタは仲間を信じることができる、いいマネジャーだ」

「ありがとう。おばあちゃん」

　シイナは、クリスの温かい言葉に微笑んだ。

　かつて手に入らなかったもの──、仲間、居場所、自分にしかできない仕事。それらはクリスに導かれ、見つけることができた。だが、これからは、自分で選び、探していかなければならない。

「おばあちゃん、私、この世界が大好き。この世界をもっと知りたい。もっとたくさんの人に会いたい。あの人の隣となりで……」

　シイナが言いかけた時、城を覆おおう結界が崩くずれ出し、城門がゆっくりと開いていった。

「みんなが、帰って来た！」

　勇者フォルテが無法の剣イリーガルソードを掲げている。その後に、アイリス、ガーナ、モネ、レオナ、アストール、そしてヴァルドロイが続いて出て来た。みんな、あちこちに怪け我がをしている様子だったが、晴れ晴れとした表情をしていた。

　義勇軍は、勝ったのだ。

　義勇軍の帰き還かんを、今か今かと待ち侘わびていた観衆たちは、大きな喜びの声をあげた。

「義勇軍、万歳！　勇者、万歳！」

「ユグドラム大陸に栄光あれ！」

「宴うたげだ！　宴をするぞ！」

　歓かん喜きの渦うずはどんどん膨ふくれ上がり、義勇軍の精せい鋭えいたちを囲んでいく。そしてあっという間に、二重三重の人の壁かべの出来上がりだ。

「おいおい。馴な染じみの俺たちそっちのけで、盛り上がってんぞ」

「え？　モンド、もしかして、この人だかりを突とつ破ぱする気？　僕は勘かん弁べんだよ」

「ボク……、突とつ撃げきする！」

「待って！　モンドさんはともかく、キャンディは危ないから！　ほんとに潰つぶされちゃうから」

　今にも突っ込んでいきそうなモンド、全力で拒きよ否ひするマートン、だぶだぶのローブの裾すそをたくし上げているキャンディ。そして、そのローブの裾を掴つかまえるシイナは、遠巻きに義勇軍の姿を見つめていた。

「大陸を救った英えい雄ゆうなんだから、みんなお礼を言いたいに決まってるよ。私たちは、後でも会えるから……」

　シイナは、逸はやる気持ちを抑おさえながらも、一度、商人隊のみんなと天幕に戻ろうか、と考えた。

　その時──。

「おや？　待ちなよ、シイナ」

　クリスが、ちょいちょいっとシイナを引き留めた。

　彼女の視線の先に目をやると、大観衆の人だかりが、少しずつ、少しずつ、内側から割れていったのだ。

「はいはーいっ！　みんな、ちょっとどいてね～！」

「ごめんなさいね？　後で埋うめ合わせしてあげるから、我が慢まんしてて？」

　見ると、レオナとモネが華か麗れいに群衆を捌さばき、通り道を作り上げているではないか。さすがは義勇軍女子だ、たくましいにも程ほどがある。

　そして、その後ろでは、フォルテ、アイリス、ガーナが、誰だれかの腕うでをぐいぐいと引っ張りながら、二人が拓ひらいた道をこちらに向かって移動して来ている。

「よっ！　魔ま法ほう剣士一名、お届けに上がりました！」

　トドメの一いち撃げきは、格かく闘とう家かアストール。

　ドンッという音がしたかと思うと、一人の男性が、アストールに背中を押されて転がり出てきた。

　男性は「おい！　何をする！」と、よろけながら文句を言ったが、目の前の状じよう況きようを理解したらしく、照れくさそうにシイナを見つめた。

「……戻ったぞ」

「ヴァルド様！」

　シイナは、ヴァルドロイに駆かけ寄った。

　褪あせた赤い髪かみ。よく磨みがかれた眼鏡めがね。グリーンの瞳ひとみが、愛いとおしそうにこちらを見つめている。

　そしてシイナは、たくましい彼の胸に抱き留とめられた。

「おかえり、ヴァルド様！」

「様付けはよせと、何度も言ったはずだ。……これからは、ヴァルドでいい」

　ヴァルドロイの穏おだやかな笑えみに、シイナは胸がきゅうっとなった。

　喜びと愛しさが込み上げてきて、止まらないのだ。

　不器用で、クールで、努力家で、照れ屋で、優やさしい人。私の大切な、ずっと支えていきたい人。

「ヴァ、ヴァルド……。私、あのね。これからも、あなたのマネジャーでいたい！　一いつ緒しよに生きていきたい！」

「ならば、これを貰もらってくれるか？」

　ヴァルドロイから手て渡わたされたものは、転職アイテムのオパールリング──、ではなく、ダイヤモンドのはめ込まれた指輪だった。

「これは……？」

「ジョブチェンジしてくれるか？　シイナ」

　初めて名前を呼んでもらったかもしれない。最愛の人の口から出る自分の名前に、シイナはこそばゆい気持ちになった。

　そして、左の薬指に光る美しいリングは、シイナの新しい道を照らすかのように輝かがやいている。

　疑いたくなるくらい爽さわやかな青空と、鮮あざやかな緑の草原の間を、気持ちの良いい風が吹ふき抜ける中、仲間たちの温かい拍はく手しゆに包まれ、シイナはとびきりの笑顔で宣言した。

「私、ヴァルドの【花はな嫁よめ】に転職します！」
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　小さな教会の控ひかえ室に、一組の新しん郎ろう新婦がいた。

　男性の名はヴァルドロイ。

　ジョブは【魔法剣士】と【花はな婿むこ】。褪せた赤い長ちよう髪はつを緩ゆるくリボンでまとめ、シックなダークチョコレート色のタキシードを身に纏まとっている。眼鏡越ごしに見えるグリーンの瞳と、濃こい赤色のネクタイが対照的で、綺き麗れいに映はえていた。

「髪、伸のびたな。初めて出会った時は、肩かたよりも短かったが」

　ヴァルドロイは、隣の女性の、黒のセミロングヘアに優しく触ふれながら言った。

　白はく天てん花かがちりばめられ、編み込みがされた美しい黒髪が、サラサラとヴァルドロイの指を通り抜ぬけていく。

　すると、女性──、シイナはくすぐったそうな笑みを浮うかべた。

「あなたと、大陸の復興支し援えんの旅をしている間にね」

「あぁ。長い旅になってしまったが……。だが、お前がヤシマナ村で式を挙げたいと言い出した時は驚おどろいた。もっと、城のように大きな教会での式に憧あこがれているのかと思っていたからな」

「それは、何度も言ったでしょ。私は【姫ひめ】とか【令れい嬢じよう】になりたいわけじゃないもの。【マネジャー】で【花嫁】！　それだけで十分幸せ」

「そうだな。ここは、俺がお前を信じてみたいと思った場所で、俺たちが最初に復興に携たずさわった村だからな。この縁えんのある村で、お前の花嫁姿すがたを見ることができるのは、幸せなことだ」

　そう言うとヴァルドロイは、シイナに手を差し伸べた。

「そろそろ行くぞ。皆みなが待っている」

「うん！」

　シイナはウエディングドレスの裾に躓つまずきそうになりながら、立ち上がった。そして腕を愛しい人に絡からめ、一歩一歩、歩いていく。

「お前は、いつも転びそうになるな」

「ウエディングドレスもヒールも慣れてないんだから、ノーカウントでしょ？」

「いや、世の中にはロングドレスで戦う女も、とんでもない高さのヒールで走る女もいるぞ。お前は鍛きたえ方が足りないんだ」

「そんな二次元あるあるを言われても、困るんだけど」

「ニジゲンアルアルの意味は分からんが、明日からは、体幹トレーニングと走り込みをしろ。せめて、モンスターから確実に逃にげられるようにはしておくべきだ」

「それって、こないだ私がモンスターに捕つかまりそうになったから？　あれは、たしかに申し訳なかったけど、ギリギリ逃げられたじゃない」

「そうだが、一度ではないだろう。毎度肝きもを冷やしている俺の身にもなれ。だから、鍛えろ」

「えぇ～。結けつ婚こん式の翌日くらい、休もうよ。社会人にはメリハリが大事なんだから！　ゆっくり起きて、一緒にご飯作って、散歩して、おやつにシュークリーム食べて……」

　笑いながら話す二人は、教会の扉とびらの前で立ち止まった。

　扉の向こうから、荘そう厳ごんな鐘かねの音と温かい拍手が聞こえてくる。

「みんなに会うの、久しぶりだね。なんだか、同窓会みたい」

　シイナは、胸むな元もとでブーケを握にぎり、扉の方に近づこうとした。

　しかし、予想外にヴァルドロイが動かず、シイナは純白のドレスの裾を踏ふんでよろけてしまった。

「きゃっ！」

　と、シイナが小さな悲鳴をあげたのも束つかの間──。

　シイナの身体からだはヴァルドロイの腕に支えられ、そのまま強ごう引いんに抱だき寄せられた。

　そして、次の瞬しゆん間かん、唇くちびるに温かくて甘い感覚が降ってきた。

「すまん、シイナ。愛おし過ぎて、我慢できなかった」

　ヴァルドロイのグリーンの瞳に見つめられ、シイナの胸は激しく跳はねた。

「ヴァルドって、ほんとにずるい。……もう一回してくれないと、許さないんだから！」

　私の大好きな人。世界で一番大切なパートナー。

　あなたに出会えて、本当に良かった！







　あとがき




　こんにちは。ゆちばと申します。

　この度たびは、本書を手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　原作は稚ち拙せつな文章で、量もとんでもなく少なかったので、まさか、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんから書しよ籍せき化のお話をいただけるとは思っていませんでした。なので、こんな幸運なことがあっていいのだろうかと、舞まい上がりながら加筆修正に取り組んだのが、令和初めの年末年始です。

　遡さかのぼって、自分が小中学生の頃ころの話なのですが、私はその頃から小説家になりたいなぁと思っておりました。思い返せば、そこが自分の原点です。双ふた子ごの妹と友達と私で、それぞれノートに物語を書き、書き進んだら読み合うということを数年間続けていました（当時流行はやっていた某ぼう魔ま法ほう使つかい小説やテレビゲームの影えい響きようをモロに受け、魔法ものや二次創作を書いていました）。

　どこを見ても誤字だらけですし、キャラの性格も設定もブレブレ。右手を骨折した時は、左手で恐おそろしく汚きたない字で書いていて、読み返すと笑えてきます。それでも、何冊もの物語ノートは、私の宝物です。財産です。

　結局、物語は未完が多いまま、子どもならではのグダグダだけど夢いっぱいの設定を脳内に溜ため込みながら、私は大人になりました。いわゆる、普ふ通つうの社会人です。仕事人間ではありませんし、お給料をちゃんといただけて、定時に帰れたらいいなと、毎日考えているタイプです。

　そんな私でも、仕事中に「あなたが担当で良かった」と温かい言葉をかけられると、仕事へのやりがいを感じます。頑がん張ばって続けようと思えます。

　そして、それを経験してしまうと、簡単に全すべてをリセットしてしまうのも惜おしいため、もし自分が異世界トリップしたならば、なるべく今持っているもので、新たな人生に挑ちよう戦せんしたいだろうと考えました。その状態で認めてもらえた時が、一番報むくわれた気持ちになるんじゃないかと。

　本書は、そのような子どもの頃の財産と、社会人生活を通して感じたことを組み合わせてこそ、一つの物語にすることができました。主人公のシイナとお相手のヴァルドロイには、華はなやかなスキルをあげることはできませんでしたが、当人たちにしかできない素す敵てきな役割をプレゼントできたと満足しています。

　そして、最後に謝辞を。

　原作を評価してくださった小学館の方々、素敵なイラストを描かいてくださった藤ふじ松まつ盟めい先生、私の体調を気き遣づかいつつ的確なアドバイスをくださったビーンズ文庫の担当様。執しつ筆ぴつを応おう援えんしてくれた家族、友人、職場の方々。読どく了りようしていただいた読者の皆みな様さま。

　私の夢がいっぱい詰つまった《ユグドラシル・サーガ》の世界にお付き合いいただき、本当にありがとうございました。


二〇二〇年二月　　ゆちば　　



















電子書籍特典　書き下ろし短編

「義勇軍の宴にようこそ」









　義ぎ勇ゆう軍ぐんの剣士──、少し前までは格かく闘とう家かだったアストールは、宴えん会かいが好きだ。

　さらに言うと、しっとりとした晩ばん酌しやくよりも、仲間と共に酒と料理をかっ食らう、浮かれた宴会の方が好みだ。ハメを外はずして──、とまでは言わないが、みんなでワイワイと杯さかずきを交かわしていると、普ふ段だんとは異ことなる一面に気がつくことができたり、いっそう絆きずなを深めたりできると思えるからだ。

　商人隊のマネジャーであるシイナ曰いわく、自分は【飲みニケーション】力が高いらしい。

「アストールがいると、宴会が楽しくなるね！　私の故こ郷きようでは、希き少しよう価値が上がってるスキルだから、羨うらやましいなぁ」

　彼女からそう言われると、悪い気はしない。

　寧むしろ嬉うれしかったので、アストールはどんどんテンションを上げて、宴会を盛もり上げていた。

　しかし、今となっては、「そんな風にはしゃいでいた時期が、オレにもありました」と、視線は遥はるか彼方かなた。思わず遠い目になってしまう。

　理由は至いたってシンプル。失恋だ。

　相手は先さき程ほど登場したシイナなのだが、アストールは告白する前から大だい玉ぎよく砕さいしてしまったのだ。「さすがに、難しいわよ～。だってあの子、頭の中のほとんどがヴァルドロイで占しめられてるもの」

「もう痛いくらい理解した。こないだの料理当番の時に、よ～く身に染しみた」

　モネは、白ワインのグラスを優ゆう雅がに傾かたむけながら、こちらに憐あわれみの視線を送ってきた。ちょっと面白おもしろがっていることを隠かくさないのは、いかにも彼女らしい。




　今宵こよいは、ハルトール砦とりででの宴会。

　義勇軍にエルバニア王国魔法師団の一団が合流したことを祝しゆくした宴うたげである。実はつい先日、シュヴァリエ王国のレジスタンスと盟めい約やくを結んだ宴が催もよおされたところなのだが、軍の絆を深める機会は、少ないより多い方がいい。

　そう考えたアストールは、義勇軍リーダーのフォルテに宴の開かい催さいを提案し、幹かん事じを買って出た──、のだが、正直今日は気持ちが上がらない。酒と料理の並ぶ広間の片かた隅すみで、モネに付き合ってもらってのやけ酒モードである。

「手て応ごたえは悪くないと思ったんだけどな、マジで。敗はい因いんなんだと思う？」

「う～ん。ヴァルドロイじゃなかったことかしら」

「それ、言っちゃうのかよ」

　たしかに、その一言に尽つきるけどさ。シイナはヴァルドロイが大好きだよな。

　アストールがため息をつきながら広間を見渡すと、シイナはレオナと魔法師団の女性と共に卓たくを囲んでいた。本当にアルコールが入っているのか怪あやしいくらい、薄いピンク色の飲み物を手に、頬ほおは真まっ赤かに染まっている。若い女子たちの飲み会といった雰ふん囲い気きが楽しそうだ。

　一方、噂うわさのヴァルドロイは彼女の対角線上に座っていて、モンドにビールを注つがれ続けている。うんざりした表情を浮かべているが、酒は強いらしく、無言でジョッキが空からになっていく。

「おいおい。なんであの二人、あんなに遠くにいるんだよ？　なんで一緒に飲まないんだよ」

　アストールは、離れた場所にいるシイナとヴァルドロイを交こう互ごに見やりながら、呆あきれずにはいられなかった。自分なら真っ先に隣を陣じん取どるのに、とヤキモキしてしまう。

「どう考えても、グイグイいくタイプじゃないでしょ。奥手なのも可愛かわいくていいじゃない」

「良くない。見てるこっちが、じれったくて死ぬ」

「じゃあ、盗とっちゃえば？」

　モネは、艶つやっぽい仕草でタコのカルパッチョを口に運ぶと、幸せそうに微笑ほほえんだ。

　簡単に言ってくれるぜ、まったく。

「そりゃ、アンタにとっては簡単かもしれないけど……。でもなぁ。オレ、シイナもヴァルドロイも好きなんだよ」

　アストールにとって、シイナは今まで会ったことのないタイプだった。不器用で空回りすることも多いが、いつも前向きで一いつ生しよう懸けん命めい。見ているこちらが応おう援えんしたくなるのだが、ここぞという場面では、キレのあるアイディアを出すことができる、芯しんのある女性だ。あとは見た目の話だが、黒くろ髪かみが綺き麗れいで、年下に見える童どう顔がんがアストールの好みだった。

　そしてヴァルドロイは、さらに不器用。本当は笑ったり、人を気き遣づかったりできるくせに、わざと他人と距離を置くところがある。これは何度か共にクエストに行って分かったことなのだが、彼は心を開いた相手に対しては、冗じよう談だんも言うし、ツッコミもしてくれる。「人見知りのガキか！」と言いたくなるが、これはこれで可愛らしく感じる。

　また、「魔力の補ほ給きゆうだ」と言いながら、しょっちゅう角かく砂ざ糖とうを食べているのも面白い。話によると、どうやら彼は、ピヨルム領の菓か子しで甘かん味みに目覚めたらしく、先日は、チョコレートをあげたら、嬉しくないフリをしながら喜んでいた。

「二人ともさ、いい奴なんだよな。この戦争を終わらせるために一生懸命だし、仲間想いだし。ちょっと抜けてるとこも面白いだろ？　だから、上手うまくいってほしいっていうか……」

　正直、アストールには残念な気持ちもあるが、素す直なおにシイナとヴァルドロイを応援したい気持ちも大きかった。シイナは明らかにヴァルドロイのことが好きだし、ヴァルドロイも、おそらく彼女に仲間以上の気持ちを抱いだいている。それは言動の節ふし々ぶしから感じ取れていた。

　大事な仲間が幸せそうなのって、嬉しいじゃんか。

「こうなったら、ドンッと背中押して、引っ付けてやりたいんだよ！」

「そうねぇ、分かるわ。私も、できればあの二人には蜜みつ月げつな関係になってほしいけど」

　モネは、アストールの言葉に頷うなずいているが、いつの間にか、手元の白ワインが赤ワインに変わっており、酒はきっちりと飲み進められている。さすが、義勇軍一の酒しゆ豪ごうだ。

　しかしアストールも、義勇軍で二番目の酒豪を自負している。貿ぼう易えき商しようである父親と船旅をしている時は、商会仲間と頻ひん繁ぱんに酒を飲んでいたし、今でも宴会はフル参加だ。酒に関しては、質も量もおおいに自信があり、おそらく酒場でモネの相手ができるのは、自分だけだろう。

　じゃあ、ヴァルドロイは？

　ふと、アストールの頭に疑問が浮かんだのだが、どうやらモネは、そのことを察したらしい。彼女は「いいこと思いついた」と言わんばかりの意い味み深しんな笑えみと共に、アストールの手を引いた。

「うふふ。そろそろ誰だれとフォーチュンエールを飲むか、決めちゃおうかしら～」

「マジで？　フォーチュンエールっ？」

　モネが、愛用している万能ポーチから取り出したのは、黄昏たそがれ色いろに輝かがやく瓶びんに入った酒──、フォーチュンエールだった。

　フォーチュンエールとは、巷ちまたでは伝説と言われるほど希少価値の高い美酒だ。十年に数本しか造られず、有力貴族でも入手困難。もし手に入ったならば、まさしく人生最大の幸運と断言できる、アルコールランク【Ｓ】の非常に強い酒だ。

「おいおいおい！　どうしたんだよ、そんなすごい酒！　ってまぁ、盗ぬすんだんだよな？」

　モネに連れられながら、アストールの喉のどはゴクリと鳴った。是ぜ非ひとも味わってみたい。

「なぁ、モネ！　早く飲もうぜ」

「ヤだ、せっかちね。私と飲むのは、義勇軍で二番目にお酒に強い人よ？」

　足を止めたモネの視線の先には、フォーチュンエールをじっと見つめるヴァルドロイがいた。

　平然を装よそおってはいるが、彼も伝説の酒の登場に驚いているようで、しきりに眼鏡めがねを押し上げていた。

「アストールとの飲み勝負に勝てば、その酒が飲めるということか」

「察しがいいわね、ヴァルドロイ。アストールは現状、私の次にお酒に強いんだけど……。どちらが私の飲み相手に相応ふさわしいか、勝負してもらうわ！」

　高らかに宣言したモネに、アストールは少々戸と惑まどった。彼女の意い図とが分からず、「みんなで酒を分けたらいいんじゃね？」と、首を傾かしげていた。

　しかし、続く言葉を聞き、アストールのやる気は跳はね上がった。

「ただ飲み比くらべするだけじゃつまらないから、負けた方は罰ばつゲームね。あの女子グループに入れてもらって、ワイン一本空あけてきて」

「なんだ、その珍ちん妙みような罰は」

　ヴァルドロイは不可解そうな声をあげたが、隣のモンドは「ちょろい罰ゲームじゃねぇか。やれやれ！」と豪ごう快かいに笑っていた。

　そして、ちょろい罰ゲームに指定された「あの女子グループ」というのは、シイナ、レオナ、魔法師団の女性の三人のグループのことだ。

「よっしゃ！　勝負しようぜ、ヴァルドロイ！　絶対負けないからな！」

　ありがとな、モネ。むず痒がゆいあいつらの仲を、どうにか進展させるチャンスだ。

　勝って、ヴァルドロイをシイナの隣の席に送り込んでやる。

　お節せつ介かいって言いたきゃ言え！　オレが背中を押してやるぜ！

「いいだろう。受けて立つ」

　ヴァルドロイがゆらりと立ち上がる姿は、いつになく好戦的に見えた。

　もしかしたら、彼は既すでに酔よっているのかもしれないと、アストールは優位性を確信した。




　ところが、アストールの予想に反して、テーブルには空のジョッキが次々と積み重なっていった。

　ビールにカクテル、米酒に芋酒……。酒のランクは上位の【Ａ】～【Ｃ】が入り混じっているが、量もなかなかに多く、一般的な肝かん臓ぞうの主ぬしならば、早々に音ねをあげているだろう。

「や、やるな。アンタ、若い頃から飲んでたクチ？」

「シュヴァリエの酒は、エルバニアよりも強い。だから、お前とは鍛きたえ方が違う」

「いいや～！　オレはまだ余裕だぜ。アンタには、絶対負け……ねぇ！」

「虚きよ勢せいはよせ。お前こそ、呂ろ律れつが怪あやしいぞ」

　二人は、同時にビールのジョッキに手を伸ばした。しかし、アストールは顔が真っ赤、一方のヴァルドロイは涼しい顔で酒を飲み干ほしていく。

　うっぷ……。やっべぇぇぇぇぇ！　オレ、負けそう！

　アストールは、「どうしよう？」とモネに視線を送ったものの、彼女は面白そうに肩かたをすくめて、「私、そろそろグラスを用意しておこうかしら」とフォーチュンエールの瓶を撫なでていた。

　うん、知ってた。モネは自分が愉たのしんでるだけだって。

　アストールは、人生初の「酒のせいで視界が揺ゆれる」を体験しながら、ジョッキに口を付けた。

　すると、ぐらぐらと揺れる視界の真ん中に、シイナとレオナが合体したかのような人物が現れたではないか。

「身体からだがシイナで、首から上がレオナ……？　オレ、幻げん術じゆつにかかってる？」

「うーわ。お酒くさ！　飲んだくれ製造しちゃダメじゃん！」

　悪あく態たいをついたのは、たしかにレオナだった。しかし、彼女はいつものノースリーブのシャツ、ソフトアーマー、ショートパンツという戦せん闘とう着ぎではなく、露ろ出しゆつの少ないブラウスとパンツ──、シイナの仕事着を身に纏まとっていた。

「じゃーん！　服、交こう換かんしてみたんだっ！　シイナっちの服だよ。敏びん腕わんマネジに見える？」

　レオナは、はしゃいだ様子でアストールの肩をバシバシと叩たたいてきた。

「おえっ！　やめろ……、やめ、やめてください、レオナさん」

　アストールは正直それどころではなかったのだが、どうやらレオナたちは服の交換をして遊んでいるらしい。おそらく、レオナの軽いノリで始めたのだろうが、魔法師団の女性まで巻き込んでいるようで、その女性がレオナの服を着て、後方で佇たたずんでいた。

「おいおい！　魔術師のお姉さんに迷めい惑わくかけるなよ。すいませんね、うちの子が」

「保護者面づらすんなし！　合意の元なんだから！」

　アストールにぷんぷんと腹を立てるレオナは、女性に「ねぇっ？」と同意を求めた。

　すると女性は「なかなかない機会ですもの」と微笑みながら、さらにその後方に隠かくれていたシイナを引っ張り出してきた。

「シイナさん、私より魔道の装しよう束ぞくがお似合いですわ」

「うわーっ！　やだやだ！　やっぱり恥はずかしいよ！」

　突き飛ばされるようにして前に出てきたシイナは、デコルテの大きく開いた黒のタイトワンピースに黒タイツ、つばの大きな黒い三角帽ぼう子し、赤色のマント──、魔法師団の女性の制服を身に着けていた。

　これは、アリ中のアリ！　って、オレが思ってても仕方ないか。

「人生に一度はコスプレしてみたいって思ってたけど……。へ、変じゃない？」

　頬を赤らめながらマントに包まろうとするシイナは、チラチラッとヴァルドロイの様子を伺うかがっていた。明らかに意中の人の反応を気にしている様子である。

「ホラホラ～。ヴァルドロイってば、どうなの？　魔術師シイナっちの感想はー？」

「か、感想、だと？」

　これまで涼すずし気な表情だったヴァルドロイは、レオナにグイグイと問いただされて、初めて困こん惑わくした声をあげた。

　そしてまじまじと、シイナを帽子のてっぺんからブーツの先まで見つめ──。

「これは、拷ごう問もんか」

　と、一言だけ短く絞しぼり出した。

　はぁぁぁぁぁっ？　何言ってんだよ！

　ヴァルドロイの言葉に最も衝しよう撃げきを受けたのは、もちろんアストールではなくシイナ本人だろう。

　彼女はあわあわとマントで身体を覆おおい隠すと、「見苦しくてごめんなさいぃぃっ！」と、半泣きで走り去っていってしまったのだ。

「シイナっち、待って！　……ってかヴァルドロイ、マジあり得ないんだけど！　後でシバく」

　レオナはヴァルドロイをキツく睨にらみつけると、魔術師の女性と共にシイナを追いかけていった。

　そして残された面々は、もはや酒どころではない。アストール、モネ、モンドの三人で、ヴァルドロイを尋じん問もんだ。

「さっきの何だよ？　拷問って何だよ？」、「女心分かってなさすぎよ」、「ありゃ気の毒どくだな」と、責め立てる。

　するとヴァルドロイは、俯うつむきながら頭を抱かかえ、何やらぼそぼそと口を開いた。

「あんな服装は……、その……、破は廉れん恥ちだ。凝ぎよう視しできん」

　破廉恥！　まさかの照れ！

「鎖さ骨こつが見えすぎだ。ワンピースも身体の線が分かりやすすぎる。それに短い。なんだ、あの格かつ好こうは。破廉恥すぎるだろうが」

「え、待てって。魔法師団の服って、そんなに露出ないぜ。モネと比べたら、かなり大人しめだけど」

　アストールは、今度は早口でまくし立てるヴァルドロイを見て、ようやく気がついた。

「アンタ、しっかり酔ってるな」

　普段の冷静なヴァルドロイならば、ここまでの失言はないだろう。そして何より、真っ赤になって照れている現状は、酔いが原因としか考えられなかった。

「ヴァルドロイ、明日には菓子折り持って、シイナに謝りに行こうな？」

　アストールがヴァルドロイの肩にポンと手を置くと、彼はうつらうつらしながら呟つぶやくように言った。

「ピヨルム領のシュークリームを買う……」

　はいはい。付き合いますって。ホントに世話が焼けるぜ。




　　　　＊＊＊＊




　結局、アストールもヴァルドロイもフォーチュンエールはお預け。代わりに、酒の飲みすぎは良くないという教訓を得た。

　そして、酔いのために、ヴァルドロイだけでなくシイナも記き憶おくがなかったことは、後のち々のちに宴会でのテッパン話となったのだった。
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